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６．施工中の安全確保及び環境保全等

１．建設工事の適正な施工の確保について

（Ｃ）指導事項

現　場　説　明　書　（建築・設備工事編）

　①現場説明書及び質疑回答書

４．契約事務上の注意事項

　②特記仕様書

　④共通仕様書（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）　③設計図面

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所

　Ｐ．Ｃ．ＮＯ

７．工事監理者

９．工期変更等の場合の前金保証会社への通知

２．労働福祉の改善等について

３．各種調査への協力依頼

４．市内業者の活用

５．工事用資機材等の搬送に関する関連法の遵守

６．工事実績情報の登録

８．特定元方事業者

（Ａ）工事概要及び一般事項

１．工事概要

・建築・電気・機械・外構・舗装・植栽・その他（　　　　　　）

２．設計図書の優先順位

３．工事着手前・完成時の提出図書

（Ｂ）　現場及び技術に関する説明事項

　監督職員事務所を設ける場合は、事務所に机・椅子・保安用具等を必要に応じて備えること。

　設計図面に明記された仮設については、指定仮設として実施すること。

　なお、現場状況及び施工方法により変更が必要な場合は監督員との協議により実施する。

　「工事用地等」について施設管理者と協議すること。

　また、既存の設備、地下埋設物については充分な予備調査を行って施工すること。

・建物の配置については設計図書に基づいて縄張りを行ない、監督員と最終確認を行うこと。

・既存施設内で増築・改修工事する場合は、仮設計画書及び施工計画書等を作成し施工上必要な
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現場説明書

一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一　特記事項

　・建設工事安全施工技術指針（平成7年5月25日、建設省営監発第13号）

　・建築工事公衆災害防止対策要綱（平成5年1月12日、建設省経建発第1号）

　・建設副産物適正処理推進要綱（平成14年5月30日国官総第122号､国総事第21号､国総建第137号）

　この工事については、監督員業務の一部を第三者（設計者等）に委託する場合がある。

　が最大の建築工事の請負業者を指定する。

　前払金保証契約約款７条の２「工期を変更する場合等における措置」の保証会社への通知は、請負者で
　行うこと。

　ばならない。

　できる限り市内業者としてください。また、建設資材はできる限り市内業者から購入してください。

　公共事業労務費調査、共通仮設費の実績調査等の対象工事となった場合は、必要な協力を行わなけれ

　本工事の施工にあたっては、適正かつ円滑な施工を確保するために｢建設業法｣や、｢建設産業における

　生産システム合理化指針｣等に基づく建設関連指導事項を遵守し、適正な契約の締結、適正な施工体制

　の確立、建設労働者の雇用条件等の改善に努め、建設関連法等に抵触する行為は行わなわないこと。

　建設労働者の福祉の向上を図り、建設需要に対する労働者を確保し建設業の健全な発展を図るため

　労働災害補償保険制度、建設業退職金共済制度及び労働災害補償共済制度等の普及徹底に関する

　措置要領（平成３年１月４日施行）を遵守すること。

　また、原則として退職金共済制度による「発注者用掛金収納書」を契約後１ヶ月以内に提出すること。

　下請や資材調達にあたっての契約は本来当事者間の自由な意志が尊重されますが、下請契約の相手は

　道路交通法並びに関係法令に抵触する搬送車両や交通安全の配慮にかける業者は排除すること。

　請負金額が5､000千円以上の工事については、工事実績情報（CORINS）の登録をすること。

　施工中の安全確保及び環境保全並びに災害・公害の防止については「建築・電気・機械各共通仕様書」
　によるほか、次の指針・要綱によること。　

・労働安全衛生法第30条第２項に基づく特定元方事業者として、この敷地内の建設工事等における契約額

１．監督職員事務所

２．指定仮設　

３．工事着工前の確認　　　

４．工程管理

・工事の着手にあたっては、他の関連工事業者と調整の上、受電時期や試運転調整期間等を見込

　んだ実施工程表を作成し監督員に提出のこと。また、工事期間中はこの工程に従い工事の円滑
　な進捗に努めること。

５．施工体制の適正化

　「建設業法」や「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」に基づき、省令等に

　定める施工体制台帳や施工体系図を作成し、監督員に提出すると共に、現場にも備え付けること。

①工事請負契約書は佐賀県建設工事請負契約約款を使用することとし、その他の契約事務につい
  ては武雄市財務規則による。

②工事が複数年度に亘る場合は、各年度の請負代金の支払い限度額及び出来高予定額は、契約書

  作製の日までに通知する。

③不慮の事故に備えて火災保険等に加入すること。また、労働災害事故にも備え建設労働災害保
　障制度へもできる限り加入すること。なお、契約額は工事規模・請負契約額に相応する内容と
　し、後一ヶ月程度の予備期間を設けること。

④現場代理人･主任技術者届、施工計画書等の提出書類は、速やかに作成し監督員に提出すること。

⑤工事の一部を下請けに付する場合には、速やかに下請申請書を提出し承諾を得ること。

①工事請負契約後、設計図書の縮小版（Ａ２版又はＡ３版）青焼き製本を３部の提出のこと。　　　

②竣工後、共通仕様書による完成図及び保全に関する資料を１部提出し、完成図には工事名称、
  工期、設計・監理者、施工者を明記すること。

③その他、保存図書とし、監督員の指示に従って建設課へ提出すること。

③工　　期

④工事内容

⑤別途予定の関連工事
⑥質疑等の提出方法及び回答期日等　　　　　（現場説明時に指示）

・設計図書は相互に補完するものとし、相互に相違がある場合の優先順位は次のとおりとする。

（別添　特記仕様書及び設計図面による）

（Ｄ）その他特記事項

１．特に必要な監督員の検査等
２．支給材料及び貸与品のある場合の品名、数量、規格性能、引渡し場所及び時期の特記
３．部分引渡しを受ける「指定部分」の指定。
４．その他特記すべき事項

①　　建設リサイクル法に準ずる。

②　　使用する木材は、原則として全て地域材とする。

③　　12㎝角以下の材料はすべて県産材とする。
（ただし一般的に県産材の利用にはそぐわない材料は除く。）

④　　③についてどうしても県産材の利用ができない場合（材料が調達できない場合等）については、

監督員の承諾を受け地域材に替えることが出来ることとする。

Ｎ ・ Ｓ（仮称）観光交流センター建設工事

契　約　日　か　ら　平成  年  月  日まで

Ａ -1

〒849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-34-3467

エィシーエヌ

仮地番　武雄市北部土地区画整理事業23-8街区2号の一部、10街区の一部

①工事名称     　　平成１８年度（仮称）観光交流センター1期建設工事

②施工場所　 底地番　佐賀県武雄市武雄町大字富岡字西浦8249番地-4の一部



工事設計図

仕 様 書

Ⅰ 工事概要

3．工事種目

2．敷地面積

1．工事場所

技能士

鉄筋工事

鉄骨工事

適用工事種別

・構造物鉄工事作業    ・とび作業

（1.5.2）

タイル工事

木工事

石工事

建具工事

屋根及びとい工事

金属工事

左官工事

カーテンウォール工事

防水工事

（1.5.9）

（1.7.1～3）（表1.7.1）

化学物質の濃度測定

完成図等

内装工事

塗装工事

測定はパッシブ型採取機器により行う。

報告の様式等については、現場説明書による。

施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン

※作成する　　　・作成しない

　※保全に関する資料　提出部数　※1部　　・　　部

　※施工図　　　　　　提出部数　※1部　　・　　部

　※施工計画書　　　　提出部数　※1部　　・　　部

　※完成図　　　　　　提出部数　※各2部　・　　部（A3版第2原図及び電子媒体（CD-R））

植栽工事

完成写真

設備工事との取合い

設計GL

工事写真

　　　　※べた焼

　　　（他に外観正面1カットのみ5枚（カラーキャビネ版）提出）

・

※2　・6 ※100×125以上外部（　　）内部（　　）

・カラー

　　　　※キャビネ版

外部（　　）内部（　　）

外部（　　）内部（　　）・カラー半切木製パネル

・電子データ ※200万画素以上

※300dpi以上

　　　　324×400（mm）

分類・規格 撮影箇所数 提出部数 原板の大きさ（mm）

下記のものを監督職員に提出する。ただし、原板は撮影業者の保管とする。 

撮影業者　※監督職員の承諾する撮影業者

100×125以上の原板を使う場合は、監督職員にあらかじめべた焼を提出し確認を受ける。

電子データは、RGB（フルカラー）、JPEG形式最高画質とし、CD-Rにて提出とする。

設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

※図示　　　・設計GL＝現状GL

・｢営繕工事電子納品要領（案）（平成14年11月改訂版）｣による。

　　　　　（ただし､建築完成写真撮影の実績のある業者とする。）

監督職員事務所1 （2.3.1）

工事用水2 （2.3.1）

工事用電力3 （2.3.1）

規模及び仕上げの程度は現場説明書による

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　・無償）

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　・無償）

　　標仕19章内装工事14断熱材による。

鉄筋の種類

種類の記号

1

・SD345

・SD295A

呼び名（mm）

（5.2.1）（表5.2.1）

鉄筋の継手2 （5.3.4）

鉄筋の最小かぶり 最小かぶり厚さは目地底から算定する。

　・耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による。

施工箇所

・柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打放し面

・

3 （5.3.5）

既製コンクリート杭

の杭頭補強

・A形　　　・B形　　　※図示4 （5.3.1）（別1.1）

最上階柱頭補強5 （別2.1）

帯筋6 （別2.2）

壁開口部の補強 一般壁　　・A形　　　※B形　　　・図示

耐震壁　　※図示

7

梁貫通孔の補強形式 ※H形　　・MH形　　・M形8 （別7.1）（別表7.1～3）

機械吊上げ用フック ・A種　　・B種　　　・C種　（　　　　ヶ所）9 （別7.3）

※超音波探傷試験　　　・引張試験圧接完了後の試験10 （5.4.9）

建物躯体

（建物内土間コンクリートを含む）

施工箇所

普通コンクリートの

設計基準強度

1

※21

・18

設計基準強度Fc（N/mm ）

（6.1.4）

レディーミクスト

コンクリートの類別

※Ⅰ類　　・Ⅱ類2

スランプ3 工作物のスランプ　15又は18cm （6.2.3）

するものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

水和熱
352J/g以下7d

28d 402J/g以下

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、次の規定の全てに適合

セメントの種類4 （6.3.2）（6.13.2）（6.16.2）（表6.3.1）

骨材の種類 アルカリシリカ反応による区分5 （6.3.3）（6.5.4）

（6.3.5）（6.4.8）

（6.14.3）

標仕表5.3.6の値に加える寸法（mm）

・B（※コンクリート中のアルカリ総量Rt＝3.0kg/m 以下）

※A

厚さ

混和材料 ※混和剤　　・混和材6

無筋コンクリート7

コンクリート躯体 外装タイル後張り面の躯体表面の処理

※施工範囲は図示による。

8

表面の処理

断熱材兼用型枠 適用及び適用個所について9

　MCR工法を行う場合は、せき板面にMCR工法用気泡ポリエチレンシート張りとし、仕上がり面

　高圧水洗工法の目荒しを行う場合は、水圧50N/mm 以上かつ、2.5分/m 以上とし、施工計画書

　凹凸状態とする。

　を監督に提出し承諾を受ける。また、目荒しの状態は、事前に監督職員に承諾を受ける。

2

6

5

鉄
筋
工
事

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

仮
設
工
事

コンクリート工事

※2　・　

※2　・　

2 2

測定対象室　　　　・図示　　　　　・　

測定箇所数　　　　・図示　　　　　・　

※10　　・　

※H形（□は除く）　　　・　

　　コンクリートの増打ち厚さ　　※20mm　　・　

3

2

※D16以下　・ 

※D19以上　・ 

建設概要

建　物　名　称 構　造 階　数
延べ面積 建築面積

（㎡） （㎡） 別表第１の区分

建築基準法
備　　考

4．工事範囲

※「3．工事種目」全てを工事範囲とする。

・「3．工事種目」のうち　　　　　　　　　　　の工事範囲は下記表のとおりとする。

　ただし、他の工事種目は全て今回工事範囲とする。

土工事

地業工事4

5 鉄筋工事

3

2

6 コンクリート工事

仮設工事

7 鉄骨工事

工事範囲全て

8
コンクリートブロック・ALCパネル

押出成形セメント板工事

防水工事9

10 石工事

11 タイル工事

12 木工事

13 屋根及びとい工事

金属工事

左官工事

14

15

16

17

18

19

建具工事

カーテンウォール工事

塗装工事

内装工事

20 ユニット及びその他の工事

1．共通仕様

Ⅱ 建築工事仕様

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書（建

　　　築工事編）（平成16年版）」（以下、「標仕」という。）による。

2．特記仕様

　　

（3）特記事項に記載の（　　　　）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（4）特記事項に記載の（別　　　）は（5.3.7）による別図「各部配筋」の当該項目を示す。

（2）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

（1）項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。

　　　・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　・ 印と　 印の付いた場合は、共に適用する。※

Ｇ（6）　 印は「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」の特定調達品目を示す。

（5）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。

　　

章 項　　目 特　　記　　事　　項

1

一
般
共
通
事
項

1 適用基準等 ・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課監修　平成13年版）

・工事写真の撮り方（改訂第二版）建築編（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

・

・

2 工事実績情報の登録 ※適用する （1.1.4）

3 品質計画 （1.2.2）

    ※風速（Vo＝　　　　　　　）

    ※地表面粗度区分（・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ　）

電気保安技術者4 　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を （1.3.3）

5 条件明示項目 （1.3.5）

発生材の処理等6 ※現場説明書による　・構外搬出適切処理 （1.3.8）

    ・積雪区分　建告示第1455号　別表（　　）

・

・建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による。

補佐し、電気工作物の保安の業務を行うものとする。

　・要　　　・不要

7 建築材料等 　本工事に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

JIS及びJASマークの表示のない材料及びその製造者等は、次の（１）～（６）の事項を満

たすものとする。

　（１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

　（２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

　（３）安定的な供給が可能であること

　（４）法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること

　（５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　（６）販売、保守等の営業体制が整えられていること

明となる資料又は外部機関（（社）公共建築協会　他）が発行する資料等の写しを監督職員

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証

に提出して承諾を受けるものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこ

　また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同

等品を使用する場合は、監督職員の承諾を受ける。

　　規制対象外

　　　①JIS及びJASのＦ☆☆☆☆規格品

　　　②建築基準法施行令第20条の5第4項による国土交通大臣認定品

　　　③下記表示のあるJAS規格品

　　　　　a.非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　　　　　b.接着剤等不使用

　　第三種

　　　①JIS及びJASのF☆☆☆規格品

　　　②建築基準法施行令第20条の5第3項による国土交通大臣認定品

　　　③旧JISのEo規格品

　　　④旧JASのFco規格品 

9 特別な材料の工法 　標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。

11

15

16

17

12

13

14

10 建設機械 　本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、排出ガス対策型建設機械を使用するものとする。

　　※排出ガス対策型建設機械とは、排出ガス対策型建設機械指定要領に基づき国土交通省で指定された

　　　排出ガス対策型建設機械をいう。

機　　種 備　　考

　・バックホウ

　・トラクタショベル（車輪式）

　・ブルドーザ

　・発動発電機（可搬式）

　・空気圧縮機（可搬式）

　・油圧ユニット類

以下に示す基礎工事用機械のうち、ベースマシンとは別に、独立した

ディーゼルエンジン駆動の油圧ユニットを搭載するもの

　　：油圧ハンマ・バイブロハンマ・油圧式鋼管圧入引抜機・アースオーガ

　　　・オールケーシング掘削機・リバースサーキュレーションドリル

　　　・アースドリル・地下連続壁施工機・全回転型オールケーシング掘削機

　　・ローラ類

　　　：ロードローラ・タイヤローラ・振動ローラ

　　・ホイールクレーン

　ディーゼルエンジン

（エンジン出力7.5kW以上

260kW以下）を搭載した建

設機械を対象とする。

　※建設機械を使用しないときは、エンジンを停止するなど建設機械の稼働時間の抑制に努めること。

　・低騒音型建設機械の適用

　　建設機械名 ・杭打ち機 ・トラクターショベル ・

・バックホウ ・

8 化学物質を発散する

建築材料等

　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有

するものとし、次の１）から５）を満たすものとする。

　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクル

　　　ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒ

　　　ドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極

　　　めて少ないものとする。

　３）接着剤はフタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシルを含有しない難

　　　揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン

　　　を発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発

　　　散が極めて少ないものとする。

　５）１）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の

　　　什器等は、ホルムアルデヒドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

技能検定作業

仮設工事 ・とび作業

・鉄筋組立作業

・型枠施工    ・コンクリート圧送工事作業

・コンクリートブロック工事作業   

・エーエルシーパネル工事作業

コンクリートブロック・ALC

パネル・押出成形セメント板工事

・アスファルト防水工事作業　・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業　・合成ゴム系シート防水工事作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業　・セメント系防水工事作業

・シーリング防水工事作業　・改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

・FRP防水工事作業

・石張り作業

・タイル張り作業

・大工工事作業

・内外装板金作業    ・スレート工事作業　

・鋼製下地工事作業    ・内外装板金作業　

・左官作業

・ビル用サッシ工事作業    ・ガラス工事作業

・自動ドア施工作業

・金属製カーテンウォール工事作業    ・ビル用サッシ施工作業

・ガラス工事作業

・建築塗装作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業　・カーペット系床仕上作業

・ボード仕上げ工事作業    ・壁装作業

排水工事

舗装工事

・建築配管作業

・溶融ペイントハンドマーカー工事作業  ・加熱ペイントマジンマーカー工事作業

・造園工事作業

着工前の測定　　　※行わない　　　・行う

D19以上の柱、梁の主筋　　※ガス圧接　・重ね継手　

・行う　　　・行わない

（別4.2）（別表4.3､4）

（6.1.5）（6.4.1､2）（表6.1.1）

セメントの種類 施工箇所

※普通ポルトランドセメント又は

　混合セメントのA種
下記以外の全て

・高炉セメントB種 Ｇ 1FLより下部（立上り部含む）

設計基準強度Fc（N/mm ）　　　※182

セメントの種類

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのA種

・高炉セメントB種　　（捨てコンクリート）Ｇ

施工箇所　　※建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く） （4.6.6）

（4.6.2）
※再生クラッシャラン　　　・切込み砂利及び切込み砕石砂利地業3

床下防湿層4

（4.5.4）

　　　　　　・　

　　　　　　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法
（4.5.5）

　　　　　　・拡底杭工法（※安定液使用　・　　　　　）

セメントの種類　高炉セメントB種

側壁測定　　・行う（　　　　　　　　　　　　）　・行わない

　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない）

　　　　　　・リバース工法

堀削工法　　・アースドリル工法（・安定液使用　・無水堀削）
（4.5.4）

鉄筋の種類　　5章鉄筋工事の鉄筋の種類による
（4.5.3）

　（　　　）種かつ（　　　）N/mm 以上

コンクリートの種別及び設計基準強度
（4.5.3）（表4.5.1）

場所打ち

コンクリート杭地業

2

セメントの種類　6章コンクリート工事のセメントの種類による

　　　　　　　　　　　・　

　　　　杭周固定液　　・使用する

　　　　工法　　・プレボーリング拡大根固め工法　　・中堀拡大根固め工法

　　　　を採用できる工法

　　　・H13国交告1113号第6による支持力算定式でα=　　　、β=　　　　、γ=　

　　　・H13国交告1113号第6による支持力算定式でα=250程度を採用できる工法

　・特定埋込み杭工法

施工法

先端部形状　　※開放形　　　　　・閉そく平たん形

杭の継手　　　建築基準法に基づく指定又は認定を受けた継手を使用してもよい。

杭頭の処理　　※切断しない　　　・　 （4.3.7）

（4.3.2）

（4.3.3～5）

（4.3.6）

杭径（mm） 杭長（m）及び種別 継手数 セット数 備考

試験杭

本　杭

　・

　※高強度プレストレストコンクリート杭

種類 （4.3.1､2）既製コンクリート杭1

地業

4

・構外搬出適切処理　・構内指示の場所にたい積　・構内指示の場所に敷き均し

　　　受け入れ場所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　搬出距離　　（　　　　km）

※構外指示の場所 （3.2.5）建設発生土の処理2

　　　・建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

種別　・A種　　　※B種　　　・C種　　　・D種 （3.2.3）（表3.2.1）埋戻し及び盛土3 1

土
工
事

4 枠組足場 枠組足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン」（厚生労働省　平成15年4月）

により、設置については同ガイドラインに基づく働きやすい安心感のある足場とし、二段手すりと幅木

用いて手すり先行専用足場型と同等の機能を確保するものとする。

ついても、排出ガス対策型と同等とみなすものとする。

・ブルドーザー

地
業
工
事

の限りでない。

2

Ｇ

Ｇ

　また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの発散量」は、次のとおりとする。

　　　　　c.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを発散しない材料使用

　　　　　d.ホルムアルデヒドを発散しない塗料等使用

　　　　　e.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを発散しない塗料使用

　　　　　f.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを発散しない塗料等使用

10 単位水量の測定 ・行う　　　　　・行わない

の性能を有する部材があらかじめ備えられた手すり先行専用足場型とするか、又は改善措置機材を

の濃度を測定し、報告すること。

　なお、排出ガス対策型建設機械に代えて、　　省で認定された排出ガス浄化装置を装着した建設機械に国交

１回　　　　年　　　月　　　日

２回　　　　年　　　月　　　日

３回　　　　年　　　月　　　日

設計変更年月日
工
事
名

図
面
名

特記仕様書（建築）その１

縮
　
　
尺

設計　　　年　　　月　　　日

図
番
号

１級建築士　第　　　　　　　　　号

担　当
（仮称）観光交流センター建設工事

鉄骨 435.10435.101 物品販売店

34

25ｃｍ

(有)エィシーエヌ松尾建築

設計事務所

135609

松尾　普一

（仮称）観光交流センター建設

600.15㎡

2

Ａ

武雄温泉駅高架橋内に鉄骨平家建ての建築工事

仮地番　武雄北部土地区画整理事業23-8街区2号の一部、10街区の一部

平成　　年　　月（全　枚）

底地番　佐賀県武雄市武雄町大字富岡字西浦8249番地-4の一部

（仮称）観光交流センター

新築



図
番
号

１級建築士　第　　　　　　　　　号

担　当

Ａ

7 8

9

10

12

11

15

14

金
属
工
事

左
官
工
事

タ
イ
ル
工
事

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

防
水
工
事

石
工
事

鉄
骨
工
事

※空洞ブロック16　・空洞ブロック16－W （8.2.2）1 補強コンクリート

ブロック造

ALCパネル

・衛生配管用裏積みブロック　　　

・塀

・間仕切壁　・地下二重壁　・外壁

2m以下

2mを超える

・100

・150

（8.3.2）2 コンクリートブロック

帳壁及び塀

※標仕表8.3.1及び下表による

3

4 押出成形セメント板

（ECP）

・外壁パネル

・間仕切壁パネル

・屋根パネル

・床パネル

種　類 単位荷重（N/m ） 取付け工法種別

※標仕8.4.6による

・100　・150・2350　・3530

・980

・1180　・1960

厚さ（mm）

・A種　・B種　・C種

・床パネルの耐火性能（・1時間　・2時間）

・外壁パネル

・間仕切パネル

※F　　・F－R

・D　　・D－R

・T　　・T－R

※F　　・F－R

・D　　・D－R

・T　　・T－R

・A種

・B種

・B種

・C種

種　類 表面形状 工法種別厚さ（mm） 幅（mm）

耐火性能　　・有り（　　　　　）

　　　　　　・無し

アスファルト防水

床型枠用鋼製デッキプレートを使用したコンクリートスラブ

施工箇所種　別

　　　　　　　　　　ただし、特定フロンを含まないもの。

立上り部の保護

・

1

※AⅠ－2

・BⅠ－2

・A－2

・D－2

アスファルト　　　※3種　　　・4種 

・乾式保護材　　　※押出成形セメント板（厚さ　15mm）

・

（　　　　　）

合成高分子系

ルーフィングシート

防水

仕上げ塗料塗り 使用分類施工箇所

・カラー

・シルバー ※非歩行

・軽歩行

種　別

・S－F1

・S－M1

2

・S－F2

・AS－1　・AS－2

3

種　別 厚さ（mm）

（9.2.2）

（9.2.2）

（9.2.5）

（9.3.2～4）（表9.3.1）

・S－M2

・S－M3

塗膜防水

地下外壁防水

※適用する　・適用しない

　・カラー

　・シルバー

仕上げ塗料塗り

備　考施工個所種　別

・X－1

・Y－1

・Y－2

・X－2

Y－2工法の保護シート

4

シーリング5

厚さ（mm）適用箇所

・　　　　　

・　　　　　

・B種　・C種　・D種

・E種

床及び階段の石張り4

内壁石張り

　工法

　・乾式工法

　・内壁空積工法（※あと施工アンカー横筋流し工法　・あと施工アンカー工法）

床石張りの裏面処理　　・行う

屋内のワックス掛け　　・行う

（10.4.2､3）（10.5.2､3）

（10.6.2）

（10.1.5）

（10.2.1）（表10.2.2）

（10.3.2､3）（10.5.2､3）

テラゾ張り2

壁の石張り工法 外壁石張り

　工法

　・外壁湿式工法（※流し筋工法　・　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・乾式工法

3

形状・寸法　　※図示

天然石張り1 石の種類・表面仕上げ

施工箇所 種　類 産地・名称 厚さ（mm） 仕上げの種類

（10.2.1）（表10.2.1､2）

シーリング材の種類（記号）

（9.6.2）（表9.6.1）

脱気装置

施工箇所

下表以外は、標仕表9.6.1による

　　・設ける　材質（　　　　　　）　　設置数量（　　　　m 当たり1箇所）

鉄骨の製作工場1

施工管理技術者2

鋼材3

製作工場の加工能力

・監督職員の承諾する製作工場

　（株）日本鉄骨評価センター又は（社）全国鐵構工業協会の「鉄骨製作工場の性能評価基準」

　に定める「（　　）グレード」として国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力

入熱、パス間温度の溶接条件

　　　　　　・図示（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

・建築基準法第77条の45第1項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

適用する

　のある工場。

　適用箇所　・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部

（7.1.3）

（7.1.4）

（7.2.1）（7.2.10）（表7.2.1）

規格等

※JIS規格による

※JIS規格による

※JIS規格による

※JIS規格による

※JIS規格による

鋼材の材質

種類の記号 使用箇所

改良型スカラップ

鋼製エンドタブ

　切断する個所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4

5

スカラップ

エンドタブ

高力ボルト6

7

完全溶込み溶接部※超音波探傷試験

試験箇所試験の種別

・マクロ試験

・放射線試験

検査水準

AOQL

※第6水準

※4.0％

・図示

・2.5％

（7.2.2）（7.12.4）

（7.6.11）

（7.6.11）（表7.6.2）

・図示

試験方法

※標仕7.6.11（b）による

※トルシア形高力ボルト　 ・JIS形高力ボルト　 ・溶融亜鉛めっき高力ボルト

（7.9.2～6）

所要性能及び適用構造部位

・

・耐火材

　吹付け

・湿式ロックウール

・半乾式吹付けロックウール

・乾式吹付けロックウール

・ラス張りモルタル塗り

種　　別

・耐火板張り

耐火被覆8

及び埋込み工法

9

10

・建方用アンカーボルト　（・A種　　※B種　　・C種）

混和材

※A種　　　・B種

　無収縮モルタル

配合比

砂

セメント

（各重量比）

土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有するもの

　　（セメント＋混和材）：砂＝1：1

等によって膨張する性質を利用するもの）とする。

セメント系（酸化カルシウム及びカルシウムサルファルミネート

JIS R 5210（ポルトランドセメント）による普通または早強ポ

ルトランドセメントとする。

で、特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用する。

（7.10.3）（表7.10.1）

（7.2.9）（7.10.3）（表7.10.2）

　　方法」312-1992による。

0.30kg/m 以下

材齢7日　 収縮しないこと

凝結開始時間　　1時間以上

終結時間　　　　10時間以内

練り混ぜ2時間後のブリージング率　：　2.0％以下

練混ぜ完了から3分以内の値は 　8±2秒

Jロートによる流下時間

１）日本道路公団規格（JHS）「無収縮モルタル品質管理試験

無収縮性

塩化物量

付着強度

試験方法

コンシステンシー

ブリージング

無収縮モルタルの品質及び試験方法

凝結時間

圧縮強度

溶融亜鉛めっき工法11

亜鉛めっきの種別 材　　料

C種

B種

A種

素地ごしらえは、JIS H 9124溶融亜鉛めっき作業指針による。

普通ボルト、アンカーボルト

最低板厚2.3mm以上、3.2mm未満の形鋼、鋼板

最低板厚3.2mm以上、4.5mm未満の形鋼、鋼板

最低板厚4.5mm以上の形鋼、鋼板

適用部位

（7.12.3）（表14.2.2）

役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする

タイルの見本焼き　　※行わない　　・行う（※外壁タイル　・　　　　　　　　　　）

（11.2.1）

備考
再生材の

適用

　躯体表面の処理　・行わない　　※行う（施工範囲　※図示　・　　　　）

　タイルの試験張り　※行わない　　・行う（※外壁タイル　・　　　　）

内装タイル　　　　※壁タイル接着剤張り　　・積上げ張り

　下地モルタル塗り　※標仕15.2.2～15.2.5

　　躯体表面の処理方法　MCR工法又は目荒し工法（6章コンクリート工事）

適用タイル タイル型枠先付け面のせき板

・小口タイル

・二丁掛タイル

大型タイル

　金属製タイル先付け用パネル

・

※標仕6.9.3［材料］（b）（2）又は

先付け工法 種　別

※タイルシート法

・目地桝工法

・桟木法

木材の品質1

陶磁器質タイル1 タイルの種類

2 張り付け用材料

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・第三種 （11.2.3）

（11.3.3）（表11.3.2）

（11.2.1）

（11.2.2）（11.4.2）（表11.4.1）

外装タイル　　　　※密着張り　　・マスク張り

施工箇所

保水率

（％）

単位容積質量

標準時 温冷繰返し後

長さ変化率

（％）

曲げ強さ接着強さ（N/mm ）

（N/mm ）

3

4

（12.2.1）※標仕12.2.1　　　・市販品

70.0以上 1.80程度 0.60以上 0.40以上 0.20以下 4.0以上

Ｇ
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・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

形状寸法

（mm） 磁器 陶器

きじ

あり 特注標準なし

うわぐすり 役物 色

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

（kg/ｌ）

ステンレスの表面

仕上げ

アルミニウム及び

鉄の亜鉛めっき

1

2

3

アルミニウム合金

の表面処理

※HL程度

・鏡面仕上げ

・

下記以外の見え掛かり全て

種　　類

種　　別

・

表面処理方法

・B－1種（無着色）

施工箇所

施工箇所

種　別 施工箇所

・A種

溶融亜鉛めっき ・B種

・C種

・D種

・E種

・F種

電気亜鉛めっき

・B－2種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

（14.2.1）

（14.2.2）（表14.2.1）

（14.2.3）（表14.2.2）

アルミニウム製笠木

・

　（　　　　）

種　類 表面処理

※A－1又は

　　B－1種

・B－2種

・100形

・300形

・250形

・350形

隅角部及び突当たり部等の役

固定間隔 備　　考

固定方法及び

間隔は品質計

画で定めた

物は本体製造所の仕様による。

金属成形板張り

表面処理形　　状 製　法 材　種 寸法（mm） 厚さ（mm）

・パネル形

・

・B－2種（　　）

※プレス

・ロール

・押出し・スパンドレル形 ※アルミニウム製

・

・B－1種

・

（14.6.2）（表14.2.1）

伸縮調整継手　　※設けない　　・設ける（施工箇所は図示）

（14.7.2）（表14.2.1）（表14.7.1）

呼称肉厚（mm）

手すり及びタラップ

タラップ ・鉄

※ステンレスSUS304 ※研磨無し　・　

亜鉛めっき　内外部　※C種

手すり ・鉄

種　　類 材料の種別 表面処理

※ステンレスSUS304

4

5

6

吸水調整材

　均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

防水剤の種類　建築用のモルタルに用いるセメント防水剤

セメント重量の

混合割合 曲げ及び圧縮強度比 吸水比 透水比

始発　1時間以上5％以下

下表以外は標仕表6.2.4及び標仕15.3.2による

95％以下

終結　10時間以内

JIS R 5201の試験において 70％以上 80％以下

施工箇所 備　　考

塗料塗りの場合も含む

3mにつき7以下

1mにつき10以下

平たんさ（mm）

フリーアクセスフロア（パネル構法）範囲

フリーアクセスフロア（溝構法）範囲

（15.2.2）

（15.2.2）

・薄付け仕上塗材

種　　類 呼び名 仕上げの形状等

（15.5.2）（表15.5.1）

・防水形外装薄塗材E

・可とう形外装薄塗材E ・砂壁状　　・ゆず肌状　・さざ波状

・ゆず肌状　・さざ波形　・凹凸状

・内装薄塗材E 砂壁状じゅらく

・外装薄塗材E ・砂壁状　・着色骨材砂壁状

・外装薄塗材S 砂壁状　

・複層塗材CE

・複層塗材Si

・複層塗材E

・内装薄塗材W

・可とう形複層塗材CE

※複層塗材RE

・複層塗材RS

・防水形複層塗材CE

・複層仕上塗材

京壁状じゅらく　

上塗材

・ゆず肌状　　・凸部処理　　※凹凸模様

　溶媒　※水系　 ・溶剤系

　樹脂　※アクリル系　

　 　 　 　

　外観　※つやあり　・つやなし

　　　　・メタリック

　※屋内の壁、天井の仕上げ材は防火材料とする。

防火材料の指定

・防水形複層塗材RS

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・軽量骨材仕上塗材 砂壁状

防水形の増塗材　※行う

平たん状

・防水形複層塗材E

・外装薄塗材Si

・可とう形外装薄塗材Si

・

・

・内装薄塗材C ・

・

・

・内装薄塗材L

・内装薄塗材Si

・防水形複層塗材RE

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外　　・第三種

・No.2B程度

1.6以上

1.8以上

2.0以上

表示値±1.0 0.98以上 50以下30分で1g以下

全固形分（％） 吸水量（g） 接着強度（N/mm ） 界面破断率（％）

凝結時間

もの

3

高
さ

施ゆう無ゆうせっ器

2

2

2

2

2

※100　・　

※100　・　

※100　・　

表面仕上げ　　※本磨き　　　　・　

種石の種類　　※大理石　　　　・　

　石裏面処理　　　　・行う（・小口共）

　ドレンパイプ　　※ステンレスSUS304　　・　

　裏打ち処理　　　　・行う

　裏打ち処理　　　　　・行う

　　※図示　　　　　　・　

・120

断熱工法の断熱材　　厚さ（mm）　※25　　・　

※1.2　・　

※2.0　・　

※1.5　・　

※1.5　・　

※1.2　・　

亜鉛めっき　外部　※C種　　・　

※HL程度　・鏡面程度　　　 ・　

　　　　　　内部　※E種　　・　

　　　　　　　　　　・　

耐候性　※3種　・　

・構造用アンカーボルト　（※図示 　・　　　　　　）

木
工
事

厚　さ

施工箇所

材齢3日　 25.0N/mm 以上

材齢28日　45.0N/mm 以上

材齢28日　3.0N/mm 以上

2

2

2

溶接部の試験

アンカーボルトの保持

柱底均しモルタル工法

改質アスファルト

シート防水

壁タイル張りの工法

陶磁器質タイル型枠

モルタル塗り材料

直均し仕上げ

床コンクリートの

1

2

仕上塗材仕上げ3

２）塩化物量は、JIS A 5308「レディミクストコンクリート」

　　の9.6塩化物含有量の試験方法による。

（9.5.2､3）（表9.5.1､2）

（9.4.2､3）（表9.4.1）

（9.2.2､3）（表9.2.3～8）

（8.4.2～6）（表8.4.3､4）

（8.5.2～5）（表8.5.1､2）

（14.2.1）（14.8.2､3）（表14.2.2）

収縮性、膨張性のひび割れ及びそりがないこと。

（表6.2.4）（15.3.1､2）

既製調合モルタル

掃　除　口　　　　※有り　　　　　・無し

　防露材のホルムアルデヒド放散量　　　 ※規制対象外　  ・第三種

鋼管製といの防露　※標仕表13.5.5による　　　 （13.5.3）（表13.5.5）

　　　　　　　　　・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管（REP-VU） Ｇ

材　　　種　　　　※配管用鋼管　　・硬質塩化ビニル管 （13.5.2）（表13.5.1）とい3

板厚（mm）

・

屋根葺形式 長尺金属板の種類

・

※重ね形　　・はぜ締め形　　・かん合形

・

※有り　　・無し軒先面戸板

（規格等）

断　熱　材

材　　　料

形　　　式

耐火性能 ※30分耐火　　・無し

※有り（種別：　　　　　　　　　　　　　　厚さ：　　　mm）　・無し

形状（mm）

　鋼板及び鋼帯（CGLCCR－20－AZ150）

（13.3.2､3）（表13.2.1）

※塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯（CGLCCR－20－AZ150）

山高（　　　　　　）　山ピッチ（　　　　　　）　板厚※0.6　・0.8

※塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき

・

※0.4　

（13.2.2､3）（表13.2.1）

折板葺2

1 長尺金属板葺13

屋
根
及
び
と
い
工
事

・構造用集成材

・造作用集成材

※集成材　　　

・化粧ばり造作用集成材

化粧単板の樹種

接着剤

・

※標仕表12.2.3による　　　

4

樹種

3

2 （12.2.1）（表12.2.3）

（12.2.2）

（12.2.6）

・代用樹種を適用しない箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

集成材等

ホルムアルデヒドの放散量 　　　　※規制対象外　　　・第三種

※一般材

※1等　・2等

※1等　・2等 ・

・

・

・たも　・なら　・しおじ

品　名 規格・品質 芯材の種類

　接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

　ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒド系

　防腐剤（以下、｢ユリア樹脂等｣という。）を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

5 防腐・防蟻処理 行う箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　防腐処理　※行う（※図示　　・　　　　　　　 　　）

　防蟻処理　・行う（※図示　　・　　　　　　　 　　）

　防腐、防蟻処理の種類、品質

　　表面処理用木材保存剤（防腐・防蟻剤）は監督職員の承諾するものとする。

（12.2.8）

　※規制対象外　　・第三種

床板張り

※無し

下張り用床板

床板

ホルムアルデヒドの放散量

ホルムアルデヒドの放散量※合板張り

・板張り　

※単層フローリング

・縁甲板

・有り

（標仕19.5.2による）

フローリング及び縁甲板張り床　　　6 （12.7.1）（表12.7.1）

※規制対象外　　・第三種

※規制対象外　　・第三種

Ｇ

（12.2.9）

※ひのき　　　　・　

※1級　・2級

・保存処理木材を適用する箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・県産木材　　※使用する　・使用しない

　　使用する箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・佐賀の木　　※使用する　・使用しない

　　使用する箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・地域材　　※使用する　・使用しない

・JAS認定品又はJAS規格・基準等の規格証明書が添付された材料　　※使用する　・使用しない

　　使用する箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　使用する箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

防水剤（防水モルタル塗りの混和剤）

１回　　　　年　　　月　　　日

２回　　　　年　　　月　　　日

３回　　　　年　　　月　　　日

設計変更年月日
工
事
名

図
面
名

縮
　
　
尺

設計　　　年　　　月　　　日特記仕様書（建築）その２

(仮称）観光交流センター建設工事
(有)エィシーエヌ松尾建築

設計事務所

135609

ＢＣＲ295 主柱

ＳＮ490Ｃ 通しダイヤフラム

ＳＮ400Ｂ 主梁

ＳＳ400 小梁、間柱

60 600

60 900

外壁　間仕切 変性シリコン

300角温泉参道床

ポーチ床 150角
便所床 50角
便所幅木 50角

便所壁

便所壁

100角
200角

外壁 2丁掛

・ブリック（引っ掛け+専用固定材）

・多彩陶石キャスト厚吹きセラキャストＸ

同等品　山本窯業化工

3

Ｒ



図
番
号

１級建築士　第　　　　　　　　　号

担　当

Ａ

4

16 17 18

19

建
具
工
事

カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
工
事

塗
装
工
事

内
装
工
事

見本の製作等

アルミニウム製建具2

1 ・特殊な建具の仮組（建具符号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） （16.1.4）

外部に面する建具

・B種

・A種

・ ・ ・

種　別 耐風圧性 水密性 施工箇所

※図示※A－3S－4 ※W－4

S－5

※70

枠見込み（mm）

（16.2.2）（16.2.4）（表16.2.1）

気密性

屋内建具

防虫網

　形　　式　※外部可動式　・固定式

　表面処理　※C－1種又はB－1種　　　

　　　　　　・C－2種又はB－2種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

（表14.2.1）

（16.2.3）

（16.3.2）（表16.3.1）

　網の種別　※ガラス繊維入り合成樹脂製　・合成樹脂製　・ステンレス製（SUS316）

耐風圧性の適用は建具表による

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

・C種 　A－4 　W－5S－6 　100

　表面処理　※B－1種　・B－2種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー） （表14.2.1）

特定防火設備の戸　　・適用あり

曲げ加工　　※普通曲げ　・角出し曲げ（補強あり）

（16.5.4）

（16.5.5）

（表16.5.1）

センサの種類開閉方法

※スライデイングドア

・スイングドア

・マットスイッチ　　・電子マットスイッチ

※光線スイッチ　　　・音波スイッチ

特定防火設備の戸　　・適用あり

（16.4.2）簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

耐風圧性の適用は建具表による

かまち戸の樹種　　かまち（　　　　　　　　　）　　鏡板（　　　　　　　　）　　

　　　　　　　・製造所標準仕様による

（16.9.2､3）

（16.6.2）

品質規格　　　※標仕表16.9.1による

・凍結防止措置（適用箇所は建具表による）

・熱線スイッチ　　　・光電スイッチ

　※規制対象外　　・第三種

建具用金物

マスターキー　※製作する　・製作しない

　錠類はシリンダー箱錠（レバーハンドル）とする

　なお、錠前類は建具製作所の指定するものとし、監督職員の承諾を受ける

吊金物

　・丁番（内部建具については、軸を鉄芯としてもよい）

（16.7.4）

（16.3.6）（16.4.6）

（16.7.2）

ふすまの上張り　　

　※新鳥の子又はビニル紙程度（押入等の裏面は除く）　　・鳥の子

（表16.6.3）

（16.6.2）建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量

自閉式上吊り引戸装置

木製建具

8

9

建具用金物10

ガラス11

鋼製軽量建具5

自動ドア開閉装置7

ステンレス製建具6

網戸

鋼製建具

3

4

　監督職員に提出する

※シーリング材

防火性能表面形状

・長方形

呼び寸法（mm） 厚さ（mm） 色調

ガラス留め材

建具の種類

鋼製及び鋼製軽量

アルミニウム製

・正方形 ・

　・ピボットヒンジ

（16.13.2）※建具表による

・ガラスブロック （16.13.5）

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

ステンレス製 ※シーリング材

（16.13.2）（表9.6.1）

（16.13.3）

※シーリング材　・ガスケット（FIX部はシーリング材）

・有り

※無し※クリア

材　　　種

・

　　標仕16.13.3 以外のアルミニウム製建具及び板ガラスの場合は（社）日本建築学会

　防火戸のガラス留め材は建築基準法に基づく防火性能を有するものとする。

ガラス用フィルム

重量シャッター

13

14

名　　称

・

品質　JIS A 5759による　　

・一般重量シャッター

シャッターの種類

・外壁用防火シャッター

・屋内用防火シャッター

（16.10.2）

張り面 性能値種　類

※内張り　・外張り 飛散防止率　D1

　JASS 17ガラス工事「3.1納まり寸法標準」によるほか、性能値が確認できる資料を

※ガラス飛散防止フィルム　　 第2種

（16.10.2）（表16.10.1）

危害防止機構

　※障害物感知装置（自動閉鎖型）

・屋内用防煙シャッター

開閉機能　　　　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式　

軽量シャッター （16.11.2）（表16.11.1）

（16.11.3）

15 開閉形式　　　　※手動式　・上部電動式（手動併用）

スラット　材質　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板　　・鋼板

（16.10.2）

　・シャッターの二段降下方式

一般重量シャッターのシャッターケース　　※設ける　・設けない　　

耐風圧性能（　　　　　）N/m

耐風圧性能（　　　　　）N/m

耐風圧性能　　（　　　　　）N/m

オーバーヘッドドア16

（16.11.4）

（表16.11.2）

耐風圧性能　　（　　　　　）N/m

・ファイバーグラスタイプ

・アルミニウムタイプ

※スチールタイプ

・バーチカル形

・ハイリフト形

・溶融亜鉛めっき鋼板

※ステンレス鋼板

・スタンダード形

・ローヘッド形

　（SUS304）

セクション材料 収納形式 ガイドレール

　　　　　形状　※インターロッキング形　　　・オーバーラッピング形

ガイドレール等　※鋼板製　・ステンレス製SUS304（厚さ1.5mm）

設計図書による規定の他、特記無き事項は（社）日本建築学会JASS14による。

ウォール

メタルカーテン

（9.6.2）（17.2.2）（表9.6.1）

　・小型パネル組み合わせ方式 （・ノックダウン方式　　・ユニット方式）

　・パネル方式

シーリング材及びガラス取付け材料

ガラス

石、タイル

ガラスガラス

金属

構造用ガスケット　※適用しない

　　　　　　　　　・適用する（施工箇所：図示　　　　　　　　　　　　　　）

断熱材　　　　　　※適用しない　

アルミニウムの表面処理

・着色塗膜 塗装材料（　　　　　　　　　）焼付け方法（　　　）コート（　　　）ベーク

※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー　・　

無着色

耐風圧性能

　　　　　　　　　・製造所標準製作規定寸法許容差による　　　　　

・A－1種　　・B－1種　　　　　

・A－2種　　・B－2種

製品の寸法許容差　※標仕表17.2.1による

　性能値　※建築基準法施行令第87条及び建設省告示第1454号に定められた風圧力に対して

　下記以外は標仕表9.6.1による

主成分による区分記　号 耐久性による区分
被着体の組合せ

種　　別 色彩等

　　　　　・正圧　　　N/m 以上及び負圧　　　N/m 以上に対して安全であること。

・

※アルミニウム製

・

カーテンウォール方式

　・スパンドレル方式

　・方立方式

　・バックマリオン方式 （・単純2辺支持構法　・SSG構法）

※標仕16.2.3のアルミニウム製建具の材料による

規格等種　　類

カーテンウォール材料の種類

　　　　　　　　　・適用する（種類：　　厚さ（mm）　　：施工個所※図示　）　

（17.2.2）

（17.2.2）

（17.2.2）

（17.2.3）（表17.2.1）

（17.2.3）（表14.2.1）

（17.1.3）

主要部材のたわみ

・

※各部の破損、残留変形

　有害な変形が起こらないこと

耐震性能

建物の構造種別 層間変位量（h＝支点間距離） 状　　態

鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋コンクリート造

・

・

※部材の脱落、ガラスの破損及び

　主要部材に有害な歪みが起こら

耐火性能　※適用しない　　・適用する（　　　時間、施工箇所：図示）

映像調整　※行わない　・行う（建具表による）

鉄骨造

製造所　　　性能等の確認できる資料を提出し監督職員の承諾を受ける

※4m以下　

・4mを超える

※±（1/100）×h以上　

※±（1/200）×h以上　

※±（1/150）×h

　　　　　かつ絶対量20mm以下

たわみ量 状　　態

（17.1.3）

（17.1.3）

（17.1.3）

PCカーテンウォール

コンクリートの種類及び品質

コンクリートの種類 設計基準強度（Fc）

取付け用金物の表面処理（鉄の亜鉛めっき）及び材質

2 設計図書による規定の他、特記無き事項は（社）日本建築学会JASS 14による。

　・下表による。ただし、下表以外は標仕17.3.2による。

　※標仕17.3.2による

所要スランプ（cm）

（17.3.2）

（14.2.3）（表14.2.2）

レベル調整ボルト

PC版打込み取付けボルト

取付けボルト

PC版打込み金物

・

※A種　　・　

・

※A種　　・　

※A種　　・　

※ステンレスボルト

※A種　　・　

金物種類及び部位 内　　部 外　　部

上記以外はカーテンウォール製作所の仕様による

シーリング材料

主成分による区分

シーリング材の種別
施工箇所

記　号 耐久性による区分

断熱材　　　　　　※適用しない

表面仕上げ　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

カーテンウォール板間目地

耐風圧性能

耐火材料

施工部位 種　　別 規格等

・パネル目地部

・層間ふさぎ

・取付けブラケット

・ファスナー部

　　　　　　　　　・製造所標準製作規定寸法許容差による　　　　　

2次ファスナー

製品の寸法許容差　※標仕表17.3.1による

　下記以外は標仕表9.6.1による　

　　　　　　　　　・適用する　（種類：　　　　　　　厚さ（mm）　　：施工箇所　※図示）

　　　　　・正圧　　　N/m 以上及び負圧　　　N/m 以上に対して安全であること。　　　

　性能値　※建築基準法施行令第87条及び建設省告示第1454号に定められた風圧力に対して

（9.6.2）（17.3.2）（表9.6.1）

（17.3.3）（表17.3.1）

（17.1.3）

1

耐震性能

・

・

鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋コンクリート造

建物の構造種別 層間変位量（h＝支点間距離） 状　　態

※部材が損傷せず、破損脱落も

　ガラス等の破損もない

　シーリングは補修程度

※±（1/100）×h以上　

※±（1/200）×h以上　

（17.1.3）

　ない

鉄骨造

シーリング材の種別

　　　　　　安全であること。

　　　　　　安全であること。

　シーリングは補修程度

　しない。

材料 屋内の壁、天井仕上げ材は防火材料とする

素地ごしらえ 亜鉛めっき面の素地ごしらえの種別

1

2

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量

（18.1.3）

（18.2.4）（表18.2.3）（表18.3.4）

せっこうボード及びその他のボード面の素地ごしらえの種別

下塗りに変成エポキシ樹脂塗料を塗装する場合

A種、C種以外

塗りの場合

C種

B種

A種

種　別 施工部位及び塗料種別

鋼製の建具及び、2液形ポリウレタンエナメル塗り、常温乾燥形ふっ素樹脂エナメル

（18.2.7）（表18.2.7）

3

4 防塵用塗料塗り

床用塗料塗り

　※規制対象外　　・第三種

材　質　　　　水性アクリル系樹脂塗料（※標準色　・　　　　　）

仕上種別　　　※平滑仕上げ　　　・防滑仕上げ

材　質　　　　ウレタン樹脂系塗料（※標準色　・　　　　　）

塗布量　　　　プライマー塗りのうえ主剤2回塗りとし、総塗布量は0.5kg/m 以上とする

1 接着剤

　※規制対象外　　・第三種

壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂等を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

※接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

工法　　※熱溶接工法　　・突付け（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　　）

※発泡層のないもの

・発泡層のあるもの

・

・

※柄物　　・無地

※無地　　・マーブル柄

2 ビニル床シート張り

種　類 色　柄JISの記号 厚さ（mm）

（19.2.2）

（19.2.3）

ビニル床タイル張り

種　　　類 JISの記号 備　　考

※コンポジションビニル床タイル（半硬質） CT ※2

3

厚さ（mm）

（19.2.2）

（19.2.2）（19.3.3）

※2.5

仕上種別　　　コーティング（ローラー刷毛塗り）

塗布量　　　　主剤2回塗とし、総塗布量は0.25kg/m 以上とする。

・コンポジションビニル床タイル

・ホモジニアスビニル床タイル

・

・

ビニル幅木

カーペット敷き

・カット、ループパイル併用

・ループパイル

・カットパイル・A種

・B種

パイル形状種　別

高さ（mm）　※60　　・755

6

（19.2.2）

・

備　考色柄等

・C種

・織じゅうたん

・

・

※4.0又は4.5

漏えい抵抗値（JIS A 1454による）

体積抵抗値（JIS K 6911による）

1.0X10 Ω以下、または、

1.0X10 Ω未満

・ホモジニアスビニル床タイル　　　　　

・コンポジションビニル床タイル（軟質） CTS

HT

・

・

帯電防止床タイル

種　　　類 性　　能

4

厚さ（mm）

（19.2.2）

張り

・タイルカーペット （19.3.3）（表19.3.2）

※ループパイル

・カットパイル

パイル形状 種　類

※第一種

・第二種

総厚さ（mm）寸法（mm） 備　考

※500×500

・

※6.5

・

・タフテッドカーペット

工　　法

・

・グリッパー工法

パイル長（mm）

（19.3.3､4）（表19.3.2）

・ループパイル

パイル形状

・カットパイル

・カット、ループ併用

・レベルループパイル

※全面接着工法

備　考

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量 （19.4.2）

・厚膜流し展べ仕上げ（※平滑　・防滑）　

・樹脂モルタル仕上げ（※平滑　・防滑）　　

・防滑仕上げ　　

※平滑仕上げ　　・防滑仕上げ　　・つや消し仕上げ

※薄膜流し展べ仕上げ

種　　別 仕上げの種類

7

耐電性　・人体帯電圧3kV以下（フリーアクセスフロア敷設範囲）

・カット、ループ併用

合成樹脂塗床

・弾性ウレタン塗床材

・エポキシ樹脂塗床材

ポリスチレンフォーム床下地

ポリスチレン

フォーム床下地材

標仕表12.5.1による床組　

10 畳下地　　　　　　厚さ（mm）　※40　・65　・80

フローリング類　　厚さ（mm）　※80　・95

畳表及び畳床はVOC含有量が少ないものとする

フローリング張り8

　※規制対象外　　・第三種

（19.5.2～7）（表19.5.1～4）

種　　別 樹　種 工　法 仕上げ塗装等 備　考

※天然木化粧複合フローリング

・

・・ ・

・・ ・

※釘どめ工法（C種）※なら

・ひのき

※塗装品

・無塗装品

（19.5.2）ホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外　　・ 第三種

畳敷き

下地の種類 畳の種別

9 （19.6.2）（表19.6.1）

浴室天井材15 市販品

回り縁は樋付き

とし、製造所の

標準品とする。

準不燃品※焼付け塗装品

・アルマイト処理品

※塗装品

・木目調

※アルミニウム製

・硬質塩ビ製

備　考材　質 性　能表面仕上げ

・100

・100

※200

※300

幅（mm）

・コンクリート系

・プラスチック系

・ ・

　　　　の開発」において、評価を取得したもの

製造所　建設技術評価「建築物の断熱材兼用型枠工法

＝0.676以上

＝厚さ/熱伝導率

　（m ・k/w）

ロックウール、グラスウール、フェノールフォーム、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した

・押出法

種　類

※2種b 特定フロンを使用

施工箇所

※一般部 ※25

厚さ（mm） 品質等

　保温板

　ポリスチレン

　フォーム

・現場発泡断熱材

・木質系・断熱材兼用型枠

※3種b

（スキン層付）

・　

・　

しないもの

特定フロンを使用

しないもの

・　

・一般部

・

・

・接地部分

※断熱材補修部分

※壁（図示の範囲） 断熱抵抗

難燃性※3級　・2級

※15

※25

※40以下

製造所　性能の確認できる資料を監督職員に提出する

断熱材14

壁紙張り13

素地ごしらえ

施工箇所 備　考

（19.8.2）

（表18.2.4）（表18.2.7）

紙
繊維

（織物）

プラ

（ビニル）

その他

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

無機質
防火性能

　モルタル、プラスター面　　※B種　　・A種（施工箇所：　　　　　　　　　　）

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

　せっこうボード面　　　　　※B種　　・A種（施工箇所：　　　　　　　　　　）

壁紙のホルムアルデヒドの放散量　　　　※規制対象外　　・第三種

種　　類 JISの記号

RW－B

GW－B

・ロックウール吸音ボード1号

※グラスウール吸音ボード32K

厚さ（mm）

（表19.7.1）

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

　※規制対象外　　・第三種

　※適用する　　　・適用しない

（19.8.2）

壁紙の種類

HB

IB

・無研磨板     ・研磨板

・研磨板　（・スタンダード　・テンパード ）

A級（・天井仕上　・内装仕上　・　　　　　）

・単板張り

・ハードボード（素地）

・インシュレーションボード

　パーティクルボード

Ｇ

Ｇ

Ｇ

合板類、繊維板、及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量 

GB-F

GB-L

GB-D

12.5（不燃）

9.5（不燃） 　　　　　　化粧無（下地張り用） 

　　　　　　化粧有（トラバーチン模様）

9.5

12.5（不燃）　15.0（不燃）

12.5（不燃）幅440mm程度

模様（※柾目　・板目） 専用下地材付き

・強化せっこうボード

・せっこうラスボード

・化粧せっこうボード

　（木目）

MDF

JIS K 6903による　厚さ1.2

・生地、透明塗料塗り（ラワン合板程度）

・不透明塗料塗り（しな合板程度）

・メラミン樹脂化粧板

・ミディアムデンシティ

・難燃合板

　ファイバーボード

Ｇ

Ｇ

吸音材12

せっこうボード

その他のボード張り

GB-S

GB-NC

・シージングせっこうボード

・不燃積層せっこうボード

（19.7.2）（表19.7.1）

タイプ2（無石綿）（・6　・8　・　　）

※12.5（不燃）　　・9.5（準不燃）

厚さ（mm）、規格等

DR

0.8FK

HW

NW

GB-R

DR

DR（軒天）

・せっこうボード

・硬質木毛セメント板

・普通木毛セメント板

・ロックウール化粧吸音板

・ロックウール化粧吸音板

・けい酸カルシウム板

　（軒天井用）

種　　類 JISの記号

DR（凹凸）

DR（軒天凹凸）

Ｇ

Ｇ

2

2

2 2

支点間距離（h）

2

（化学繊維）

表面仕上げ　※HL程度  　・鏡面仕上げ　・　

※バランス式

・チェーン式

・電動式

開閉方式

2 2

2

2

※2　・　

※無地

・柄物（標準品）

11

・15　　・20　　・25　　・　

※25　　･　

※25　　･　

断熱材のホルムアルデヒドの放散量　　　　※規制対象外　　・第三種

　設計用震度　　水平方向（K ）　※1.0　　・　

　　　　　　　　垂直方向（K ）　※0.5　　・　

水密性　　・W－4　　・W－5　　・　

気密性　　・A－3　　・A－4　　・　

鉄筋　　※SD295A　　・　

※E種　　・　

※E種　　・　

※E種　　・　

※E種　　・　

※E種　　・　

　設計用震度　　水平方向（K ）　※1.0　　・　

　　　　　　　　垂直方向（K ）　※0.5　　・　V

H

※NC　・　

※5～7　 ・　

※4～6　 ・　

※4　　　・　

耐電性　※人体帯電圧3kV以下　　　・　

耐電性　※人体帯電圧3kV以下　　　・　

　　　　・　

※B種　　・　

※C種　　・　

・9　　・12　 ・15　 ・18　 ・　

・10　 ・12　 ・15　 ・18　 ・　

・3　　・7　　・9　　・12　 ・　

・無研磨板（・スタンダード　・テンパード ）

・15　　・20　　・25　　・　

・凹凸タイプ（※12（不燃） ・15　・19　・　　）

※フラットタイプ（※9（不燃） ・12　・　　）

12 ガラス留め材及び溝

2

2

V

H

9

10

（16.8.2､3）（表16.8.1～3）

　種別　※A種　・B種（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（16.12.2､3）

（19.4.2､3）（表19.4.1～7）

（19.3.3､4）（表19.3.1､2）

（19.9.2､3）

（19.7.2）（表9.6.1）

※フラットタイプ 9（（個）不燃）

・凹凸タイプ（※12 ・15）（（個）不燃）

１回　　　　年　　　月　　　日

２回　　　　年　　　月　　　日

３回　　　　年　　　月　　　日

設計変更年月日
工
事
名

図
面
名

縮
　
　
尺

設計　　　年　　　月　　　日特記仕様書（建築）その３
135609

松尾　普一

設計事務所

（(有)エィシーエヌ松尾建築(仮）観光交流センター建設工事

スプルース

・パイプシャッター

2.5 木調

・100

ＹＫＫａｐ　システマ同等品



材　　種

2

種類

　pH

20

21

22

23

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

排
水
工
事

舗
装
工
事

植
栽
工
事

1 フリーアクセスフロア

・溝構法

・溝構法

・溝構法

水平力

適用地震時仕上り高
構　法施工箇所

（mm）

・パネル構法

・パネル構法

・パネル構法

・タイルカーペット

・タイルカーペット

・タイルカーペット

・帯電防止床タイル

・帯電防止床タイル

・帯電防止床タイル

表面仕上げ材耐荷重性能

・3,000N

・3,000N

・3,000N

・5,000N

・5,000N

・5,000N

備　考

（20.2.2）

コンセント等の取付け対応　※製造所の標準仕様 （コンセント本体は別途設備工事）

　　　　　　　　　　　　　　コンセントの箇所数は図示

　　　　　　　　　　　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合

配線用取り出しパネル　配線取り出し開口：パネル1枚につき40mm×80mm程度の開口

スロープ及びボーダー　　　※製造所の標準仕様　　・図示

表面仕上げ材の品質・規格等は、19章内装工事による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ヶ所以上

移動間仕切

トイレブース

3

4

可動間仕切2

遮音性能 表面材 表面仕上げ

・一般タイプ

・

・

※鋼板

※鋼板

厚さ（mm）

（20.2.4）

（20.2.3）

構造形式
パネル部の

総厚さ（mm）

表面材種

厚さ（mm）
表面仕上げ 防火性能

・パネル式

・スタッド式

・スタッドパネル式

・ ※メラミン樹脂又は

　アクリル樹脂焼付け

・　 ・なし

・あり ・あり

遮音性能

（　　）

・遮音タイプ ・焼付け塗装

・壁紙張り

・焼付け塗装

・壁紙張り

　（36db以上）

・手動式　　　・電動式

・手動式　　　・電動式

・部分電動式

・部分電動式

操作方法

・なし

※鋼板

・

（※0.6　・0.8）

表面仕上げ材

　　　　　　　・ポリエステル樹脂系化粧板

足形状　　　　※幅木型　・足金物型

　　　　　　　※メラミン樹脂系化粧板（標準色　アルミ製コーナーエッジ付き）

形　　状　　ビニルタイヤ入り

　　　　　　両端フラットエンド　※有り（・ステンレス製　※ビニル製）　・無し

材　　種　　ステンレスSUS304

取付け工法　※接着工法　・埋込み工法

（20.2.5）

（20.2.6）

　表面仕上げの壁紙張りの品質は19章内装工事による

　遮音性能はJIS A 6512の遮音試験に準拠する

階段手すり

※集成材クリアラッカー仕上げ

種　　別 施工箇所

黒板及び

　ホワイトボード 色　彩種　類 備　　考

※焼付け・黒板 ※緑　・黒

6

7

寸法（mm）

　（市販品　径　約45mm）

・ビニル製ハンドレール（幅　約50mm）

（20.2.8）

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

階段滑止め5

10

8 鏡

9

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とし、その他は共通詳細図による。

表示標識、案内用図記号についてはJIS Z 8210による

・煙突用成形ライニング材 （20.2.11）

※ほうろう

　ボード

・ホワイト

※緑　・黒

※白

衝突防止表示　 （20.2.10）

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

（20.2.9）

　　※図示（市販品　※ステンレス製　径約30mm　　・　　　　　 ）

　　（・両面　・片面）

ロールスクリーン

カーテン

12

13

ブラインド11

形　式 スラットの材質

・クロススラット

・アルミスラット

※アルミニウム合金製

・

※横型

・縦型

・操作棒式

防炎性能　※有り

施工箇所 備　 考
電動 手引

装　　置

片引
施工箇所

ひも引

装　置

電動引分

形　式

手引
ひだの種類 性　 能 備　 考

・1本操作コード

・2本操作コード

※25

・100

・80

スラットの幅（mm）

（20.2.12）

（20.2.13）

（20.2.14）

※ギヤ式　　・コード式

種　類

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

・

・

・

・キャスタブル耐火材

　工　　法　　　　※こて押さえ

　最高使用温度　　※400℃

照明器具　※有り　・無し

施　　錠　※有り　・無し

製造所

屋外掲示板

車止め支柱

31

32

材質　・アルミ　・ステンレス

耐火性能　　　　・有り（　　　　）　・無し

・ジョイント金物

エキスパンション

33

34

材質

ホルムアルデヒドの放散量　　　※規制対象外　　・第三種

形状・寸法　　　　※図示

収納家具

　　　　　　　　　　　　　　　　　※スプリング付　　・スプリング無し

※ステンレス製（上下式鎖内蔵型）　径114.3mm　t＝2.5mm　H＝GL＋700mm

・

27

　　　　・レジンコンクリート製　　　

屋　外　※レジンコンクリート製　・磁器又はせっ器質タイル（※300　・　　　　）

屋　内　※塩化ビニル製　　　　　・磁器又はせっ器質タイル（※300　・　　　　）

色彩は黄色を原則とする

視覚障害者用

（誘導用及び

　　注意喚起用床材）

ブロックパターンはJIS T 9251による

固定方法　　・埋込式　・ベース式　・バンド式

操作方法　　※ハンドル式　・ロープ式

形　　式　　※テーパー型　・同一断面型

材　　質　　※アルミニウム合金製旗竿28

床タイル

・ビニル被覆エキスパンドフェンス

・樹脂塗装メッシュフェンス

材　種　ステンレス製SUS304旗竿受金物

フェンス

29

30

製造所

（19.2.2）

・可動式

・回転降下式

・垂直降下式

　（巻取り型）

鋼板製又はアルミ製

（不燃認定品）

※不燃布

・

　※天井材張り

　・可動式（天井収納型）

　※固定式（壁埋込型）

表面仕上げ

ガイドレール

種　　類 材　　質 備　　考

※500

※500

・800

・800

高さ（mm）

・ 　・

　降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

枠の材質　　※アルミニウム製

材　　   種

奥行き（mm）

屋内掲示板

洗面カウンター

24

25

・線入り磨板ガラス

※網入り磨板ガラス

・

アルミ製枠付き※500

防煙垂れ壁 ・固定式

材　　質 備　　考高さ（mm）厚さ（mm）

26

・

※6.8

・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　　・人工大理石

・約450　　・約600

市販品

材　質　・塩化ビニル製（コイル状　ステンレス製受枠）　　・ビニル製（ステンレス製受枠）

市販品

　　　　・硬質アルミニウム製（受枠とも）　　・ステンレス製（受枠とも）

種　類

・つり戸棚

・水切り棚

・コンロ台

・流し台

・

※1200

※1200

※1200

・1500

※600

・600

・700

・1800

・900

規格・品質等適用内容

トラップ付き ※優良住宅部品

 ・

※市販品

バックガード ※有り

ステンレス製 ※1段式

（セクショナルキッチンⅠ型）

寸法（L＝　mm）

かぎ箱

くつふきマット

流し台ユニット

21

22

23

・900

水平荷重Ⅰ又は水平荷重Ⅱ

・鋼製物品棚

・鋼製書架

種　類 規格等 耐荷重による種類

※1種　・2種　・3種JIS S 1040の規格による

JIS S 1039の規格による

材　質　アルミニウム製（※額縁タイプ　　・目地タイプ）

材　質　アルミニウム製（受け枠　※アルミ製　　・ステンレス製）

止水板17

鋼製書架及び物品棚20

天井点検口

床点検口

18

19

寸　法

製造所

形　状　　・据置式　　・壁張り式　　・差込式

材　種　※アルミニウム製　　・ステンレス製

・市販品（アルミニウム製　押出し型材）

・図示

方　向 タイプ 防水性能耐火性能

・垂直方向

・水平方向

目地材

※完全（全貫通型）スリット　

シーリング材（見え掛かりのみ）

・耐火型

・非耐火型

・有り

・無し

シーリング材（内外とも）

目地寸法（mm）

形　式　・片引き　　・引分け（※暗幕用は300mm以上の召合せの重掛けとする）

　　溝幅×深さ（mm）　・90×150　※120×80　・120×150　・150×80　・　

　　色彩　　　　　　　※B－1　・B－2（※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

（20.2.14）カーテンレール

ブラインドボックス

及び

耐震スリット

14

15

16

目　地 内壁（幅×深さ） 外壁（幅×深さ）

カーテンボックス

建築物緑化35

1

屋上緑化システム

・管理方法による区分　　・省管理型   

　質量の上限値　　　（　　　　　　） kg/m

　透水層、保水層及び排水層等

　耐荷重性能

　耐根層の材料

　合成樹脂耐根シート（厚さ3mm以上）又は抗根性剤とする（耐根性能の実績を有すること）

　植込み用土　　製造所の仕様による

　植栽の種類　　製造所の指定するものとする

・管理方法による区分　　・管理型   

　　保水層及び排水層の鉛直方向の排水性能：240ｌ/m ･h以上

　　省管理型：3×10 N/m 以上の載荷重で異常のないこと。

排水管用材料

※遠心力鉄筋コンクリート管

車道部の排水管の敷設

排水桝及びふた

・硬質塩化ビニル管

・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管

　　　・砂基礎（地業厚さ20cm以上　材料　山砂の類）

　　　※図示

排水管

B形（ゴム接合）

管形状（接合方法）

（21.2.1）（表21.2.1）（21.3.3）

（21.3.1）（21.3.3）

（21.2.2）

・REP－VU

管の種類

※外圧管（※1種　・2種）

※VP　　・VU

種　　類

鋳鉄製マンホールふた

・水封形　　　　　　　　　　・密閉形（テーパー・パッキン式）

・簡易気密形（パッキン式）　・中ふた付密閉形

適用荷重

・T－14用

・T－20用

・T－2用

・T－6用

※平形　　

※凹凸形　　

・凹凸形　　

製造所

上面形状

・かさ上げ用ボルト固定

　・図示

　※無し

・溝ふた用

・桝ふた用

※受枠付き

・

・歩行用

・T－14用

・T－2用

・T－6用

種　類形　式 適用荷重

・U字溝用

・T－20用

メンバーピッチ

※細目　　

・細目

※普通目

（21.2.2）

（21.2.3）（表3.2.1）

グレーチングふた

・鋼製

・ステンレス製

材　質

埋戻し土

浸透管及び浸透桝

3

4

盛り土に用いる材料

遮断層及び

凍上抑制層の材料

1

2

路床安定処理3

路床土の

路床締固め度の試験

4

5

アスファルト舗装7

支持力比試験

・A種　　※B種　　・C種　　・D種

・凍上抑制層　　　※再生クラッシャラン　・クラッシャラン　切り込み砂利　　・砂

　　　　　　　　　厚さは図示

　　　　　　　　　厚さは図示

※行う（※乱した土　・乱さない土）

※行う

　透水性アスファルト舗装にもちいる場合は透水性の高いもの

※再生クラッシャラン（RC－40）

・クラッシャラン（C－40）又はクラッシャランスラグ（CS－40）

　添加量　　　　kg/m　（目標CBR　※5以上　・　　　　）

※添加材料による安定処理

　　　　　・生石灰（　　　　　　　）　　・消石灰（　　　　　　　　）

　種類　　・普通ポルトランドセメント　　・フライアッシュセメントB種

（22.2.3）（表3.2.1）

（22.2.5）

（22.2.5）

（22.3.3）

（22.4.3）

（22.4.6）

（22.4.5）

（22.5.3）

（22.5.3）（表22.5.3）

※顔料混入加熱アスファルト混合物

・

※無し　・有り

※無し　・有り

・寒冷地域

※密粒度アスファルト混合物（13F）

車道部の基層 カラー舗装の種類

（22.4.4）（表22.4.6）

（22.4.2）（表22.4.1）

・カラー舗装

※アスファルト舗装

加熱アスファルト混合物の種類

※一般地域区分

※密粒度アスファルト混合物（13）

舗装の種類

カラー舗装の着色骨材　　・有色骨材（焼成）　　・着色骨材（樹脂被覆）

アスファルト　　※再生アスファルト　　　・ストレートアスファルト

注入材料　　　　　※低弾性タイプ　・高弾性タイプ　

・細粒度ギャップアスファルト混合物（13F）
表層

基層

・細粒度アスファルト混合物（13）

・粗粒度アスファルト混合物（20）

早強セメント　　　※使用しない　　・使用する　

シールコート　　※行わない　　　・行う（施工範囲：　　　　　　　　　　）　

アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　　 ・行う　

コンクリート舗装

透水性舗装

排水性舗装

8

9

10

アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　　・行う　

適用時期 種　　類

下記以外

冬期

PKR－T1

PKR－T2

（22.7.6）

（22.5.6）

（22.6.6）（22.4.6）

（22.7.3）（表22.7.2）

（22.7.3）（表22.7.3）

厚さ試験　　　　　※行わない　　　・行う　

溶接金網　　　　　※有り　　　　　・無し　

アスファルト混合物の抽出試験　※行わない　・行う

アスファルト混合物

　・改質アスファルトⅠ型　　※改質アスファルトⅡ型

タックコート用ゴム入りアスファルト乳剤の種類

（23.3.2）

（23.3.2）

（23.4.2）

　

※幹巻き用テープ　・わら及びこも

種類　・こうらい芝　　・野芝

支柱材

幹巻き用材料

芝張り

4

5

6

※杉の焼丸太（間伐材）　　　　・真竹

発酵下水汚泥コンポスト

　ひ素

　カドミウム

　水銀

　ニッケル

　クロム

　鉛

　有機物の含有量（乾物）

　炭素窒素比（C/N比）

　pH

　水分

　窒素全量（現物）

　を使用したもので、植害試験の調査の結果、害が認められないものとする

　「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第一の基準に適合する原料

：0.005％以下

：0.0005％以下

：0.0002％以下

：0.03％以下

：0.05％以下

：0.01％以下

：35％以上

：8.5以下

：20以下

：50％以下

：0.8％以上

：1.0％以上

：15％以下

　りん酸全量（現物）

　アルカリ分（現物）

バークたい肥

　有機物の含有量（乾物）

　炭素窒素比（C/N比）

　陽イオン交換容量（乾物）

　水分

　幼植物試験の結果

　窒素全量（現物）

　りん酸全量（現物）

　加里全量（現物）

：70％以上

：35以下

：70meq/100g以上

：5.5～7.5

：55～65％

：0.5％以上

：0.2％以下

：0.1％以上

：生育阻害その他の異常を認めない

工法D種以外の工法で、現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は、計画地盤高からを有効

土層とする。ただし、計画地盤高が現状地盤高より高い場合は、計画地盤高まで植込み用土で

※現場発生土の良質土　　　・客土（※畑土　・黒土） （23.2.3）

盛土を行う。

※適用する

　施工箇所　※植栽範囲　　・図示

植込み用土

土壌改良材

2

3

　樹木

　ただし、低木は植栽範囲

・図示

・葉張りの範囲

・C種

・B種

・D種

※A種・12以上

・3以下

・7超～12未満

・3超～7以下

整備範囲樹木の樹高（m） 工　法有効土層の厚さ（cm）

適　用 工　法有効土層の厚さ（cm） 整備範囲

※行う　・行わない ※植栽範囲　　・図示

樹木の植栽基盤整備 芝及び地被類1

・

※コンクリート舗装

・アスファルト舗装

※うろこ張り

・

種　　類 基　層

※80～100　・　

厚さ（mm）

（22.8.2､3）

常温

加熱

溶融

液状

粉体状

※白

・

※150

・

塗料総質量に対して

5％以下

施工方法

施工 色 幅（mm） 布厚さ（mm） 揮発性有機溶剤の含有率適用

※1.0

・

・

12 路面標示用塗料

・舗石舗装

・1種

・2種

※3種1号

※小舗石（花こう岩）　　

JIS K 5665（路面標示用塗料）による

外観

透水性タイプ

植生用タイプ

普通タイプ

寸法許容差（mm）

圧縮強度（N/mm ）

曲げ強度（N/mm ）

透水係数（cm/sec）

普通タイプ

透水性タイプ

植生用タイプ

透水性タイプ

透水性タイプ

普通タイプ

長　　さ 幅

±3

±3

±3

±3

±3

±3

5.0以上

3.0以上

4.0以上

32.0以上

17.0以上

1×10 以上

厚　　さ

±3

±3

＋5～－1

使用上有害なきず、ひびわれ、欠け、変形等がない。

インターロッキングブロック

セメント

品　　質　　・　　性　　能項　　　目

着色材料

混和材料

骨材

インターロッキングブロックの品質に有害な影響を及ぼさない。

JIS R 5210ポルトランドセメント、JIS R 5211高炉セメント、

JIS R 5212シリカセメント、JIS R 5213フライアッシュセメン

ト、白色ポルトランドセメントとする。

清浄、強硬、耐久性で、適当な粒度をもち、ごみ、泥、有機物、

薄い石片、細長の石片を含んでいない。

無機質材料を用い、耐候性に優れ、かつインターロッキングブ

ロックの品質及び環境上有害な影響を及ぼさない。

材
　
　
　
料

ブロック系舗装 ・コンクリート平板舗装

※普通平板（N）　・カラー平板（C）

・洗出平板（W）　・擬石平板（S） ・モルタル・

※砂　　

目地材種　　類

・インターロッキングブロック舗装

・誘導、注意喚起用ブロック

・植生ブロック

※普通ブロック

・透水性ブロック

誘導、注意喚起用は黄色系とする

※標準品

・

種　　類 色彩及び表面加工等

11

※300角 ※60

歩道部　※60　・　

車道部　※80　・　

※80　・100

寸法（mm） 厚さ（mm）

厚さ（mm）

空調用吹き出しパネル　※無し

　　　　　　　　　　　・有り（※固定式　　・可変式　：施工箇所は図示）　　　

・1.0G

・0.6G

・1.0G

・0.6G

・1.0G

・0.6G

幅（mm）　　約35

地上高さ（m）　・6　・8　・10　・12

Ｇ

Ｇ路盤材料6

3

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

2

-2

4 2

　　　　　　　　　　　※20～30％　　　　・　

寸法（mm）　　・図示　　・　

厚さ（mm）　　※5　　　 ・　

　　・無し

クリアランス　　・50　・100　・150　・　

※20×10　　・　 ※20×10　　・　

Ｇ

Ｇ

形　式　・30組用　・60組用　・120組用　・　

表面の材質　※塩ビ発泡シート張り　　・　

※B種　　・　

・遮断層　　　　　※川砂、海砂又良質な山砂　　・　

※B種　　・　

※100　　 ・　

※80　　　・　

※60　　　・　

※50　　　・　

2

2

※20　　・ 

2

　ロアの開発」の建設技術評価において評価を取得したもの又は同等品とする。

　耐震性能5,000Nについては、平成元年建設省告示第1322号「耐震型フリーアクセスフ

表示

煙突ライニング

　最高使用温度　　・650℃　　・400℃

防水型　※外部　適用する　　※内部　適用しない

　かん水装置　　　　・設ける（工事区分は図示）

　かん水方法　　　　・自動　　・手動　　・手撒き

（22.2.2､3）

（22.2.2､3）（表22.2.2）

（22.5.3､4）

（22.8.2､3）

（22.8.2､3）

（23.2.2､3）（表23.2.1､2）

（23.2.2､3）（表23.2.1､2）

（23.2.3､4）

１回　　　　年　　　月　　　日

２回　　　　年　　　月　　　日

３回　　　　年　　　月　　　日

設計変更年月日
工
事
名

図
面
名

縮
　
　
尺

設計　　　年　　　月　　　日

図
番
号

担　当

特記仕様書（建築）その４
１級建築士　第　　135609　号

松尾　普一

Ａ

5

（仮）観光交流センター建設工事

設計事務所

(有)エィシーエヌ松尾建築

・熱硬化性フェノール樹脂板

120×120

・塩化ビニール製
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間仕切木製建具枠：ＯＳ　ＣＬ塗り

地業：割栗石　（直接基礎）

外部仕上げ全体

2枚

便所機
械
置
場

工事区分 ：別図「仮囲い計画図」参照

盛土部分

工事部分

　特記事項 日
　
付

担
　
当

工
事
名

図
　
名

縮
　
尺

図
　
番

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所
　Ｐ．Ｃ．ＮＯ

一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一
Ｎ．Ｓ（仮称）観光交流センター建設工事

建物概要　仕上表

床・衛生陶器

プライマー ＰＲ－ＡＰ3無機質

(株）ニーズインターナショナル同等品トイレ用ガラスコーテイング材：フレッシュコート 塗布量32ＣＣ/㎡

Ｐ

材料等略号

ＲＣ　-鉄筋コンクリート
ＣＢ　-空洞コンクリートブロック
ＬＧＳ　-軽量鉄骨

ＷＰＳ-着色木材保護塗装

ＥＰ-合成樹脂エマルションペイント塗り
ＶＰ-塩化ビニール樹脂エナメル塗り
ＣＬ-クリヤーラッカー塗り
Ｗ　　-樹脂ﾜｯｸｽ（2回塗り）

内部仕上表
その他室名札

２ＵＥ塗り　　-2液形ポリウレタンエナメル塗りＳＯＰ-合成樹脂調合ペイント塗り

Ｐ

鉄骨：錆止め塗装（ＪＩＳ5622）+ＳＯＰ

福岡サンコー同等品屋外（ガラス面を除く）

壁・天井 光触媒酸化チタン

グラフィティガードＵＲ518

＊コーティング

屋内（便所）

（ガラス面を除く）

フェンスＨ1500 扉Ｗ800　鍵付（樹脂コート品）：朝日ユニフェンス同等品

間仕切フロントサッシ取り付き部用軽鉄Ｗ100　＠303

特記以外の間仕切用軽鉄Ｗ65　＠303

1枚

5枚

1枚

床下点検口ステンレス製タイル貼り用　600角

フック掛ステンレスパイプ：19ΦＬ＝1.5Ｍフック5本付

外壁廻りの内装用軽鉄Ｗ65　＠303

掃除具庫

女子便所

機械置場

3.000

3.000

3.000

2.700

2.700

2.700

25

25

25

室　名 天井高

ラチ外コンコース 3.000

男子便所

（地下ピット有り）

（地下ピット有り）

（地下ピット有り）
＊コーティング

ハートフルトイレ
＊コーティング

＊コーティング

工期

ピクチャーレールアルミ：天井付フック30個　アルミ製ブラインドボックス温泉ぎゃらりー

Ｐ

スーパーブライトＲＳ-17　50％+ＲＡＰ－７００７Ｋ　50％ 国土交通省ＮＥＴＩＳ承認：ＣＢ-010035

（有）ブライトセラム同等品
ＵＣ－１　　-1液形変性ポリウレタン樹脂ワニス塗り

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

廻り縁

アルミカラー

アルミカラー

ＯＳ　ＣＬ-オイルステイン　クリヤーラッカー塗り

仕上材及び下地材、骨材、構造材とも全て不燃材とする。

湯沸室の流し台、バックガード付コンロ台、吊戸棚、水切棚、コンロ用フード、屋外フード、不燃枠：設備工事

便所の鏡、化粧洗面台、手摺：設備工事

(機械設備）

主工事：観光案内所・物産展示場廻り

屋外通路（温泉参道）

その他 22条地域用途地域 商業地域：80/400用途 物品販売店

註

軒　樋

当該工事：なし

当該工事：なし　但し外壁とのシーリングは当該工事

屋　根

竪　樋・溜枡

建物概要・外部仕上表

3.300

規制対象外

規制対象外

規制対象外

シックハウス
対策種別

基準ＦＬ+

規制対象外

規制対象外

規制対象外

コンクリート立上り+モルタル

コンクリート立上り+モルタル

コンクリート立上り+モルタル

モザイクタイル50角

モザイクタイル50角

ＦＬ+0

ＦＬ+0

ＦＬ+0

ＦＬ+0

ＦＬ+0

シックハウス
対策種別

幅　木

床高 材料名

規制対象外

規制対象外

規制対象外

シックハウス
対策種別

壁

ロックウール吸音板厚12㎜

ロックウール吸音板厚12㎜

シックハウス
対策種別

天井

軽鉄ＬＧＳ　25型

規制対象外

押し出し成形セメント板厚60㎜+外装薄塗材Ｅ（多彩陶石キャスト状仕上）

材料名 材料名

軽鉄ＬＧＳ+プラスターボード厚12.5㎜

軽鉄ＬＧＳ+プラスターボード厚12.5㎜

厚

ＦＬ+0

軽鉄ＬＧＳ19型+プラスターボード厚9.5㎜

軽鉄　ＬＧＳ　25型

軽鉄ＬＧＳ　25型

ＣＢ+モルタル

ＣＢ+モルタル

ＣＢ+モルタル

＊下地及び仕上げともＪＲ側の工事

換気扇不燃枠

吊戸棚Ｌ＝1050Ｈ520（不燃処理）
水切棚　ＳＵＳＬ＝1050

湯沸室

観光案内所

物産展示室
3.000

2.500 1枚 屋内コンロ用フード水切：ＳＵＳ304厚0.6㎜
塩ビ

アルミカラー

規制対象外第4種

ＦＬ+0

ＦＬ+0

塩ビ ケイカル板厚8㎜+ＥＰ

流し廻り：軽鉄+耐水ボード厚9.5㎜軽鉄　ＬＧＳ

ロックウール吸音板厚12㎜規制対象外

規制対象外

軽鉄ＬＧＳ+プラスターボード厚12.5㎜

流し廻り：化粧ケイカル板厚6㎜

軽鉄ＬＧＳ19型+プラスターボード厚9.5㎜

軽鉄　ＬＧＳ19型

3.000
軽鉄ＬＧＳ+プラスターボード厚12.5㎜

屋外屋外 屋外

軽鉄ＬＧＳ19型+プラスターボード厚9.5㎜

ロックウール吸音板厚12㎜

軽鉄ＬＧＳ25型+プラスターボード厚9.5㎜

外装薄塗材Ｅ（多彩陶石キャスト状仕上） 屋外

アルミカラー
屋内通路（温泉参道）

ＦＬ+0

屋外通路（温泉参道）

1.主工事：便所廻り

7.引き込み電柱施工（電気設備）

屋外通路（温泉参道）

便所機
械
置
場

屋外開放通路

温泉ぎゃらりー

2.主工事：温泉ギャラリー廻り

通路（温泉参道）

屋
外
開
放
通
路

屋外通路（温泉参道）

便所

湯沸室

機
械
置
場

屋外開放通路

観光案内所

温泉ぎゃらりー

Ａ

Ｂ

Ｃ

通路（温泉参道）

屋
外
開
放
通
路

(電気設備）

仮設観光案内所関係工事の撤去及び補修

3.放流管埋設工事

＊.外壁は高架橋スラブ下-25㎜まで施工する

1.縁石及び舗装工事；軒天工事

6.縁石及び舗装工事+軒天工事

＊.外壁は高架橋スラブ下-25㎜まで施工する

2.盛り土の上　縁石及び舗装工事

3.電灯盤を機械置場より移設

幕板

笠木

軒天

特殊耐酸被覆鋼鈑葺き厚0.4㎜屋根兼内樋

庇
備考

フッ素樹脂焼付塗装鋼板パネル厚1.6㎜

フッ素樹脂焼付塗装鋼板パネル厚1.6㎜

フッ素樹脂焼付塗装鋼板パネル厚1.6㎜
フッ素樹脂焼付塗装鋼板：(株）カイロンのラスター仕様同等品

パラペット

（物産展示場北側入り口）

床 磁器タイル150角 床は周辺地盤高とスリツケにて納める

ステンレス42.7Φ　ＨＬ

仕上　不燃Ｐｂ厚12.5捨貼りの上アルミスパンドレル厚1.0㎜

床
下地

仕上

軒天

幕板

下地

仕上

仕上

下地 軽量鉄骨ＬＧＳ

軽量鉄骨ＬＧＳ+Ｗ25型＠303

金物：ＳＵＳ　＠800内外竪樋

廻り縁　アルミ 水切　アルミ加工厚1.2㎜
屋外開放通路

ホルムアルﾃﾞヒド対策：建材、塗料、接着材は建具を含みＦ4（Ｆ☆☆☆☆）又は規制対象外を採用のこと。

(機械設備）

6.放流管埋設工事

(電気設備）
8.電灯盤を仮設置

(機械設備）

3.放流管埋設工事

アルミ複合パネル下部及び両サイドを曲げ加工

便所側壁の　押し出しセメント板は高架橋スラブ下-25㎜まで延ばしシ－リング

竪型ブラインドＷ80

＊下地及び仕上げともＪＲ側の工事

市
道

1-2期工事

2期工事

1-2期工事

2期工事

2期工事

5.1-1期工事の根切土による盛り土

4.1-1期工事の根切土による

1-2期工事竣工後の
温泉ぎゃらりーを仮使用時の避難経路

＊当該工事には含まず別途工事

〒849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3467

通路側の内装まで1期工事

アルミサッシまで額縁まで施工

2.屋外通路（温泉参道）

＊外壁は高架橋スラブ下-25㎜まで施工する

主工事：便所廻り 主工事：温泉ギャラリー廻り

仮設観光案内所としての設備関係の施工

1-2期工事

1期工事

1-1期工事

4.電灯盤移設跡の補修：建築工事

1-1期工事

陶器質タイル200角

陶器質タイル100角

２期工事

床仕上げ区分用目地棒：真鍮3×12

床仕上げ区分用目地棒：真鍮3×12

床仕上げ区分用目地棒：真鍮3×12

ＡＷ－13部分：横型ブラインド

190

190

Ｈ（ＦＬ+）

陶器質タイル100角

1枚

御影石厚10本磨き

100

100

100

190

190

ピクチャーレールアルミ：天井付フック30個　アルミ製ブラインドボックス　
　竪型ブラインドＷ80

ＡＷ－13部分(サッシは1-1期）：横型ブラインド

＊註　1.仮設計画は関係者間にて調整するものとする。
＊註　2.当該工事の外部仕上げ高はＪＲ側資料により調整するものとする。

＊註　3.設備工事に関連する建築工事部分は、設備図面及びＪＲ側資料により調整するものとする。（例：床開口及び壁、天井開口位置。スリーブ位置。消防設備及び設備機器の位置等）

竪樋　這樋ともＪＲ工事、但し北側庇用の竪樋、埋設排水管は当該工事 溜枡：全てＪＲ工事

溜め枡までの埋設部：ＶＰ100

＊註　4.ラチ外コンコースについてはＪＲ側と調整のこと。（例：建具関係寸法の確認、納まり、床タイル割り、幅木の納まり等）

ケイカル板厚6㎜目透かし+ＥＰ

ケイカル板厚6㎜目透かし+ＥＰ

ケイカル板厚6㎜目透かし+ＥＰ

ケイカル板厚6㎜目透かし+ＥＰ

天板部の腰壁

ホモジニアスビニルタイル厚2.5㎜　100×914㎜

下地

下地

下地

下地

下地

仕上

仕上

仕上

仕上

仕上

モルタル

モルタル

モザイクタイル50角

モルタル

下地

仕上

ＲＣ+モルタルレベル調整厚10㎜

下地

仕上

材料名

床

下地

仕上

下地

下地

仕上

仕上

ＲＣ+モルタルレベル調整厚10㎜

ＲＣ+モルタルレベル調整厚10㎜

クッションフロアー厚2.5㎜

ホモジニアスビニルタイル厚2.5㎜　457㎜角
目地914角

下地

仕上

＊下地及び仕上げともＪＲ側の工事

ＲＣ+カラ練りモルタル

ＲＣ+カラ練りモルタル

磁器質300角タイル

磁器質300角タイル

100

腰壁天版　：御影石厚25㎜　本磨き

腰壁天版　：御影石厚25㎜　本磨き

開口上枠（焼付塗装）ＳＵＳ304厚1.5㎜

（温泉ギャラリー側間仕切　高架橋スラブ下までグラスウール24Ｋｇ/ｍ3厚100㎜充填）化粧洗面台　

目隠し袖壁：御影石厚40本磨き

ブース内棚：250×350×25
化粧洗面台　ブース　 造り付けベンチ

腰壁天版　：御影石厚25㎜　本磨き

サイドパネル付流台　ＳＵＳ（304　）Ｌ＝1200　バックガード付コンロ台Ｌ＝750（ＳＵＳ430）

アルミ複合パネル厚3㎜目透貼（石調　）

アルミ複合パネル厚3㎜目透貼 （ニューブライト）

アルミ複合パネル厚3㎜目透貼（ニューブライト：一般色柄）

防火　消防法上の扱い：木造扱い・内装不燃および準不燃

当該工事部分

高架橋（既存）部分

構造概要
基　礎 柱・梁 壁 １階床

上部構造：鉄骨造平家建 下部構造：独立フーチング基礎

鉄筋コンクリート造 鉄筋コンクリート造 なし なし 鉄筋コンクリート造

屋　根

ＪＲ側の躯体とは埋設部とも縁切にて納め必要なケ所はポリスチレンフォームまたはエラスタイトを用いる

基点高13.800とＧ.Ｌとの関係はＪＲ側と調整のこと。 外壁水切、タイル仕様についてはＪＲ側と調整のこと。 ＪＲ側の躯体とは埋設部とも縁切にて納め　必要なケ所はシーリング納め。

北

＊避難：敷地北側から

屋外通路（温泉参道）経由の便所使用は2期工事竣工後から開始

避難は温泉参道（屋外）を経由して南側屋外開放通路へ

避難し敷地南側市道に至る。

1.主工事：観光案内所・物産展示場廻り

物産展示室

（3通り境界線の東面）

＊床面積に含む部分

コンクリート

モルタル金コテ厚30㎜

ＦＬ+0

屋外 外装薄塗材Ｅ　多彩陶石キャスト状仕上

ＲＣ+モルタル塗厚15㎜

御影石厚10本磨き

コンクリート立上り

規制対象外

軽鉄　ＬＧＳ　25型

開口沓摺：御影石厚30㎜　水磨きスリット加工幅10ｈ3＠75㎜
開口上枠（焼付塗装）ＳＵＳ304厚1.5㎜

開口竪枠　：御影石厚25㎜　本磨き

開口沓摺：御影石厚30㎜　水磨きスリット加工幅10ｈ3＠75㎜

開口竪枠　：御影石厚25㎜　本磨き
モザイクタイル50角

1.　2期の盛土部分

よって関連する「機械室床高、湯沸室沓摺周辺高。屋外開放通路高、床スリーブ施工高、排水管施工高等」は参考値とする。

北　面 西　面

下地

仕上

外　壁 鉄骨 鉄骨 鉄骨

根廻り
仕上

南　面

下地 コンクリート立ち上がり コンクリート立ち上がり

御影石厚20㎜本磨き 御影石厚20㎜本磨き 御影石厚10㎜本磨き

コンクリート立ち上がり

室名板：アクリル板　シルク文字75×300

換気扇カバー：設備工事

郵便受箱（ダイヤル鍵付）Ｈ240×Ｗ340×Ｄ145ステンレス：新協和ＳＭＰ-7同等品

外壁開口丁部水切　：カラーＳＵＳ304　厚0.4㎜　

電灯分電盤用開口は2期工事において移設のため開口を塞ぐ

電灯分電盤用外壁開口：1期工事

その他
外壁丁部水切：フッ素樹脂焼付塗装鋼鈑パネル厚1.6㎜　

190

モザイクタイル50角 モザイクタイル50角
小便器廻り：御影石厚20㎜　本磨き

北側幅2ｍにて計画高まで全域計上

＊区画整理事業との工程調整を要す

＊工作物の計画と調整を要す

造り付けベンチ：集成材厚60㎜幅450㎜　ウレタン塗装ＵＣ-1

シーリング：流台、水切、吊戸棚廻り：防カビ性能シリコン系　10×7/2

アルミ複合パネルは竪横方向とも目地3ミリとし目地は変性シリコン充填　コーナー及び下がり壁の下部部分は曲げ加工

アルミ製ブラインドボックス（1-1期）　竪型ブラインドＷ80

化粧ケイカル板厚6㎜：ニチアスアスラックス200準標準色同等品とし出隅はカラーアルミ役物

天井下地軽鉄ＬＧＳ　は特記なき限り19型

トイレブース：熱硬化性フェノール樹脂板厚13㎜　ステンレス幅木ステンレス笠木式

アルミ複合パネルは三菱産資（株）アルポリック/ｆｒ同等品とする

アルミ複合パネルの目地は変性シリコンシーリングとする

エィシーエヌ

Ａ－7

小便器廻り：御影石厚30㎜　水磨きスリット加工幅10深さ3㎜＠75㎜

押し出し成形セメント板厚60㎜：ワイドタイプ

押し出し成形セメント板厚60㎜：ワイドタイプ

押し出し成形セメント板厚60㎜：ワイドタイプ

押し出し成形セメント板厚60㎜：ワイドタイプ

備考

アルミ複合パネル厚3㎜目透貼（石調　）

塗布量20ＣＣ/㎡

塗布量20ＣＣ/㎡

＊防犯及び避難路のため
小屋裏まで間仕切を延長区画する

化粧石膏ボード厚9.5㎜

面付室名札：アクリル板　シルク文字　75×300

天井吊式室名札：楠板1400×430
面付式室名札：楠板１４００×430
平付型ピクトサイン：200×200

＊別図「木製建具表及び雑工事」参照

トイレ説明板：別図「木製建具及び雑工事」参照

トイレ説明板：別図「木製建具及び雑工事」参照

トイレ説明板：別図「木製建具及び雑工事」参照 施設銘板：別図「木製建具及び雑工事」参照

：耐火1時間（竪張　ＦＰ060ＮＥ-9035　横張060ＮＥ-9036）　押し出し成形セメント板厚60

アルミ複合パネル厚3㎜

化粧ケイカル板-化粧繊維混入ケイ酸カルシューム板

ケイカル板-無石綿セメントケイ酸カルシューム板
化粧ＰＢ　-化粧石膏ボード

ＰＢ　　-石膏ボード ：厚9.5㎜準不燃ＱＭ9828　厚12.5㎜不燃ＮＭ8619
：準不燃ＱＭ9072

：不燃　ＮＭ-8431
：不燃　ＮＭ-0209

：不燃　ＮＭ-8424

：不燃　ＮＭ-8578

押し出し成形セメント板厚20（ラムダ20ヨコＰ・Ｙ同等品）

コンクリート舗装厚150ｍｍ+視覚障害者用表示点字タイル貼り

押し出し成形セメント板横貼（ブリック）厚60㎜+せっ器質二丁掛ブリックタイル貼押し出し成形セメント板横貼（ブリック）厚60㎜+せっ器質二丁掛ブリックタイル貼 押し出し成形セメント板縦貼厚60㎜+外装薄塗材Ｅ（多彩陶石キャスト状仕上）

押し出し成形セメント板フラット厚20㎜縦貼（金具工法）+フッ素樹脂塗装

第4種

第4種 御影石厚10本磨き

御影石厚10本磨き

規制対象外

規制対象外

規制対象外

規制対象外

規制対象外

規制対象外

規制対象外

規制対象外

規制対象外

規制対象外



435.10

(215,65)
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3,521.3
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3,532.1

2,702
.6

観光案内所・物産展示室

通路（温泉参道）
屋外通路（温泉参道）

男子便所・女子便所・掃除具庫機械置場

4,201.2

湯沸室

身障者置場

機械置場

1

2

3

4

5

6

7

8

15
16

17

18

ラチ外コンコースの一部

ラチ外コンコースの一部

男子便所・女子便所

掃除具庫

1

2

3

4

5
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×

×

×
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×

×0.5

×0.5

×0.5

×0.5

×0.5

×0.5

2,093.1

2,042.34,201.2

4,201.2

位置 式 計：㎡小計：㎡ 合計：㎡

4,39676586

4,29005538 8,68682124

総計：㎡

1/100　特記事項
（仮称）観光交流センター建設工事
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付
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当
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尺
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番　Ｐ．Ｃ．ＮＯ

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所

9

10

11

12

３－Ａ

1-0 ３－Ｃ

ラチ外コンコースの一部

774

8,4
72.

8

2,613.4

2,613.4

13

14

通路（温泉参道） 15

16

×

×

×0.5

×0.5

2,613.4 8,472.8

8,472.82,613.4

11.07140776

11.07140776

22.14281552

物産展示室

観光案内所
7

8

9

10

11

12

×

×

×0.5

×0.5

×

×

×0.5

×0.5

3,532.1

3,521.3

8,093.8

8,093.8

14,29405549

14,25034897

×

×

×0.5

×0.5

会議室

28,54440446

確認申請用

床面積

約130,05坪

位置 式 計：㎡小計：㎡ 合計：㎡ 総計：㎡

床面積求積図　Ｓ＝1/100
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8
7
8

2
,8

2
1
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,7
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1-0

高架柱芯 高架柱芯
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床面積に同じ
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13
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16,26249011

32,52498022
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事
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工
事

建築面積求積表

床面積求積表

Ａ３Ａ

Ｃ３Ａ
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2
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43
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5,925.2
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3,042

19,143.8

19,143.8

8,862.1
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12,203.3 6,287

6,034.6

11,802.5

11,802.5 5,702.6

5,903.2

1-2

1-1

期
工
事

2

38,36107355

36,8210170912,203.3

75,18119064

34,836259

33,65246825

68.4889415

84.82713499

84.24803504

9.0122292

169.07517

197.6195745

90.63175702
(90.63)

約27,42坪

約65.24坪

約38,98坪

1期工事の合計

1期工事・2期工事の合計

（219.46）

約66.40坪

期
工
事

期
工
事

期
工
事

2

1-2

(90.63)

(215,65)

9.02022822

18.03245742湯沸室
215.6520319

2,283.4

2,291.3

5,
43
6.
6

12,203.3

22
,
6
18

.
6

2
1
,
97
4
.
3

19,515

5,436.6

5,436.6

2,283.4

2,291.3

6,20696622

6,22844079

12,43540701

128,8283991
（128,82)

（128,82)

（219.45）

（435.10）

（435.10）

1-1

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3467

一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一

床面積　建築面積

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
Ｄ

ハートフルトイレ

エィシーエヌ

〒849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地

Ａ－9

Ａ

用途別床面積

用途

展示場

通路

機械置場

観光案内所

物産展示室

湯沸室

分電盤スペース
18.28

197.37

（温泉ぎゃらりー）

219.45

床面積：㎡

Ｅ

温泉ぎゃらり-

温泉ぎゃらり－

記号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

合計

1期

2期 215.65

83.87

68.49

54.66

12.43

368.01

67.09

公衆便所

物品販売店

公
共
的
施
設

そ
の
他

工期
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（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所
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一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一

武雄温泉駅前交番

自転車置場

バス停

・ 14. 05

・ 10. 63
Ｕ＝40016-2

・ 9. 97
Ｂ. 22
9. 663

Ｔ 18
・ 10. 82

・ 10. 87

11. 022

・ 10. 91

Ｕ＝400

・ 10. 93

・ 10. 91

12. 47

武雄温泉駅

（仮称）観光交流センター

付近見取り図　Ｓ＝1/1000

（仮称）観光交流センター建設工事

配置図　付近見取り図
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1/1000
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自転車置場

武雄温泉駅南口

セントラルホテル
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安井ソーイング

松尾酒屋

駐車場

店舗

交通広場

武雄タクシー

・13.8

・13.8

道路境界線

・13.2

・13.2

・13.2

武雄温泉駅前交番

・11.35

・10.63 ・10.82 Ｂ.21

Ｕ＝400

Ｔ.Ｂ

配置図　Ｓ＝1/300
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ス
女子便所

男子便所

機械置場

屋外通路（温泉参道）
通路（温泉参道）

温泉ぎゃらりー

観光案内所・物産展示室

北

ＩＮ

・13.2

引き込み電柱
道

路
幅

員
2
0 ,

0
0
0

県道甘久武雄線
至　武雄市役所

至　高橋駅

2
,
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2
,1
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自転車置場
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00

0

スロープ

既存建物
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隣地境界線

市道

隣
地
境
界
線

高圧架線

隣
地
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界
線

参考：配置図は平面図より傾斜－3.294度にて作図したもの

工事関係進入口

・13.8

市道

既存建物

〒849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3467

隣
地
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界

線
（

利
用

区
分

）

県道甘久武雄線の舗装高は計測確認のうえ排水先のポイントを計画選定のこと
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工
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図
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一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一
（仮称）観光交流センター建設工事 1/300

工期ごとの配置図
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配置図　Ｓ＝1/300

ラチ外コンコース
ラチ外コンコース

ｈ18年度着工予定ｈ18年度着工予定
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・
1
3
.
2

・13.2 ・13.2

・13.2

縁石

縁石

・13.48

・13.48

１期残土にて整地13.48

・13.2

・13.83

営業線路

高圧架線

既存建物

・13.2

・13.2

引き込み電柱

既存建物

高圧架線

隣地境界線
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隣
地

境
界
線
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1-2期工事部分

1-1期工事部分

1-1期工事部分

１期残土にて整地13.48

１-1期工事部分

〒849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3467
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1-1期工事部分
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現場事務所
資材倉庫
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ＪＲ敷地

ＪＲ敷地
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8
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0
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12.98ｍ1.8ｍ

18
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0ｍ

ＪＲ敷地 ＪＲ敷地

ＪＲ敷地

資材倉庫

・13.8

工事車両出入り口

引き込み電柱 引き込み電柱

市道市道市道

〒849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3467

1-1期工事 1-2期工事 2期工事
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ｍ
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引き込み電柱
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ＪＲ敷地
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成形鋼板Ｈ2.0ｍ

成形鋼板Ｈ2.0ｍ

成形鋼板Ｈ2.0ｍ

成
形
鋼
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成
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板
Ｈ

2.
0ｍ

シートゲートＷ3.6Ｍ

成形鋼板Ｈ2.0ｍ
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成
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鋼
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Ｈ
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シートゲートＷ3.6Ｍ

ＪＲ敷地

高圧架線
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出
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口
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00

0

仮設工事は1-1期にて1期工事の全数量を計上する
別図「１期工事に於ける営業線路との関係図　」参照のこと

営業線路営業線路

エィシーエヌ

＊1,80ｍ

＊12,90ｍ

＊23,00ｍ成形鋼板Ｈ2.0ｍ成
形

鋼
板

Ｈ
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0 ｍ

・
1
3
.
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＊
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根廻

　特記事項 日
　
付

担
　
当

工
事
名

図
　
名

縮
　
尺

図
　
番

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所
一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一

（仮称）観光交流センター建設工事

9,705 10,713 11,456 9,608

2,800

立面図

1/100

屋外開放通路 屋外開放通路

9,592 10,004 10,004

北立面図

開放

10,000 10,000 9,589

開放

1,100 7,772 720 720 5,782.5 3,501.5

屋外開放通路

3

1

1

2

2

6

9

10

10

11

9

南立面図

12

13

3
,
5
00

1,
2
0
0

基準高13.800

3
,
5
00

1,
2
0
0

3
,
5
00

1,
6
6
7

5
,1

6
7

屋
外
開
放
通
路

屋
外
開
放
通
路

8

6
00

現況地盤高13.200

6
0
0屋外開放通路

高架橋

高架橋

高架橋高架橋

開放

1
,
00

0
9
00 開放（パイプ電動シャッター）

7

19

21

22 22
22

73
0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

外壁

外壁

シーリング

床

内壁

水切

部位 仕上げ記号

水切

10

11

鉄骨 錆止め+ＳＯＰ塗り

フェンス ビニール被覆Ｈ1500扉付

根廻12

13

14

フッ素樹脂焼付塗装鋼鈑パネル厚1.6㎜笠木・幕板

押し出しセメント板厚60㎜下地

15 郵便受箱 ステンレス

16 換気扇フード ステンレス（設備工事）

17

18

19

20

21

木板

木板

柱型22

室名札

室名札

アクリル板

23

＊換気設備用フード及び他の設備用機器は設備図面参照

23 設備工事空調屋外機

24

別途工事：ＪＲ側の工事範囲

1

5

20

防煙垂壁

4

3

6

＊ＪＲ側と調整

20

4
,1

4
0

20

16 5
,
89

0
4
30

4
5
0

幕板：押し出し成形セメント板厚20フッ素樹脂塗装（ＪＲ側の施工）

シーリング+水切：アルミ厚1.2（ＪＲ側の施工）

開放

基準高13.800

5
,
05

0
2,

2
0
0

5

5
,
05

0

4
,1

4
0

4
,
1
40

4

774 326ＪＲ側の工事

ＪＲ側の工事

7748,815

3,
3
0
0

2,
9
9
0

31
0

天
井

高
3
,0

0
0

7

19

アルミ複合板 ＊ＪＲと調整

ラチ外コンコース ラチ外コンコース

西立面図

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-34-3467

〒849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地

Ｆ
Ｉ
Ｘ

１-1期工事 1-2期工事

1-2期工事 2期工事
2期工事 １-1期工事

幕板：押し出し成形セメント板厚20フッ素樹脂塗装（ＪＲ側の施工）

御影石貼り厚20㎜

12

12 12

ラチ外コンコース天井高

押し出しセメント板厚60㎜下地(ブリック）せっ器質二丁掛けタイル(ブリック）

5

5

3

6

15

16

1

幕板

14

シーリング+水切

24

1

2期工事　移設跡の補修工事：建築工事（電気工事にて湯沸室に盤移設）

１期工事　電灯分電盤：電気設備工事

西壁側コーナーは77㎜折り返し

施設銘板

＊ＪＲ側と仕様の調整を要す

24

14

＊ＪＲ側と仕様の調整を要す

＊ＪＲ側と仕様の調整を要す

19

御影石貼り厚10㎜

8
8

複層薄塗材Ｅ　多彩陶石キャスト状仕上

＊ＪＲ側と仕様の調整を要す

700 2,700 500 1,000

1,000 500 2,700 700

5

高架橋用竪樋

5

ＶＰ150Φ

（ＪＲ側の工事範囲）

25

26

27

29

30

庇用竪樋

開口竪枠

ステンレス

御影石厚25㎜

5
,1

6
7

69
2

基準高13.800

ステンレス（焼付塗装）

御影石厚30㎜

マグサ

根廻 複層薄塗材Ｅ　

　多彩陶石キャスト状仕上

鋼製建具 面格子付

30
30 13

29
13

磁器タイル150角（ポーチ部分のみ）

500 1,000

3,
0
00

押し出し成形セメント板厚20+フッ素樹脂塗装

東立面図（屋内：ラチ外コンコース面）

5
50

基準高13.8005
0

5
0

＊

ピクトサイン

25
18

沓摺

2627
28

31

31 床見切縁

註：屋外舗装高はJR計画高に倣う（当該図面表示高は参考値）

　Ｐ．Ｃ．ＮＯ

目地棒

32

17

トイレ

説明板

32

エィシーエヌ

開放

外装板折点

2

Ａ－14

32

2期工事

カラーステンレス

フッ素樹脂焼付塗装鋼鈑パネル

カラーアルミ

（当該工事範囲）

柱型、帯型、開口部は白色、他はレンガ色

開口廻りは白色、他はレンガ色
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事
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　特記事項 日
　
付

担
　
当

工
事
名

図
　
名

縮
　
尺

図
　
番

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所
　Ｐ．Ｃ．ＮＯ

一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一
（仮称）観光交流センター建設工事 1/20
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0
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5
0

25
0

3
,
0
00

8
00

1,
2
00
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天
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高
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0
0
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3
,
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4
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高架橋 高架橋

3-0
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1
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0
1
2
.
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1
6
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3
4
0

96
7 51

600

110400

350400

2,490

Ｂ32

シャッターＢＯＸ

210 シャッタ開口Ｗ

10

10シャッタ開口Ｗ

シャッターＢＯＸ

シャッターＢＯＸ受梁

400

天井ネタ

Ａ-3

通路（温泉参道）

　下地　プラスターボード厚12.5㎜
軽鉄ｗ65

60
0

Ｊ
Ｒ
側

の
天

井
高

1
5

1
0
0

温泉ぎゃらりー

土間コンクリート　有筋　厚160㎜

割栗石厚150㎜

2
4
0

15
0

1
6
0

5
0

ａ　断面図 ｂ　断面図

壁　アルミ複合パネル厚3㎜

ａ

800

65.5

ラチ外コンコース

高架柱

高架柱

高架柱

1,
2
6
7

1
,
9
17

1
,7

6
7

這い樋ＶＰ150：高架橋より吊る

這い樋ＶＰ150：高架橋より吊る

防煙垂壁

排水ドレイン+直管

39
0

6
00
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3,
8
9
0

840 110

20

400

231 539

609 9020

2
0
8

7
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6
00
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6
6
7

3,
30

0

120

1
,
1
65

2
0
7

20 20

200

300 800

10
　アルミ複合パネル曲げ加工

樹脂カプセルケミカルアンカーＭ16

横ツナギＬ-150×90×9

ガ
イ

ド
レ

ー
ル

3
,3

0
0

ラ
チ

外
天

井
高

り
ー

70 70

ガ
イ

ド
レ

ー
ル

シ
ャ
ッ

タ
ー

ス
ラ
ッ
ト

芯

上枠：ＳＵＳ厚1.2㎜

200 シャッタ開口Ｗ

600

80
0

開口受け用横ツナギＬ-150×90×9

防振ゴム厚20㎜付竪アングルＬ-150×90×9

26

26

10

15

Ｂ3Ａ

350

235

250

800

シャッタースラット芯＝間柱芯

70

7
74

2
6

2
6

774

温泉ぎゃらりー

ラチ外コンコース

高架柱

400 400 400

　下地　プラスターボード厚12.5㎜
軽鉄ｗ65

Ｃ

Ｃ　断面図

電動シャッター

外壁受け間柱（当該工事）

敷地境界線＝管理区分線

当
該

工
事
範

囲
Ｊ

Ｒ
側

工
事
範

囲

400 400374

当該工事範囲 ＪＲ側工事範囲

敷
地

境
界

線
＝

管
理

区
分

線

床　ＪＲ側工事

天井　ＪＲ側工事

柱
型

　
Ｊ

Ｒ
側

工
事

柱型　アルミ複合パネル厚3㎜

ガイドレール受け間柱（当該工事）

ガイドレール受け間柱（当該工事）

主柱

1
,
1
00

3-0

柱型：ＪＲ工事

800 200

5
2

3-Ｃ

3-Ｃ

3-Ｃ

3
80

20

1
00

軽鉄Ｗ65＠303

振動用隙間20㎜

52

這
い
樋
Ｖ
Ｐ
15
0：

高
架
橋
よ
り
吊
る

ｂ

中間横ツナギＬ-150×90×9

80

160 720

ガイドレール：ＳＵＳ304厚1.5㎜(当該工事）

電
動
シ
ャ

ッ
タ

ー
ス

ラ
ッ

ト

1,
6
1
1

1,
6
1
1

1
,5

6
0

1,
6
1
1

天井　ロックウール吸音板厚12㎜

　下地　プラスターボード厚9.5㎜
軽天Ｗ19　ＬＧＳ

10

室名札

目地棒（当該工事）

1
5
0

1
6
0

5
0

Ａ3Ａ

160

390

19
0

根廻　御影石厚20㎜貼り

285

外壁　押し出しセメント板厚60㎜（ブリック）
せっ器質二丁掛けタイル

外壁　押し出しセメント板厚60㎜（ブリック）

せっ器質二丁掛けタイル

790

390

210

75

30 130

55

5
0

〒84--2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3467 部分詳細図　1

ラチ外コンコース南側廻り納まり図

30 30

75

1
70

160

125 160

せっ器質二丁掛けタイル
外壁　押し出しセメント板厚60㎜（ブリック）

142.5

600

＊

＊

ガイドレール受け間柱（当該工事）

ガイドレール：ＳＵＳ304厚1.5㎜(当該工事）

防湿シート厚0.15㎜二重千鳥貼り

床　ホモジニアスビニルタイル厚2.5㎜（300角タイル）
モルタルレベリング厚10㎜（モルタル：タイル厚ともで50㎜）

竪樋ＶＰ150（地中埋設）

竪樋用サポート鉄骨柱

160 2001,230

這
い
樋
Ｖ
Ｐ
15
0：

高
架
橋
よ
り
吊
る

軒天側這い樋ＶＰ100：高架橋より吊る

Ａ－22

外
壁

受
け

間
柱

（
当

該
工

事
）

15
145

竪樋ＶＰ150（地中埋設）
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ハートフルトイレ

　特記事項
（仮称）観光交流センター建設工事

工
事
名

図
　
名

日
　
付

担
　
当

縮
　
尺

図
　
番　Ｐ．Ｃ．ＮＯ

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所

2,
8
0
1.
4

観光案内所・物産展示室

観光案内所・物産展示室

立面図

湯沸室

1
0
,
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2
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9,999.9

温泉ぎゃらりー
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Ｓ
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-
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（
電

動
）

隣
地

境
界

線
（

建
具

ア
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ミ
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縁
外

端
）

屋内通路（温泉参道）
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ブ
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ッ
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7
2
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10
,
9
98

.
5

7
9
0

1
1,

6
4
5.

7

開口枠

防
煙

垂
壁

6
,8

0
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2
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,
0
98

.
3

2
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4
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（1-1期工事）
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（2期工事）
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TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3467

一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一

防煙垂壁

〒849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地

掃除具庫

屋外通路（温泉参道）
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　特記事項 日
　
付

担
　
当

工
事
名

図
　
名

縮
　
尺

図
　
番

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所
一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一

（仮称）観光交流センター建設工事
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16Φ＠70×500

1ヶ所

網入り型6.8㎜

2
,
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0
2
2
0

2
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6
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2
0
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5
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2
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200200

開口枠Ｗ900
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片引き自動閉鎖式ハンガードア

＊ノンレールタイプ

有効Ｗ1,600
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3
5
0

5
0
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5

2
,
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5

1
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3
5
0

アルミ：スリムタイプ　ステンカラー

1ヶ所

1/50

引き分け自動ドア欄間付ＦＩＸ窓

金属製建具表（1）

ハートフルトイレ

アルミサッシに採用する仕様のもの

ハートフルトイレ

平面図

6
00

920
200

1
,
6
50

4
1
0

1,920

9
2
5

腰見切

腰見切

1
,
4
50

東南北面西面

平面図

内壁押し出しセメント板部分+
腰ブロック積み部分の範囲に施工

の部分

内部サムターン本締り鍵　4方内部額縁×両面

1ヶ所

アルミ見切縁　Ｈ25　Ｄ25　合計長さ5.7ｍ

エンジン　タッチ式感知器

欄間：網入りﾄｰﾒｲ6.8㎜　下部：強化8㎜

ガイドレールは最寄の鉄骨に取り合い固定すること

壁壁

1
70

45
5

2,
7
0
0

シ
ャ

ッ
タ

ー
高

ステンレス

1,550

外壁厚：270㎜

軽量電動グリルシャッター

天
井

高

2ヶ所

単相100Ｖ　0.1ＫＷ

1,
0
0
0

E-mail　fuiｃｈi@ｓｉｌｋ．ｐｌａｌａ．ｏｒ..jp

観光案内所・物産展示室～ラチ外コンコース

男子・女子便所～屋外通路（温泉参道） ハートフルトイレ～屋外通路（温泉参道）

リモコン付

ステンレスガイドレール厚1.5　ＨＬ・ＢＯＸ

室名札（鋼製建具工事に含まず）

3
,5

0
0

＊２期工事期間（仮設観光案内所としての利用期間）のスイッチはリモコン操作のみに限定

＊2期工事にて観光案内所内壁に操作ＢＯＸを取付の上、スイッチ及びリモコン操作に切替

8.238×2.975

8,238

Ａ D
22

間仕切り壁厚：131㎜

〒849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3467

ボタン

1.550×2.700

上吊式戸車　大型ハンドル　表示鍵　エアーダンパー　戸当ゴム

室名札取付用ピースは当該工事

130（40）

4方内部額縁

外窓寸法はタイル割付により調整、確認のこと

ブリックタイルの納まり、竪通しアングル位置、支持鉄骨位置に留意

362,400 883

1,182 1,182

100　方立150

記号・数量

形 状

備 考

記号・数量

形 状

備 考

記号・数量

形 状

材質・仕上

場 所

形 式

見 込

硝 子

金 物

材質・仕上

場 所

形 式

見 込

硝 子

金 物

材質・仕上

場 所

形 式

見 込

硝 子

金 物

備 考

片開きスチール玄関ドア

８０

シリンダー本締り錠・ドアクローザー・ステンレス丁番

ステンレス沓摺り・戸当り・ドアチェーン・ドアスコープ・郵便受

湯沸室

1ヶ所
21

ＡＷ
11

800

1,
9
00

ＦＬ

1ヶ所

2,
3
5
0

アルミ：スリムタイプ　ステンカラー

36

有効Ｗ1,600

引き分け自動ドア及び排煙外倒し欄間付ＦＩＸ窓

内部サムターン本締り鍵　4方内部額縁・4方外部水切　アルミブラインドボックス120×120

外壁厚：210㎜

外壁厚：270㎜

エンジン　タッチ式感知器 兆番　障子ｺｰﾅｰ保護キャップ　オペレーター

欄間：網入りﾄｰﾒｲ6.8㎜　下部：熱線反射強化8㎜

1
70

全開角度45度

観光案内所・物産展示室の北側

2,
9
9
0

天井から900下がり

SD
800×1.900

2
,2

3
5

5
0

36

1
,
20

0

800 80036

1
5

外壁厚：317㎜

5
9
0 4
7
0

1
20

15 25

21
ＡD

2
80

2,
7
10

2
,
0
70

11
5

2
4
0 2
5
1
5

ボタン

防水のためパッキン四面廻し

水抜きパイプ

26
0

6.725×2990

6,725

2,562.52,562.5

890.5

818.25

100　方立150

840.5 50

男子便所・ハートフルトイレ

70

アルミ：ステンカラー

網入り型6.8㎜

4方内部額縁・4方外部水切

1,700

1,
4
4
0

ＦＬ

アルミ：ステンカラー

網入り型6.8㎜

女子便所

ＦＩＸ窓

4方内部額縁・4方外部水切

12
ＡＷ

外壁厚：352㎜

100

570×2.145

ＦＩＸ

2
5

1
5

2
5

2,
1
4
5

2
,
21

0

15 15
2525

1
9
0

570

1ヶ所
ＡＷ

1ヶ所

外壁厚：210㎜

13
800×1.450

期
工
事

期
工
事

2

期
工
事

1-1

2

4方内部額縁・4方外部水切

網入りﾄｰﾒｲ6.8㎜

開閉装置

アルミ：スリムタイプ　ステンカラー

外倒し欄間付ＦＩＸ窓

全開角度45度

100

観光案内所・物産展示室（会議室）～屋外通路(温泉参道）

腰見切

ＡＳ－１

ＡＳ－１

ＡＳ
1

800

6
00

1
,
30

0
5
0

8
00

2
,7

5
0

1
,
4
50

1
,
30

0

シーリング交換により乙種防火戸になる仕様

*欄間以外は目隠し用フィルム貼り ガラス及びシーリング交換により乙種防火戸になる仕様 ガラス及びシーリング交換により乙種防火戸になる仕様

エィシーエヌ

スチール焼付塗装

スチール焼付塗装

固定ガラリ付引き違い窓

ク レ セ ン ト ・ 戸 車

欄間：防虫網：ｓｕｓ

（
1
,
41

5
）

Ａ－29

1ヶ所

ＡＷ
11Ａ

面格子：1.700×700

（　　　）はＡＷ-11Ａ　ﾊｰﾄフルトイレ

ボタン

ｶﾞﾗｽ押えはシーリング。

36

ボタン：衝突防止安全マーク(積水樹脂ガラスマークルミ＋ガラスマーク同等品）

引き違い窓

70

アルミ：ステンカラー

網入り型6.8㎜

4方内部額縁・4方外部水切・クレセント・戸車

ＡＷ

外壁厚：210㎜

湯沸室

1ヶ所

1
,0

0
0

90
0

1,7001,700

外観

1.700×900
21

内観

外部面格子：水切面内にてサッシに取り合い(事故防止）

シーリング交換により乙種防火戸になる仕様

2
,3

5
0

ＡＷ

4方内部額縁・4方外部水切　アルミブラインドボックス120×120

兆番　障子ｺｰﾅｰ保護キャップ　オペレーター

1
,
2
00

排煙外倒し欄間付ＦＩＸ窓

欄間：網入りﾄｰﾒｲ6.8㎜　下部：熱線反射網入りﾄｰﾒｲ6.8㎜

全開角度45度

観光案内所・物産展示室の北側

1ヶ所 外壁厚：317㎜

5
9
0

2
,9

9
0

15 25

1
0
5

1
5

22

2
8
0

2,
7
1
0

2,
0
7
0

50

12
0

2
4
0

1
5

25

4.905×2.710

4,905

952.2 952.2

100　方立150

*欄間以外は目隠し用フィルム貼り シーリング交換により乙種防火戸になる仕様

3636

アルミ：スリムタイプ　ステンカラー　ボタン

ＡＷ
11

外壁厚：270㎜

男子便所・ハートフルトイレ

70

アルミ：ステンカラー

網入り型6.8㎜

4方内部額縁・4方外部水切

固定ガラリ付引き違い窓

ク レ セ ン ト ・ 戸 車

1ヶ所

1ヶ所

（1.700×1.260）ＡＷ
11Ａ

7
00

1.700×700
（1ヶ所）

1.700×1.235

腰見切＝

腰見切＝ 腰見切＝

腰
見

切
＝

腰
見
切

＝

腰
見
切

＝

外部面格子：
水切面内にてサッシに取り合い(事故防止）

900×2.100

ＳＵＳ製防虫網付きガラリ

有効開口800確保のこと

1,700

1,
4
40

70
0

1
00

43
5

（
7
25

）

1
,
23

5
（

1,
2
60

）
（

1
,4

1
5
）

面格子：1.700×700

（　　　）はＡＷ-11Ａ　ﾊｰﾄフルトイレ
ＦＬ

欄間：ＳＵＳ製防虫網外部面格子：水切面内にてサッシに取り合い
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一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一　特記事項 日
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当

縮
　
尺

図
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Ａ*Ａ ～
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（仮称）観光交流センター建設工事

開放

2,080.1 2,080.1 864.9 1,200

2,080.1 4,145
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0
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高
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井

高
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高

北
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7
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350 600

南
（点検用ピット）

点検口600角
（地下ピット有り）

1351,040
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展開図　男子便所・掃除具庫
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,
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,
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高

135 1,950

開放

開放

床

巾木

腰壁
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天井

床

巾木

腰壁

壁

天井

1

2
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4

5

6

7

8
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モザイクタイル50角

モザイクタイル50角

ケイカル板厚6㎜+ＥＰ

陶器質タイル200角

押し出し成形セメント板厚60㎜+2ＵＥ

目隠し袖壁

洗面カウンター

天版

ベンチ 集成材厚60㎜幅450㎜

13 アルミ額縁額縁

フック掛け14
ステンレスパイプ19Φ　Ｌ＝1.5Ｍ

フック5本付

男子便所・掃除具庫

トイレブ-ス

掃除具庫ブース

腰壁15 陶器質タイル100角

符号

既製品＊設備工事

16 既製品＊設備工事鏡

1,882.1 6,201.2

Ａ

1,882.1 735 1,000 1,000 800

8,083.2

Ａ-3Ａ1Ａ壁芯

西

40 2,626.2

600 800 1,226.2

2
5

3

4
4

11

2

4

2
,7

0
0

2
,7

0
0

1,936.4 1,500

1,936.4 2,900 1,500 1,909.2

天
井

高

天
井

高

6

開放

6

1
,
80

0

6

750

1,500 1,400

4

10

9

開放

開放

Ａ*

7

16 16

1
,7

5
0

9
1
4

610

壁芯

東

2
,7

0
0

天
井

高

7
2
0

開放

1,100

開放

2,
7
0
0

2,
7
0
0

2,
7
0
0

天
井

高

天
井

高

天
井

高

内部側西外部面西内部側東

66

2

11

2
5

男子便所

掃除具庫

男子便所女子便所

22

開放

1,
8
00

4 4
4

8

14

4

4

11

6 6

515 200 750 515

150

開放

開放

5
20

6,800

2,075

南

25

9

ＦＩＸ

4

44

12

10
2

壁
芯

掃
除

具
庫

ブ
－

ス
芯

2
,
7
00

天
井

高

開放

開放

2
,
7
00

天
井

高

135 1,200 2,695.1

4,030.1

南

2

4

72
0

900135

開放

2
,
7
00

2
,
7
00

1351501,500252,472.2

4,282.2

天
井

高

天
井

高

北

4

4

9

10

8

4

135

4

1,930

1,265

530 1,400

天
井

高
2
,
7
00

既製品＊設備工事手摺17

17

17

Ａ

北

4 4

4

1,
8
0
0

57

Ａ断面

E-mail　fuiｃｈi@ｓｉｌｋ．ｐｌａｌａ．ｏｒ.jp

シヤッタ－-ＢＯＸ　

電動シヤッタ－　
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御影石厚30㎜

20 幅木 御影石厚20㎜
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1
9
0 20

849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地
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モザイクタイル50角

モザイクタイル50角

ケイカル板厚6㎜+ＥＰ

女子便所

押し出し成形セメント板厚60㎜+2ＵＥ

アルミ

集成材厚60㎜幅450㎜

御影石磨き厚40㎜

符号

頭つなぎ：ＳＵＳ304　ＦＢ-9×36　間柱に取り合い

既製品＊設備工事

鏡12

13 棚 メラミン合板フラッシュ
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開口枠3方枠
竪枠：御影石厚25㎜

マグサ：ステンレス厚1.5㎜焼付塗装

沓摺 御影石厚30㎜

849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3467

エィシーエヌ
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ケイカル板厚6㎜+ＥＰ
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7 柱根巻
モルタル金コテ
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押し出し成形セメント板厚60㎜+2ＵＥ

開口沓摺

1/50
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外装薄塗材Ｅ多彩陶石キャスト状仕上げ
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外装薄塗材Ｅ多彩陶石キャスト状仕上げ

展開図　ハートフルトイレ・機械置場
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竪枠：御影石厚25㎜

マグサ：ステンレス厚1.5㎜　焼付塗装

御影石厚30㎜

御影石厚25㎜

849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地
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FAX　0954-36-3467
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展開図　観光案内所・物産展示室
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観光案内所　・物産展示室符号
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ブラインドボックス

アルミサッシ

ロックウール吸音板厚12㎜

プラスターボード厚9.5㎜下地

アルミ

7 ピクチャーレール アルミ壁付 フックは部屋全体で30個

ホモジニアスビニルタイル厚2.5㎜

下地プラスターボード厚12.5㎜
アルミ複合パネル厚3㎜

6,483.5 8,510.5

50 1,600

3-C3-02-C

16,094.7

2
,
10

0

50

6

22

44 4

3 3

3,
0
0
0

天
井

高

9,607.9 600

C-3 B-3 芯

22

4

開放

ａ～ａ　断面図

ａ

9,607.9

C-3

2

600

B-3芯

2

4

開放

ｂ～ｂ　断面図

ｂ

ｂ

ＪＲ側の工事範囲壁

幅木 ＪＲ側の工事範囲

あ

い

い

あ

あ

2

E-mail　fuiｃｈi@ｓｉｌｋ．ｐｌａｌａ．ｏｒ.jp

854

3
,3

0
0

30
0

854 246

1,100

3,
0
0
0

天
井

高

芯

790.3

芯

3
,0

0
0

天
井

高

790.3

芯

3
,0

0
0

天
井

高

790.3

6

3

2
,9

9
0

②通り西
Ｃ通り北

②通り東 ③通り東

Ｂ通り南

2
80

28
0

4

4

御影石ｈ＝100

い

＊ラチ外の納まり　割付はＪＲ側に合わせる

消火器収納ＢＯＸ（設備）

消火器収納ＢＯＸ（設備）

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-34-3467

エィシーエヌ
849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地
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展開図　観光案内所・物産展示室・湯沸室
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ホモジニアスビニルタイル厚.5㎜

下地プラスターボード厚12.5㎜

プラスターボード厚9.5㎜下地

ロックウール吸音板

　観光案内所・物産展示室（会議室　物置）

アルミ複合パネル厚3㎜
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下がり壁
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ｽﾁｰﾙ粉体塗装厚0.6㎜
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Ｈ625+265　Ｄ＝520

木製キャビネット、木製扉　メラミン樹脂化粧板
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は設備工事に含む

12 下がり壁

湯沸室

電灯分電盤兼電話端子盤13

クッションフロアーシート厚2.5㎜

化粧ケイカル板厚6㎜

14 ＯＳ　ＣＬ塗り開口木枠

＊厨房機器及び水切廻りはシーリング
＊壁の出隅：アルミ出隅役物取り付け

フカシ天井：ケイカル板厚6㎜+ＥＰ

不燃枠：設備工事
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北（会議室　物置の湯沸室側）

西（会議室　物置の外壁側）

御影石Ｈ＝100

消化器収納ＢＯＸ（設備）

角当：カラーアルミ

木製キャビネット、木製扉　メラミン樹脂化粧板、サイドパネル付

塩ビＨ100

849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地

FAX　0954-36-3467

TEL　0954-36-3466

エィシーエヌ
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展開図　観光案内所・物産展示室　屋外通路（温泉参道）
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押し出し成形セメント板厚60㎜+外装薄塗材Ｅ

4

4
観光案内所　・物産展示室（物置側）観光案内所　・物産展示室
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北
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西（会議室　物置側間仕切面） 西（湯沸室方向）
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カラーステンレス

真鍮

御影石ｈ＝100

300角タイル

C3A

ロックウール吸音板厚12㎜

8

8
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押し出し成形セメント板厚60㎜+外装薄塗材Ｅ壁
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6 ブラインドボックス

ホモジニアスビニルタイル厚2.5㎜

アルミサッシ

プラスターボード厚9.5㎜下地

ロックウール吸音板厚保12㎜

アルミ

アルミ複合パネル厚3㎜　

下地プラスターボード厚12.5㎜

建具

御影石ｈ＝100

室名札8

8

8 4

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3466

エィシーエヌ

849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地

Ａ－36

ピクト
サイン

説明板10

10
9 9

2
,
10

0



　特記事項 日
　
付

担
　
当

工
事
名

図
　
名

縮
　
尺

図
　
番

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所
　Ｐ．Ｃ．ＮＯ

一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一

E-mail　fuiti@po.saganet.ne.jp

　特記事項 日
　
付

担
　
当

工
事
名

図
　
名

縮
　
尺

図
　
番　Ｐ．Ｃ．ＮＯ

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所
一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一

E-mail　fuiti@po.saganet.ne.jp

　特記事項 日
　
付

担
　
当

工
事
名

図
　
名

縮
　
尺

図
　
番　Ｐ．Ｃ．ＮＯ

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所
（仮称）観光交流センター建設工事 1/50

3
,
0
00

天
井

高

2-Ｂ

720190

2-Ｃ

南

2-C

9,593.7

1,600

3
3

北

天
井

高
3,

0
00

9,607.9

3 3

床

壁

天井

床

巾木

壁

天井

符号

3

4

建具

ラチ外コンコース

2,
9
75

4

22

B-3 C-3 芯

3

3

開放
ラチ外コンコース

展開図　温泉参道・ラチ外コンコース　

6 室名札

あ

い

A-3

開放

電動シャッター

西

（温泉参道入り口）（温泉ぎゃらりー入り口）

床

巾木

壁

天井

床

巾木

壁

天井

符号

1

2

3

4

5

建具 アルミサッシ

ロックウール吸音板厚12㎜

プラスターボード厚9.5㎜下地

下地プラスターボード厚12.5㎜

室名札 木製：天井吊6

温泉参道（屋内通路）

2,800

西

2,440

33

（温泉ぎゃらりー））

2,800

開放

電動シャッター

シャッターＢＯＸ

（温泉参道） （温泉ぎゃらりー））

東

（温泉参道）

4

4＊別図参照

＊別図参照

シャッターＢＯＸ

2

＊別図参照

壁壁あ

い 巾木

＊ラチ外の納まり、割付はＪＲ側に合わせる

7 防煙垂壁

アルミサッシ

下地プラスターボード厚12.5㎜

木製

ＪＲ側の工事範囲

ＪＲ側の工事範囲

＊ラチ外の納まり、割付はＪＲ側に合わせる

壁壁あ

い 巾木

ＪＲ側の工事範囲

ＪＲ側の工事範囲

7 防煙垂壁

7

ラチ外コンコース

800

3-C

あ

い

800

800 7,883

＊ラチ外の仕上げは想定による。ゆえに施工前に確認のこと。

4

アルミ複合パネル曲げ加工

30
0

32
5

1,600

4

ＪＲ側の工事範囲

ＪＲ側の工事範囲

天
井

高
3
,
00

0

2
,
47

0
5
30

30
0

7

2
,
99

0

6

6

A3A

700.311,455.9

3
,3

0
0

Ｊ
Ｒ

側
天

井
高

あ

い

22,554.1

790

ＪＲ側の工事範囲

66

6

300角タイル

御影石Ｈ＝100

849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3467

エィシーエヌ

Ａ－38

アルミ複合パネル厚3㎜

アルミ複合パネル厚3㎜



表 示 記 号

鉄 筋 径 D10 D13 D16 D19 D22 D25

曲げ角度

135゜

90゜

180゜

形　　状 鉄筋種別
曲げ内法
寸法(D)

備　　考

d
D

d
D

d

D

SD295A
SD345

同　上

同　上

4d以上

4d以上

4d以上

4d以上

6d以上

係員の指示する梁
のSTPにのみ使用
する。

曲げ角度 形　　状 使用箇所 鉄 筋 径 曲げ内法寸法(D)鉄筋種別

SD295A
SD345

同　上

同　上

d

D

4d以上

5d以上

6d以上

全て

D16以下
90゚ 以下

土に接し
ない部分

土に接す

る部分

構 造 部 分 の 種 別 か ぶ り 厚 さ 備　　考

床版,非耐力壁

柱,梁,耐力壁

擁壁,耐圧床版

柱,梁,床版,壁

基礎,擁壁,耐圧床版

下記以外

屋外仕上無

仕 上 有

仕 上 無

20

30

30

40

40

40

60

ａ

ａ

ａ：かぶり厚さ

 § .2  鉄 筋 径 表 示 記 号

 § .3 鉄 筋 の加 工 要領

3－ 1 鉄 筋 の 折 曲 げ 規 準

ａ ) 鉄 筋 末 端 部 の 形 状

ｂ ) 鉄 筋 中 間 部 の 形 状

3－ 6 鉄 筋 の 最 小 か ぶ り 厚 さ

鉄 筋 径 間隔（ａ）

D16

D19

D22

D25

60

45

55

70

の形状

HOOP及びDIA･HOOP

ａ

ａ ａ

ａ

ａ

6ｄ以上

45 以゚内

6ｄ以上

Ｂ

Ｄ

(3-6表＋10)

の寸法

※B及びDはリスト

※ａはかぶり厚さ

3－ 7 鉄 筋 の 最 小 間 隔 （ ２ 段 配 筋 の 場 合 ）

ｌ

ｌ

ｌ

余長(ｌ)

   STP

D29 D32

80

85

D29

D32

杭頭部の補強場所打ちコンクリ－ト杭

Φ

200以上

8
00

-1
00

0
1
00

以
上

はつり部分

杭
主

筋
 
4
0d

余
盛

コ
ン

ク
リ

－
ト

杭間隔＝２Χ Φ かつ　　＋1000以上Φ

重
ね

継
手

 
45

d

スペ－サ－

フラツトバ－＠ 3000

（各4ｹ所）

HOOP筋の継手は片側溶接

10d又は重ね継手40d

150以下

150以下

〟
〟

150以下

設計ピツチ以下

第１帯筋

第１帯筋

１．第１帯筋は、梁面に入れる

２．Ｗ型で現場溶接をする場合は主筋の位置をさける

３．フツクおよび継手の位置は、交互とする

Ｈ型（タガ型）

6d

135°

ロ 型

日 型

型目

6d4d

6d

8
d

10d以上

5d以上

2d 2d

5d Ｌ

Ｌは片面溶接10d

両面溶接は5d以上

Ｗ型（溶接型） Ｓ型（スパイラル型）

Ｌ

12d

12d

Ｌは中間部50dかつ300以上

末端部の添巻は1.5巻以上

３ ） 帯 筋

15d

12d

Ｌ

Ｌは50d以上かつ30㎝以上とする

４ ） ２ 段 配 筋

ａ

柱主筋　1.7d≦ａ≦50

ａ ａ

6Φ－ ＠1000

6Φ－ ＠1000

ａ

Φ

ａ

4d 4d

ⅰHOOP

ⅱ床．壁

ⅲ上記以外

ｄ≧D29

ｄ≦D25

8d以上

10d以上

　特記事項 日
　
付

担
　
当

工
事
名

図
　
名

縮
　
尺

図
　
番

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所
　Ｐ．Ｃ．ＮＯ

一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一

種　　別

規 格 等 適　　　用

1－ 4 そ の 他 の 材 料 等

鉄 筋 コ ン ク リ － ト 造 構 造 標 準 図

1－ 3 基 礎 種 別

 § .1 使用材料等

1－ 2 コ ン ク リ － ト

1－1 鉄　筋

種　　別

S D 2 9 5 A

S D 3 4 5

J I S

同 上

： 2

本図面は、一般の鉄筋コンクリ－ト造建物及び鉄骨造の鉄筋コンクリ－ト部分用とする。

本図面以外の構造図に指示のある場合は、その指示による。なおその他明示のない場合は、

係員の指示による他、「建築工事共通仕様書」（公共建築協会）、　又は、「ＪＡＳＳ．５」

（日本建築学会）、に準ずる。

杭打基礎 ：

KN/m

1－ 5 材料試験等

鉄筋種別

SD295A
SD345

設計強度

フックなし フックあり

ｺﾝｸﾘｰﾄの
Ｌ1及び

継  手
Ｌ2

床版下端

Ｌ1及び

継  手
Ｌ 2

Ｌ 3

小梁下端 床版下端

Ｆ

Ｆ
以　上

45ｄ 40ｄ 25ｄ

40ｄ 35ｄ 同上 同上

150以上
10ｄかつ

35ｄ

30ｄ

30ｄ

25ｄ

15ｄ

同上

{

70 以゚上
d

《圧接後》《圧接前》

{

{

偏芯：0.2d 以下

ふくらみ：1.4d 以上

註2) 径の異なる重ね継手は細い方の径による。

梁主筋の内、出隅部分にある重ね継手

柱主筋の内柱頭４隅、及び、４隅の重ね継手

HOOP.STP.巾止メ筋.DIA・HOOP

全ての普通丸鋼

3－ 2 フ ッ ク の 必 要 な 箇 所

註1) 端部のフックは、定着及び継手長さには含まない。

圧 接 部 の 形 状

煙突の鉄筋

Ｌ 3

小梁下端

3 以下

柱

梁

フツクが必要。

下図の　　印の鉄筋の重ね継手の末端には

間隔

ｄ０ ｄ０

あき

3－ 3  鉄 筋 の あ き

普通丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値

1.5ｄ以上、粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25以上

間隔

ｄ０ ｄ０

あき

異形鉄筋 普通丸鋼

重ね継手

圧接継手

3－ 4 鉄 筋 の 定 着 及 び 継 手 長 さ

3－ 5 鉄 筋 継 手 の 間 隔 及 び 形 状

    ガ ス 圧 接 継 手 の 有 無

c= 18

c= 21

註3) D35以上の異形鉄筋は、原則として重ね継手としてはならない。

直接基礎 杭打基礎

100

基礎接合部の補強筋

150以上

Ｌ2

Ｌ2

0～500

STP＠に同じ

150以上

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

500～1000

100

1.5・D

600

D

ＰＣ鋼材カット

底板(市販品)

中埋めコンクリ－ト(ベ－スと同強度)

補強筋：

HOOP：D10＠100

3－D13

100

1.5・D

600

D

ＰＣ鋼材カット

底板(市販品)

中埋めコンクリ－ト(ベ－スと同強度)

補強筋：

HOOP：D10＠100

L

所 定の 位 置に止 まつ た場 合 所定 より低 く止 ま つた 場合

杭 径

補 強 筋

Φ
300

Φ Φ Φ Φ Φ
350 400 450 500 600

 6－D13 8－D13 10－D13 8－D16 10－D16

杭頭部の補強ＰＣパイル,ＰＨＣパイル

ベ タ 基 礎

Ｌ1

≧
1
5d

Ｌ
2
 ｏ

r 
L
3 2

1

7
0

4
0

ａ

１

ハンチを付けた場合（ａ≧３）

1. 耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

２. １　の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする。

３. ２　の鉄筋はＤ１３以上とする。

４. 埋戻し土のある場合は４０を７０とする。

3－D16

15d

Ｌ2

ｄ

ｌ ｌｄｄ≧　　ｂ＋ｄを基本とする

ｌ

必要付着長さ

ｄｂ：鉄筋応力度の2/3に対する

ｄ

末端にフﾂクを設ける。

以上曲げ上げ、さらに

b20ｄ　以上

b90゜折曲げとして20ｄ

 § .4 基礎 配筋

5－1  柱

Ｈ0

Ｈ0/4

4隅フック付

(柱主筋継手範囲)

400以上

Ｌ2
1

6以上

あげる

130～150
150以上

Ｌ2

Ｈ0/2+15d

400以上

Ｈ0/2+15d

e

150以上

Ｌ2

D
Ｌ2

※ e/D＞1/6のとき

註) 点線はDIA･HOOPを示す

500以上

 § .5 軸組配筋 図

HOOP筋径を1サイズ

１）柱主筋の継手 ２）柱主筋の定着

（仮称）観光交流センター建設工事

鉄筋コンクリート造標準図

直接基礎

Ｎ・Ｄ

・特記仕様書による

・特記仕様書による

Ｄ25

型D10＠250W
3－D13

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3467

〒849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地

エィシーエヌ

Ｓ-1

D19、Ｄ22、Ｄ25

Ｄ10、Ｄ13、Ｄ16

適　　　用

21+3Ｎ/㎜2・Ｓ-18

18Ｎ/㎜2・Ｓ-18 捨てコン

18Ｎ/㎜2・Ｓ-18 縁石基礎

設計地耐力　（長期） 200

場所打ちコンクリ－ト杭基礎

地耐力の確認：

土質：礫混じりの砂質土

基礎、地中梁、ピット壁、根廻り、土間、屋外開放通路など全て

1-1期、1-2期、２期工事にて載荷試験各１ケ所を行なう

Ｌ1

Ｌ1

ａ ＞
＝ 400ａ

Ｌ1

0.5Ｌ1

Ｌ1

Ｌ1

0.5Ｌ1
Ｌ1 ａ

＞ａ
＝ 0.5Ｌ1

60

60

60



1 － 7  塗 装
鋼材の種類、溶接材料、入熱及びパス間温度の組合せは、下表の通りとする。

 § .4 柱 ･梁 接 合 部 及 び 継 手

 §.6 柱　脚

6－ 1 ピ ン 柱 脚
2
又は

3

1

ﾗｲﾅ-ﾓﾙﾀﾙ
径200程度

ｺﾝｸﾘ-ﾄ表面のﾚｲﾀﾝｽ等を取り除いた

後､調合(容積比)ｾﾒﾝﾄ1:砂1の堅練り

ﾓﾙﾀﾙを平らに仕上げる。

ﾓﾙﾀﾙを後詰めする場合は､空隙ので

きない様に充填する。

ｱﾝｶ-ﾌﾚ-ﾑを使用する場合の詳細図は

別図による。

アンカ－ボルトに施工誤差を生じた場合

30

ｔ

補強Ｐ(座金をかねる)L

BASE.ＰL

ｱﾝｶ-.BOLT

L

 § .7 そ の 他

7－ 1  貫 通 孔 補 強

Ｈ Ｈ

Ｈ Ｈ

3･∮以上

∮

3･∮

3･∮
∮

の1/2以上
L LＰ厚さはＷ.Ｐ厚さ

∮

3･∮

L LＰ厚さはＷ.Ｐ厚さの1/2両面

3･∮

∮

L LＰ厚さはＷ.Ｐ厚さ
と同厚両面

Ｈ

1/4H

1/2H

1/4H

6 65

300

RB13∮＠300

ｔはBASE.Ｐ厚の1/2以上かつ6以下

Ａタイプ（∮≦0.1H ） Ｂタイプ（ 0.1H＜∮≦0.2H ）

Ｃタイプ（ 0.2H＜∮≦0.3H ） Ｄタイプ（ 0.3H＜∮≦0.4H ）

特記なき限り補強方法は上図によるが

孔径(∮)は0.4H以下とし､そのピッチは

3･∮以上とする。

スリ－ブは梁成の中央1/2の範囲(右図)

とする。

7－2 デッキプレ－ト床の納まり(合成床版の場合は別図による)

ア－クスポット溶接 ア－クスポット溶接

180゜フック付

7－3 鉄筋コンクリ－ト床版シャ－コネクタ－

すべて二重ナット

後詰めﾓﾙﾀﾙ

W W

W

溶接方法

㎜ ｔ Gθ

゜456＜t＜12

溶接姿勢 Ｆ．Ｖ

゜

゜

35

35

6

9

9

6

9

9

ｔ1 L

5

5

8

Gθ

゜45

゜

゜35

6

9

6

9

9

ｔ1 L

5

5

8

45 6

SACMC.GC.SGC

ｆ＝t/4

12≦t＜16

16≦t

W

（裏はつり後溶接）

溶接姿勢 Ｆ．Ｈ．Ｖ．Ｏ

溶接方法

㎜ ｔ

MC.GC.SGC.AAG SAC.AAG

G R θ G R

Ｆ

0 2

0 6

゜

50

45

ｔ

1

2

D

D
G

R

f1

f2

B

B

1

2

θ

θ

1

2

θ

゜

1 2

60

゜

θ θ1 2

゜60

1D 1D2D 2D

2/3(t-R)

2/3(t-R)

1/3(t-R)

1/3(t-R)

Ｔ形突合せ継手余盛 

のど厚 ㎜ ｔ 余盛の高さ ㎜ 

t≦4

4＜t≦12

12＜t≦19

t＞19

1

2

3

4

t≧16

t≧19

9

Ｓ

ｔ

θ

φ

B

S

φ

B

13 16 19

7 8 9 10

4 4.5 5 6

溶接棒角度　　は

9

θ

W 10

22

11

7

25

12

8

ﾌﾚｱ-溶接長は、鋼板に接する全長とする。

㎜ ㎜ ㎜ 9    ～16    は１ﾊﾟｽ以上、19　   以上は2ﾊﾟｽ以上とする。

30°～40°とする。

現 場 溶 接 継 手

断 面

裏当て柱溶接後切断

建方用ﾎﾞﾙﾄ
構造図による

W

W

9

10

*両側に補強すみ肉溶接を付加する。

（5） 溶接材料と入熱パス間温度 ( JＩS  Z3312-1999 )

１

２

３

溶 接 条 件 適用鋼材の引張強さ

入 熱 パス間温度
( KJ/㎝ ) ( ℃ )

400N/㎜  級2 2 2490N/㎜  級 420N/㎜  級

15～20 ≦150

15～30

15～40

≦250

≦350

YGW-11.15.18.19

YGW-11.15.18.19

YGW-11.15.18.19

YGW-11.15.18.19

YGW-11.15.18.19

YGW-18.19

YGW-18.19

YGW-18.19

＊

断 面

柱  角形鋼管 の 場合

B B

B B

A A

A A

G

ＰL板厚の２サイズ以上L通しＰ : 梁Ｆ.

注）現場溶接は原則として超音波探傷試験を100％行う

　特記事項 日
　
付

担
　
当

工
事
名

図
　
名

縮
　
尺

図
　
番

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所
　Ｐ．Ｃ．ＮＯ

一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一

種　　別

規 格 等種　　別 適　　　用

適　　　用

 § .1 使用材料等

1－ 2 コ ン ク リ － ト

1－1 鉄　筋

規 格 等 備　　考

1－ 4 基 礎 種 別

1－ 5 そ の 他 の 材 料 等

種　　別

1－ 3 鋼 　 材

本図面は、一般の鉄骨造建物に適用する。本図面以外の構造図に指示のある場合は

その指示による。なおその他明示のない場合は、係員の指示による他、「建築工

事共通仕様書」(公共建築協会)､又は､｢ＪＡＳＳ.６｣(日本建築学会)､に準ずる。精

度に関しては｢鉄骨工事精度標準｣(日本建築学会)による。

鋼　　　材

高力ボルト

ボ　ル　ト

SD345 JIS

 □ＱＬデッキ　

1－ 6  屋 根 、 床 、 壁

 □　折　　版 Ｈ＝ 厚＝

 □ＡＬＣ版　

　□　150 　□　190

 □コンクリ－ト壁 　□　150 　□　200

JIS G 3352 亜鉛メツキ（Ｇ）　Ｚ１２

防 錆 塗 装

防錆塗装の範囲は、高力ﾎﾞﾙﾄ接合の摩擦面及びコンクリ－トで被覆される以外の部分とする。

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ

錆止めペイントを使用し２回塗りとする。

1 － 8  鉄 骨 工 事

１）工事監理者の承認を必要とするもの

 □　工作図

 □　頭付スタツド

２）工事監理者に検査事項を連絡し確認を受けるもの

 □　現寸検査  □　製品検査

３）溶接及び接合部を検査し工事監理者に報告すること

検 査 箇 所

突合せ溶接 部

検 査 方 法
検査率又は検査数

自 主 第三者 工事監理者

超音波探傷試験
個 個

100 ％ 100 ％外観（目視）検査
ﾋﾞ-ﾄﾞ､　われ､　ｱﾝﾀﾞ-ｶﾂﾄ

ｵ-ﾊﾞﾗﾂﾌﾟ、余盛､　ｻｲｽﾞ他

JISSD295

注）　第三者検査とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が受入検査を代行させるために

自ら契約した検査会社をいう。

特 記 事 項

：□ＳＤＰ１Ｇ ：□ＳＤＰ２Ｇ：□ＱＬ９９-５０-１２

：形式

：厚＝

 □コンクリ－トブロツク（ＣＢ） ：□　Ａ種  □　Ｂ種

：厚＝　□　120

 § .3 溶 接 接合

エンドタブ

Ｌ≧35かつ薄い方の板厚の2倍以上とする。

Ｌ

スカ－ラップ

Ｒ＝35を標準とする。

Ｒ

ｒ=10

ｒ=35

3－ 1 溶 接 施 工

溶接部の両端に継手と同じ形状のｴﾝﾄﾞﾀﾌﾞを取り付ける。

ｴﾝﾄﾞﾀﾌﾞの材質は、母材と同質とする。

裏当て金

材質は、SS41 規格品とする。

裏はつり

基準図の溶接において裏はつりと記載のある部分は全て、

溶接監理者の確認を励行し、部材に確認マ－クをつける。

開先面の養生

現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。

又、開先部をいためない様に、養生を行う。

溶接方法

ｱ-ｸ手溶接 ｶﾞｽｼ-ﾙﾄﾞｱ-ｸ溶接

ｾﾙﾌｼ-ﾙﾄﾞｱ-ｸ溶接 ｻﾌﾞﾏ-ｼﾞｱ-ｸ溶接

ｱ-ｸｴｱ-ｶﾞｳｼﾞﾝｸﾞ

（ＳＧＣ）

（Ｍ Ｃ） （Ｇ Ｃ）

（ＳＡＧ）

（ＡＡＧ）

首下長さ
締付け長さ

余長

 H.T.B
締め付け長さに加え
る長さ

30以上

35 〃

40 〃

ｅ2

ｅ1 p p〃

p

ｅ1

ｅ2

呼　び　径

孔　　　径 17.0 21.5 23.5

60 60 70

35 40 45

25 30 35

p

ｅ1

ｅ2へりあき( 1.5･d )

Ａ

Ｂ

2

ｇ1

ｇ ｇ1

Ａ

Ｂ

ｇ12ｇ 2ｇ

Ａ

Ｂ

ｇ1

1 ｇ1 ｇ12ｇ 2ｇＢ Ｂ最大軸径 最大軸径 最大軸径Ａ又はＢ

  60

  65

  70

  75

  80

  90

 100

 125

 130

 150

30

ｇ

35

35

40

40

45

50

55

50

50

55

35

40

55

16

16

20

20

22

22

24

24

24

24

24

  125

  150

  175

  200

  250

  350

  400

 60

 75

 90

105

120

150

150

140

140

40

70

90

16

16

22

22

24

24

24

24

24

  65

  70

  75

  80

  90

 100

30

35

40

40

45

50

55

16

20

20

22

22

24

24

50** 100** 50**

300*

*

** 印欄のｇ及び最大軸径の値は、強度上支障

がないとき最小縁端距離の規定にかかわら

ず用いる事ができる

 § .2 ボルト接合

2－1 H.T.B ※トルクコントロ－ルボルトの場合はメ－カ－規格による

M16

M20

M22
(ボルト長さ)

(ネジ山3山以上)

ボルト接合面の処理

締付け摩擦面は、母材においては平グラインダ－掛け、スプライスプレ－トに

おいてはショット掛けを行い、黒皮を除去し一様に赤サビを生じさせる。

2－ 2 H.T.Bのピッチ

はしあき(   2･d )

ピ ッ チ(   3･d )

M16 M20 M22

2－ 3 型鋼のゲ－ジ

Ｂ＝300はチドリ打ちとする

脚長(S)

  0≦S'-S≦3   S : 設計サイズ

               S': 実際サイズ

16

7 9 12

1 2

 0≦ｆ≦0.4S かつ 4㎜ 

ｔ

ｔ

（2） 部分溶け込み溶接

1 1D D

1

θ＝60゜ θ＝60゜

D 1 ≧ t/3

 t≦t1

 t≦16㎜ 

ｔ

溶接姿勢 Ｆ．Ｖ

 t＞16㎜ 

*両側に補強すみ肉溶接を付加する。

W 2

（使用箇所に注意）

（ 3）  突合せ溶接

ｔ

溶接姿勢

W
ｔ

G＝0

S

S

G

f

G＝t/2､(t/3)

0.5≦f≦3

溶接方法

 t＜6㎜ 

Ｆ．Ｈ．Ｖ．Ｏ

MC.GC.SGC.AAG.( )内はGC SGC

3

W 4

6 8 10

ｔ R

G

θ

B

f

（裏はつり後溶接）

溶接姿勢 Ｆ．Ｈ．Ｖ．Ｏ

ﾋﾞ-ﾄﾞ巾Ｂ 余盛　ｆ

B＜15 0.5≦f≦3

0.5≦f≦4

0.5≦f≦4/25B ≧ 25

溶接方法

㎜ ｔ

MC.GC.SGC.AAG SAC.AAG

G R θ G R θ

Ｆ

0 2

0 6

゜

゜50

45

W

（裏はつり後溶接）

溶接姿勢 Ｆ．Ｈ．Ｖ．Ｏ

溶接方法

㎜ ｔ

MC.GC.SGC.AAG SAC.AAG

G R θ G R

Ｆ

0 2

0 6

゜

50

45

5
ｔ

1

2

D

D
G

R

f1

f2

B

B

1

2

θ

θ

1

2

θ

゜

1 2

60

゜

θ θ1 2

゜60

1D 1D2D 2D

2/3(t-R)

2/3(t-R)

1/3(t-R)

1/3(t-R)

ｔ

6以上

G

25以上

θ
f

L L

B

余盛 ｆ

R≦2

溶接方法

㎜ ｔ Gθ

゜45

MC.SGC

6＜t＜12

溶接姿勢

t＞19

Ｆ．Ｖ

゜

゜

35

35

6

9

9

6

9

9

ｔ1 L

5

5

8

Gθ

゜45

゜

゜35

6

9

6

9

9

ｔ1 L

5

5

8

45 6

SAC

余盛 :ｆ は W4 に準ず

W 6

ｔ(ｔ とｔ の小さい方) 11 12.13 14.15

11

 t/4≦S≦10㎜  

  S : 設計サイズ

板厚の異なる場合

ａ≦4

5以上
１ ａ＞4

板厚の異なる場合

ａ≦4

5以上
１ ａ＞4

（  平 継 手 ）

15≦B＜25

6≦t＜12

12≦t＜19

6≦t＜12

12≦t＜19

12≦t≦19

W

W

W

W

W

2

3

4

5

6

S1

S2 6 7 8 9 10

6以下

4 5

7.8 9.10

ｔ

6以上

G

25以上

θ
f

L

B

R≦2W 8

*補強すみ肉溶接を付加する。

W

ｔ

θ

f
（裏はつり後溶接）

溶接姿勢 Ｆ．Ｈ．Ｖ．Ｏ

溶接方法

㎜ ｔ

MC.GC.SGC.AAG SAC.AAG

G R θ G R θ

Ｆ

0 2

0 6

゜

゜

45

ｆ＝t/4

f

60

R

G
*両側に補強すみ肉溶接を付加する。7

6≦t＜12

12≦t＜19

W 8

（ 4）  突合せ溶接 （  Ｔ 継 手 ）

W 7

ピ ン 接 合 連 続 梁 剛 接 合

 § .5 梁継 手 及 び仕 口

5－1 剛　接

Ａ ｌ

5ｅ1

2
ｐ

ｐ

ｐ

ｅ1

ｅ1

ｌ1

Ｂ ｇ1

ｅ1 ｐｐ ｅ1

5

ｌ3

L L

5－ 2 小 梁 仕 口

ｅ1

ｅ1

ｅ1

ｐ

10

Ｇ.ＰL

Ｆ.Ｐ､Ｗ.Ｐ面で段差が1.0をこえる

フィラ－プレ－ト

場合はフィラ－プレ－トを入れる。

（仮称）観光交流センター建設工事

鉄骨造構造標準図

Ｎ・Ｄ

鉄 骨 造 構 造 標 準 図 3－ 2 開 先 形 状

・特記仕様書による

 ■　Ｃ種

錆止めペイントはＪＩＳ　Ｋ５６２2を２回塗りを標準とする。

W

（ 1）  隅肉 溶接

ｔ

S

余盛:

ｔ

G＝0 S

W 1
W 1

2

1
1

70％ 30％

 ■　製作工場  ■　製作要領書  ■　施工計画書  ■　社内検査表

 ■　材料規格証明書又は試験成績書（　　　　　　  　　　　　　　  　　　　　　　　　　　） ■　鋼材  ■　高力ボルト

 ■　組立、開先検査  ■　建方検査

 ■　溶接部及び接合部の検査報告

30％

〒849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3467

エィシーエヌ

Ｓ-2

　□　180

： 厚＝　　■　100

 ■　建設省告示第１１０３号による認定工場（大臣認定　Ｊ　グレ－ド、都道府県　　　ランク）

・鉄筋コンクリート造標準図参照

・鉄筋コンクリート造標準図参照

・鉄筋コンクリート造標準図参照

・鉄筋コンクリート造標準図参照

・鉄骨断面リスト参照

・鉄骨断面リスト参照

・鉄骨断面リスト参照

注） コンクリ－トに埋め込まれる部分も塗装、但しコンクリ－トとの接蝕面で、コンクリ－トと

一体とする設計仕様になつている部分である主柱ベース底及び間柱ベース底は、塗装をしない。



　特記事項 日
　
付

担
　
当

工
事
名

図
　
名

縮
　
尺

図
　
番

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所
　Ｐ．Ｃ．ＮＯ

一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一
（仮称）観光交流センター建設工事

　　サイズ

　　上端筋

　　下端筋
　　Ｓ．Ｔ

　　腹　筋

　　幅止筋

　　断　面

　　位　置

　　記　号

　　サイズ

　　上端筋

　　下端筋
　　Ｓ．Ｔ

　　腹　筋

　　幅止筋

　　断　面

　　位　置

　　記　号

　
中央

4-Ｄ13

Ｄ10＠600

中央

350×1000

4-Ｄ13

Ｄ10＠600

中央

350×1000

4-Ｄ13

Ｄ10＠600

中央

350×1000

4-Ｄ13

Ｄ10＠600

ＦＧ１3

基準高13.800

Ｂ.Ｌ

1
,
00

0
1
70

5
0

1
5
0
5
0

基準高13.800

Ｂ.Ｌ

1
,0

0
0

1
70

5
0

1
5
0
5
0

割り栗石

　　　　　　地中梁リスト

ＦＧ１1

外端 内端

中央

350×1000

両端

4-Ｄ13

Ｄ10＠600

中央

350×1000

両端

4-Ｄ13

Ｄ10＠600

ＦＢ１1 ＦＢ１2

中央

350×1000

両端

4-Ｄ13

Ｄ10＠600

Ｄ10＠600

Ｄ10＠600

地中梁リスト

1/30

8-Ｄ25 8-Ｄ25

Ｄ10＠600

Ｄ10＠600

現況地盤高13.200

現況地盤高13.200

6
0
0

8
20

8
20

6
00

ＦＧ12

外端 内端

　ＦＧ24　

内端 外端 中央

350×1000

4-Ｄ13

Ｄ10＠600

内端 外端

　ＦＧ25　

中央

350×1000

Ｄ10＠200

4-Ｄ13

Ｄ10＠600

両端

370×1000

370 350

450470

　ＦＧ16　ＦＧ26　ＦＧ36　

38
0

ＦＢ１3

全断面

2-Ｄ16

2-Ｄ16

Ｄ10＠200

5
0
0

5
0

1
70

1
50

5
0

250

350

3
2
0

6
00

1
2
0

38
0

ＦＢ34ＦＢ14　ＦＢ24 ＦＢ25　ＦＢ35

5
0
0

5
0

1
70

1
50

5
0

3
2
0

6
00

全断面

250×500 350×500

3
8
0

12
0

350

450

2-Ｄ16

2-Ｄ16

Ｄ10＠200

中央

350×1000　　サイズ

　　上端筋

　　下端筋
　　Ｓ．Ｔ

　　腹　筋

　　幅止筋

　　断　面

　　位　置

　　記　号

基準高13.800

Ｂ.Ｌ

1
,0

0
0

1
70

5
0

1
50

5
0

現況地盤高13.200

8
20

6
00

　ＦＧ17　

外端 内端

内端外端

Ｄ13＠150

8-Ｄ25 8-Ｄ25

Ｄ10＠600

次期工事用鉄筋の延長寸法

5
0

1
70

600

1,000

1期工事エリヤ 2期工事エリヤ

2期工事エリヤ 3期工事エリヤ

根廻り立上り

地中梁

下記以外の鉄筋延長

ＦＧ梁主筋の延長

基準高13.800

Ｂ.Ｌ

8-Ｄ25

8-Ｄ25

8-Ｄ25 8-Ｄ25

7-Ｄ25

6-Ｄ25

6-Ｄ25

6-Ｄ25 7-Ｄ25

5-Ｄ25 5-Ｄ25

6-Ｄ25

6-Ｄ25

5-Ｄ25 5-Ｄ25

5-Ｄ25 6-Ｄ25

7-Ｄ25 5-Ｄ25

5-Ｄ25

5-Ｄ25

5-Ｄ25

6-Ｄ25

4-Ｄ25

3-Ｄ25

3-Ｄ25

4-Ｄ25

4-Ｄ25

4-Ｄ25

4-Ｄ25

5-Ｄ25 4-Ｄ25

3-Ｄ25

4-Ｄ25

3-Ｄ25

3-Ｄ254-Ｄ25

7-Ｄ25

4-Ｄ25

4-Ｄ25

3-Ｄ25

3-Ｄ25

7-Ｄ25 7-Ｄ25

5-Ｄ25 4-Ｄ25

5-Ｄ25

3-Ｄ25

6
20

土間及びスラブ

Ｄ10＠150 Ｄ10＠150Ｄ10＠150Ｄ13＠150 Ｄ10＠150

Ｄ10＠150 Ｄ10＠150 Ｄ10＠150 Ｄ10＠200Ｄ10＠200 Ｄ10＠200

Ｄ10＠200

4-Ｄ13

Ｄ10＠600

〒849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3467

エィシーエヌ

Ｓ-5



Ｌ-100×100×7

ＢＯＸ受

ＰＬ-6　ＨＴＢ2-Ｍ16□-75×75×2.3

Ｂ25　Ｂ15　
Ｂ35　

ＰＬ-6　ＨＴＢ2-Ｍ16□-100×100×2.3

Ｇ １

日
　
付

担
　
当

工
事
名

図
　
名

縮
　
尺

図
　
番

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所
　Ｐ．Ｃ．ＮＯ

一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一
（仮称）観光交流センター建設工事

鉄骨リスト

Ｇ ２
Ｇ ３

Ｇ１Ａ Ｇ2Ａ
Ｇ3Ａ

ＫＢ21

ＫＢ22

天井面梁

105 125

ＧＰＬ-9　ＨＴＢ2-Ｍ16

ＧＰＬ-6ＨＴＢ2-Ｍ16

1
5

1
5

40 30 30

外装板

ＧＰＬ-9　ＨＴＢ2-Ｍ16

ＫＢ11

高架橋の梁

北側外壁のみＨ－350×１75×7×11

Ｈ－300×１50×6.5×9

Ｈ－200×１00×5.5×8

Ｈ－350×１75×7×11

　ウェブ２ＳＰＰＬ－6，ＨＴＢ3－Ｍ16
フランジ２ＳＰＰＬ－９，ＨＴＢ６－Ｍ16

フランジ２ＳＰＰＬ－９，ＨＴＢ６－Ｍ16
　ウェブ２ＳＰＰＬ－6，ＨＴＢ3－Ｍ16

　ウェブ２ＳＰＰＬ－6，ＨＴＢ3－Ｍ16
フランジ２ＳＰＰＬ－９，ＨＴＢ６－Ｍ16

フランジ２ＳＰＰＬ－９，ＨＴＢ4－Ｍ16
　ウェブ２ＳＰＰＬ－6，ＨＴＢ2－Ｍ16

Ｃ1 Ｃ2

Ｃ3

Ｐ11 Ｐ21

Ｐ12

Ｐ14

弦材に溶接

ＰＬ-9　ＨＴＢ2-Ｍ16

Ｈ－340×250×9×14
フランジ２ＳＰＰＬ－12，ＨＴＢ６－Ｍ20
　ウェブ２ＳＰＰＬ－9，ＨＴＢ3－Ｍ20

Ｇ1Ｂ Ｇ2Ｂ
Ｇ3Ｂ

ＰＬ-9　ＨＴＢ2-Ｍ16

100130

105 125

Ｈ
-
1
2
5
×

1
2
5
×
6
.
5
×

9

Ｈ
-
1
2
5
×
1
2
5
×
6
.
5
×

9

Ｈ
-
1
0
0×

1
0
0
×
6
×

8

Ｈ-100×100×6×8

記 号 ジョイント
Ｂ11

Ｂ31

Ｂ12
Ｂ32

Ｂ21

Ｂ22

Ｈ11 Ｈ21

Ｈ12

Ｂ33
Ｂ23　

Ｂ14　

Ｂ26　

Ｈ－200×１00×5.5×8

：横向き材　耐風梁

：横向き材　耐風梁
Ｈ－100×１00×6×8

ＰＬ-6　ＨＴＢ2-Ｍ16

ＰＬ-6　ＨＴＢ3-Ｍ16

ＰＬ-6　ＨＴＢ2-Ｍ16

ＰＬ-6　ＨＴＢ2-Ｍ16

Ｈ－300×１50×6.5×9

Ｈ32

鉄骨断面リスト

1/10

□-100×100×2.3

溝型鋼150×75×6.5×9

Ｋ21
Ｈ－200×１00×5.5×8 ウエブ：隅肉溶接フランジ：開先溶接

Ｋ31

Ｋ22
Ｋ32 Ｈ－100×１00×6×8 フランジ：開先溶接 ウエブ：隅肉溶接

Ｐ31

14
0

62
0

7
6
0

□
-
1
0
0
×

1
0
0
×

2.
3

　Ｌ21

　Ｇ2Ｂ

Ｈ21

□-250×250×12

□-100×100×3.2

Ｈ－200×１00×5.5×8

□-150×150×4.5 ＰＬ-6　ＨＴＢ2-Ｍ16

ＰＬ-6　ＨＴＢ2-Ｍ16

ＰＬ-6　ＨＴＢ2-Ｍ16

ＰＬ-6　ＨＴＢ2-Ｍ16

70

梁

柱

25 25

通シ型ダイヤフラムとする

スカーラップ

Ｄ・ＦＰＬ-25×300×300(Ｇ１Ｂ.Ｇ２Ｂ.Ｇ３Ｂ）

フランジ幅100㎜以下は隅切Ｒ＝15㎜とする

ＧＰＬ-6ＨＴＢ2-Ｍ16

溝
型
鋼
　
75
×
40
×
5×

7

溝型鋼　75×
40×

5×7

Ｖ
13
.Ｖ

23
.3
3

ＧＰＬ-6ＨＴＢ2-Ｍ16

Ｂ17
シャッタ

□-100×100×2.3

束
＠900内外

□-75×75×2.3

サ イ ズ部材

天井面梁

ＲＩｂＰＬ-9

＊天井面梁のＧＰＬ厚
ＲＩｂ　ＰＬ-6ｏｒ-9

1,500　内外

天井面梁

Ｖ
１

１
.
Ｖ

２
１

.
Ｖ

3
1

ＰＬ-9　ＨＴＢ2-Ｍ16

ＲＩｂＰＬ-6

Ｐ
Ｌ
-9
　

Ｈ
Ｔ

Ｂ
2
-
Ｍ
1
6

鉄骨：ＢＣＲ295（Ｃマークの主柱）

ＳＮ490Ｃ（通しダイヤフラムＰＬ）

ＳＳ400　ＳＳＣ400　ＳＴＫＮ400（その他）

溶接関係

ＳＮ490Ｂ（裏当て金　エンドタブ）

Ｍ２０ 60 40 30

25

20

35

35

60

40

Ｍ１６

Ｍ１２

サイズ ピッチ ハシアキ ヘリアキ 備 考

ハイテンションボルト、ボルト
ハイテンボルト：Ｓ－１０Ｔ（スベリ係数0.45）

70

70

300

Ｂ17

高架橋の梁

壁ブレース用ＧＬ

壁ブレース用ＲｉｂＰＬ

ＲｉｂＰＬ-6

ＲｉｂＰＬ-9

＊天井面梁のＧＰＬ厚とする

ＲｉｂＰＬ-6ｏｒ-9

1
,
6
6
7

北
側

外
壁

の
み

ｈ
＝

　ウェブ２ＳＰＰＬ－9，ＨＴＢ2－Ｍ16

フランジ２ＳＰＰＬ－９，ＨＴＢ4－Ｍ16

ＰＬ-9　ＨＴＢ2-Ｍ16
ＲｉｂＰＬ-6

耐
風

梁
天

端
マ

デ
1
,
2
00

蓋ＰＬ-6

角パイプ：ツナギ材・小梁材・間柱材

1
5

ＰＬ-6　ＨＴＢ2-Ｍ16

納まりに支障なき場合は75度内外。

ＲｉｂＰＬ-6

ＲｉｂＰＬ-6

Ｐ11　Ｐ21

Ｈ-150×150×7×10

ＰＬ-9　ＨＴＢ2-Ｍ16

ＳＮ490Ｃ（通しダイヤフラムＰＬ）

ＳＮ400Ｂ（Ｇマークの主梁のＨ型鋼、継ぎ手のＳ.ＰＬ）

耐風梁

北側外壁のＶ22
支柱

支柱

Ｖ１１.Ｖ２１.Ｖ31

方杖

Ｖ１１.Ｖ31

Ｈ１2.Ｈ32

Ｌ21

：横向き材　耐風梁

柱材

ＰＬ-6　

　ＨＴＢ2-Ｍ16

ＰＬ-6　

　ＨＴＢ2-Ｍ16

ＰＬ-6　
　ＨＴＢ2-Ｍ16

木口蓋ＰＬ-3.2

ＰＬ-6　

　ＨＴＢ2-Ｍ16

Ｖ12
Ｖ22

Ｌ21

外壁受

外壁受

シャッタ
ＢＯＸ受
の振れ止め

方杖材

Ｈ-125×125×6.5×9

□-100×100×2.3柱材

方杖材

Ｈ-100×100×6×8

Ｈ-100×100×6×8

柱材

置梁

溝型鋼　75×40×5×7

溝型鋼　75×40×5×7Ｖ31

ＰＬ-9　

*主柱付は溶接

ＨＴＢ2-Ｍ16

ＰＬ-9　
ＨＴＢ2-Ｍ16

*主柱付は溶接

Ｖ11
Ｖ21

Ｈ－150×１50×7×10

Ｈ－200×１00×5.5×8

天井面ブレース ターンバックル付ＲＢ－１６Φ ＰＬ-6　ＨＴＢ1-Ｍ16

ＰＬ-6　ＨＴＢ2-Ｍ16
（Ｖ13.Ｖ23.Ｖ33）

外壁面ブレース

軒天 鉄骨

Ｎ11
Ｎ31

ベース材
防振ゴム付

Ｌ-150×90×9

ケミカルアンカー

斜材

束材
工場隅肉溶接

Ｃ-100×50×20×2.3

＠455

ＰＬ-4.5

ＢＮ2-Ｍ12

天井吊受

ドーブチ

ＢＯＸ受

シャッタ

防振ゴム付

Ｌ-150×90×9

ケミカルアンカー

Ｌ-150×90×9
ＰＬ-9

ＨＴＢ2-Ｍ16

Ｖ
12

Ｖ12

8-Ｍ16　

6-Ｍ16　

Ｌ
-5
0×

50
×
6

Ｌ-50×50×6

（鉄骨柱に取り合う部分はフランジ開先、ウェブ隅肉溶接）

Ｈ22

耐風梁

竪材

Ｓ31

横ツナギ

Ｓ32

Ｓ32

Ｓ31

弦材

Ｄ・ＦＰＬ-19×300×300(Ｇ１Ｂ.Ｇ２Ｂ.Ｇ３Ｂ以外）

ＦＬ基準高

Ｈ12　Ｈ22　Ｈ32　Ｈ24

ト
イ

レ
部

は
0
㎜

と
す

る

ＰＬ-6　

　ＨＴＢ2-Ｍ16
設備用梁

小梁

ＰＬ-6　
　ＨＴＢ2-Ｍ16

□-100×100×3.2

Ｍ21
Ｍ31

ＰＬ-6　ＨＴＢ2-Ｍ16□-100×100×3.2

北側外壁のＨ24

Ｈ24

鉄 骨 工 事
ＪＲ側躯体にアンカーする部材は躯体施工図を

もとにセンサー等にて障害物の確認を行なうこと

1通り間柱

1通り間柱

全主柱

4030

1通り外壁

30

30

　特記事項

間柱

4
0

3
0

7
5

通
し

ア
ン

グ
ル

：
外

装
板

工
事

上弦材□-100×100×2.3

下弦材□-100×100×2.3

ジョイント：ＧＰＬ-6　ＨＴＢ2-Ｍ16

Ｂ17
束□-75×75×2.3　＠900内外

シャッターＢＯＸ受け梁

75

160

55 30

Ｄ・ＦＰＬ-19×300×3001
3
0

130

Ｐ 13
Ｐ13Ｂ

Ｐ23
Ｐ23Ａ
Ｐ23Ｂ

Ｐ33

Ｐ33Ｂ
Ｐ33Ａ

30

1
6
0

2
5

ＳＮ400Ｂ（Ｇマークの主梁のＨ型鋼、継ぎ手のＳ.ＰＬ）

1
05

ＰＬ-6　Ｈ＝100

Ｐ１３Ｐ２３Ｐ33

記 号 サ イ ズ ジ ョ イ ン ト 記 号 サ イ ズ ジ ョ イ ン ト
ＲＣ躯体とは縁切

施
工

す
る

鉄
骨

部
材

ゴムパッキン使用部材以外は

1
,
2
00

Ｃ通りはボルト取り合い
（交点）

Ｐ26
Ｐ36

＊Ａ付けマーク材はベースＰＬ、Ａ．Ｂ無

＊Ｂ付けマーク材は主柱取り合い材
Ｈ-125×125×6.5×9

〒849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3467

錆止め塗装　ＪＩＳＫ５６２2　工場2回　現場補修塗り

＊主柱ベースは現場にてコンクリート埋設部とも錆止め塗装

ＰＬ-9　ＨＴＢ2-Ｍ16

屋内天井ネタ 2Ｃ-100×50×20×2.3　＠910 ネコＰＬ-4.5　ＢＮ2-Ｍ12

ツヅリ板ＰＬ-4.5×50　＠900

Ｈ35
Ｈ-125×125×6.5×9
：横向き材　耐風梁

ＳＮ490Ｃ（通しダイヤフラムＰＬ）

鉄骨工事
アングル受け溝型鋼　75×40×5×7＠900

当図面に表示なき外装板用開口補強及び外装板用アンカーは外装板工事に含む。

60
0

2Ｃ-100×50×20×2.3

□
-
1
0
0
×
1
0
0
×
3
.
2

ＰＬ-4.5　ＢＮ2-Ｍ12

ＰＬ-6

フランジ２ＳＰＰＬ－９，ＨＴＢ4－Ｍ16

　ウェブ２ＳＰＰＬ－9，ＨＴＢ2－Ｍ16

ＰＬ-6　ＨＴＢ2-Ｍ16
Ｈ13 Ｈ23

Ｈ33
□-100×100×3.2

柱脚：工場隅肉溶接

柱頭：ＰＬ-4.5ＢＮ2-Ｍ12

□-100×100×3.2
柱脚：工場隅肉溶接

蓋
Ｐ
Ｌ
-
6

角
パ

イ
プ

15

角パイプ：間柱材

柱頭：ＰＬ-4.5ＢＮ2-Ｍ12
Ｐ15

Ｈ14 2Ｃ100×50×20×2.3

2
0

天井面Ｇ梁

天井面Ｇ梁

エィシーエヌ

Ｓ-7

註：鉄骨造構造標準図に該当しない場合は下記

温泉参道外壁：縦貼

Ａ通りＣ通り外壁：横貼り

温泉参道外壁：縦貼

1
通
り

外
壁

：
縦
貼

り
1
通

り
外

壁
：

縦
貼

り

Ａ通りＣ通り外壁：横貼り

主柱及び間柱～外壁芯間距離で支障ある部分は70ミリ以下にても変更可

70：1通、温泉参道の外壁：縦貼り

（160）：Ａ通りＣ通り外壁：横貼り

外
装

板
（
ブ

リ
ッ
ク

）

1
5

15

外
装

板
（
ブ
リ

ッ
ク

）

55 105

130

160



図　　面　　リ　　ス　　ト 縮　　尺図面番号

　特記事項 工
事
名

図
　
名

日
　
付

担
　
当　Ｐ．Ｃ．ＮＯ

図面リスト表

一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一

849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3467

Ｅ-mail　　fuichi@silk.plala.or.jp

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所

電　気　設　備　特　記　仕　様　書

一期単線結線図・弱電参考姿図

一期照明器具参考姿図

Ｅ－１

Ｅ－２

Ｅ－３

Ｅ－４

Ｅ－５

Ｅ－0

一期電灯設備図

一期幹線・コンセント設備図

一期弱電設備図Ｅ－6

Ｅ－7

Ｅ－8 一期自動火災報知設備図 Ｓ＝１／１００

電　気　設　備　現　場　説　明　書

縮
　
尺

図
　
番

Ｓ＝１／１００

Ｓ＝１／１００

Ｓ＝１／１００

Ｓ＝１／１５０Ｅ－9 自動火災報知駅舎側平面図

自動火災報知系統図

エｲシ－エヌ （仮称）観光交流センター　1期電気設備工事

(仮称)観光交流センタ－　1期電気設備工事



現　場　説　明　書

工　事　名

契　約　条　件

業者により,按分負担する。

１，建設業者は，組合に加入するとともに,その建設業退職共済制度の対象となる労務者について，証紙を購入し，

当該労務者の共済手帳に証紙を貼付摺ること。

２，工事を受注した建設業者は，組合の発注者用掛金収納書（以下「収納書」という。）を工事請負契約締結後，

なお，期限内に収納書を提出できない特別の事情がある場合は，あらかじめその事由及び証書購入予定を

あわせて申し出ること。

３，証紙購入状況を把握する必要があるときは，関係資料の提出を求めることがある。

４，建設業者が，下請負契約を締結する際は，下請負業者にたいして，この制度の趣旨を説明し，掛金相当額を下請代

金中に算入することにより，下請業者の組合加入並びに証紙のこ購入及び貼付を促進すること。

５，下請業者の規模が小さく，管理事務処理の面で万全でない場合は，元請業者に組合加入手続機及び組合関係

事務の処理を委託する方法もあるので，元請業者は積極的に受託すること。

災害，公害の防止については，「建築・電気設備・機械設備工事共通仕様書」，「公共住宅建設工事共通仕様書」

たものを使用すること。

日曜日及び国民の祝日には作業は行わない。なお,作業時間については,周辺居住者と十分な協議を行う

等の措置を講じ，かつ関係法規等に抵触することのないよううに十分配慮し作業を行うこと。

（ホ）　建設現場内，外を問わず，道路，構築物等を破損あるいは，汚染させた場合は，本工事請負業者の責任に

おいて,すみやかに原型に復し，管渠等への土砂の流入があった場合は直ちに除去すること。

（ヘ）　キャタピラ付特殊車等の場内道路の通行については監督員の指示をうけること。

２，労働時間についたは，労働基準法を遵守し，労働時間の短縮や休日の確保には十分配慮すること。

工事期間の危険防止については下記のよること。

間は必要に応じ注意灯を設ける等の措置を講じること。

（ロ）　工事期間中，通行者の安全確保のための交通整理員を配置する等，必要に応じ措置すること。

も地元及び関係官公署に対し，連絡を保ち適切に行うこと。

１，官公署等への手続きについては「共通仕様書」による他，地元に対しても打合わせ等を十分に行い，工事中

３，工事を受注した業者は，適切な賃金の確保，及び労働災害の防止等，建設労働者の保護につとめるとともに，

建設産業における生産ｼｽﾃﾑ

合理化指針

適正な施工の確保

建　設　業　退　職　金

共　済　組　合

工　事　費　内　訳　書

安　全　対　策

危　険　防　止

注　意　事　項

建設資材納入業者の利益を不当に害することなく，公正な取り引きを行うこと。さらに，工事の実施にあたっ

たは，下請け代金の決定（前払い金を含む）及び下請け代金の支払等についての不適正な条件による下請けをし

４，工事施工にあたっては，土砂等の運搬が運送契約によって行われるときは，正規の運送免許を受けた者の車

輌の使用に努めること。

工事の案内板は，書入内容，製作寸法，使用材料，設置位置について監督員と協議して設けること。

仮囲い及び板塀については，設計図により実施すること。なお，現場の状況により仮囲い等の変更が必要な場

合は，監督員との協議により実施すること。

工事中及び竣工写真については，建設大臣官房官庁営繕部「工事写真の撮り方（建築設備編）」による他，

建設地周辺に建築物，構築物等がある場合は適切な区画を定め,必要に応じ，着工前にそれらを撮影すること。

（期間は竣工後30日間）

(ｲ)　雨天の日以外は週に２回以上建物を開放し，室内の換気を行う事。

(ﾛ)　暴風雨等，当該建物に被害の生じる恐れのある場合には，必要な措置をとると共に，その結果を監督員に

報告すること。

(ﾊ)　建物内部及び周囲は適時巡回し，建物等に損傷，故障その他異常があったとき，又は緊急事故が発生し

たときは，所要の措置を講ずると共にその結果を監督員に報告すること。

(ﾆ)　建物を使用開始する直前に建物の内外の清掃を行う事。

(ﾎ)　居室の外部開口部には必要に応じ監督員と協議して，遮光シートを取付け維持管理をすること。

２，建物使用開始後，原則として，90日間は及び設備の取付い等の処理のため，即時対応できるよう態勢を

工　事　の　案　内　板
(広報等を含む)

工事に使用する進入路

仮　囲　い　等

工　事　中　の　写　真

竣工後の維持管理

取っておくこと。

建設副産物の処理について

１，「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」，「再生資源の利用の促進に関する法律」及び建設副産物適

正処理推進」その他関係法令等に従い適切に処理すること。

２，産業廃棄物の収集・運搬は許可を受けた収集運搬業者の車輌とする。又，処分についても許可を

受けた処分業者の処分場（中間処理場を含む）とする。

３，伝票管理制度（マニュフェスト）及び写真等による，産業廃棄物処理報告書を作成すること。

４，再利用が可能な建設副産物については，リサイクルを前提とした処理に努めること。

工事が完成したときは，完成図書作成要領により提出すること。

（以下「共通仕様書」という。）による他,下記による。

（ロ）　工事請負者は附近住民への防災その他の対策については，特に留意し，関係下請負作業者にその趣旨を

（ハ）　危険物，土砂及び塵埃が現場から飛散しないよう防止策を日常怠らぬようすること。

１．工事現場ごとに設置しなければならない専任の主任技術者又は，専任の監理技術者については適切な資格，

(ｲ)　請負者は，工期変更の被保証者（発注者）から保証事業会社への通知を発注者に代わって行うものとする。

(ﾛ)　通知方法は，工期変更にかかる工事請負変更契約書の写しを送付して行うのとする。

ないこと。また，不必要な重層下請が生じないよう配慮すること。

工事関係請負者は，工事の質の向上及び工事全体の円滑な進捗を図るため，協議，協調すると共に，契約

１，竣工後の維持管理は監督員と十分協議のうえ，請負者の責任において，下記の仕様により善良に行うこと。

土砂，工事用資材等のダンプ，トラック等の大型貨物自動車による搬送計画，通行計画の選定，その他車輌

の通行に係る安全対策について，請負業者は関係機関と十分協議して，必要な具体的内容を定め，監督員の承認

を得たうえでこれを誠実に履行すること。また，官公署等に対する許可届け等の手続きも行うこと。

関連工事との協調

２，「前払金保証約款第７条の２」の保証事業会社への通知

１ｹ月以内に契約相手方の担当課長に提出すること。

本工事の施工にあたっては，「建設産業における生産システ合理化指針」を遵守すること。

入札に際し,工事費内訳書の原稿を持参すること。

（イ）　本工事における建設機械の使用については，環境汚染,鉛公害等防止のため，ｶﾞｿﾘﾝ無鉛化対策を講じ

徹底し,紛争が生じた場合は，直ちに監督員に報告し，責任をもって処理すること。

（ニ）　震動，騒音を伴う工事については，その防止対策を講ずると共に作業日時は次のとうりとする。

（イ）　工事期間中危険と思われる箇所については危険防止の稼動柵，立入禁止の表示，立札を設置し，夜

５，建設資材の価格変動に対応し下請金額の変更については，適切に措置すること。

書並びに「共通仕様書」による他，監督員の調整に従い，工事の円滑な施工に協力すること。

技術力等を有する者を設置すること。

監督員事務所の電気,ガス,水道使用料,公用電話料金は,建築,電気,衛生,空調等の各請負

機械設備現場説明書

　特記事項 工
事
名

図
　
名

日
　
付

担
　
当

縮
　
尺

図
　
番　Ｐ．Ｃ．ＮＯ

一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一

849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3467

Ｅ-mail　　fuichi@silk.plala.or.jp

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所
エｲシ－エヌ

契約後直ちにＡ３二つ折り製本4部、Ａ2二つ折り製本1部提出すること。

設計図，共通仕様書。

工事の一部を下請に付する場合は，下請契約の形式を明確にして，直ちに一部下請申請書を提出し，承諾

を得ること。

不慮の事故に備えて火災保険等に加入すること。また，労働災害事故にも備え，建設労働災害補償制度へ

もできる限り加入すること。

設計図書優先順位は次のとうりとする。現場説明書（現場説明に対する質疑応答書も含む），特記仕様書，

工事中，場内では危険防止に特に注意を払い，工事車輌等は徐行運転をし，駐車は指定の場所に行う事。

その他特記事項

下請や資材調達にあたっての契約は本来工事業者間の自由な意思が尊重されますが、下請契約の相手は。

できる限り市内業者としてください。また、建設資材はできる限り市内業者から購入してください。

当該工事において防災等の無線を妨害する,不法無線局(電波法に基ずく免許を受けないで開設される無線局)を設置しているﾀﾞﾝﾌﾟｶ-については，使用しないこと。

Ｅ－０

（仮称）観光交流センター１期電気設備工事

（仮称）観光交流センター1期電気設備工事



検知器

5.設備概要 2 特記仕様
1) 設計用水平地震力 接地極付きコンセ

ント
接地極付きコンセントは、特定なき場合はプラグ無しとする。

4 他工事との取合い事項は、下表により、該当項目は○を●に塗りつぶしたものとする。 5 設備機材等指定表

 設備方式は・に○印の付いたものを該当項目とする｡
(1) 項目は､番号に○印のついたものを適用する｡

(2) 特記事項のうち選択する事項は､ ･ に○印の付いたものを適用する｡

　機器の重量[kgf]に､設計用標準水平震度を乗じたものとする｡

　なお､特記なき場合､設計用標準水平震度は､次による｡ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工　事　区　分
 工　事　内　容

電気設
備工事

建築工
事

機械設
備工事 品　　　　　目 機　　　材　　　等 適　　　　　用

Ⅰ 工事概要

電灯設備

1.照明器具 ・一般照明　　・非常照明（・電源内蔵　・電源別置） 項 目 特　　　　　　　記　　　　　　　事　　　　　　　項
絶縁抵抗測定 取外し再使用機器及び改修に関わる電路は、性能確認のため絶縁抵

抗測定を行う。

機 器 の 基 礎

電
 気
 
関
 
係

配 電 盤 ・ 制 御 盤 の 基 礎

屋内 ○ 電 線 ケ ー ブ ル 耐火ケーブル
社）日本電線工業会）の認定を受け

ている旨（JCMAマーク）の表示をし

たもの2.EPS ・有　　　　　・無　　　　　　・コンセント増設 屋外 ○ 同 付 属 品 耐熱ケーブル

2.建物概要 動力設備 1.設備概要
・空気調和　・暖房　・冷房　・換気　・給排水　　

・消火       ・排煙

接地極
屋上

防 災 用 証 明 器 具

非常用照明器具 （財）日本建築センターの性能評定

マークが貼付されているもの

建物名称 構　　造 階数

延面積(ｍ３)消防法施行令

別表第一区分

耐震安全性

の分類

電気工作物

の種類
雷保護設備 1.受雷部 ・突針　　・棟上げ導体 テ レ ビ ア ン テ ナ 基 礎 誘導灯器具 誘導灯認定委員会の評定証票が貼付

されているもの

建築基準法

受変電設備

1.設備方式
・キュービクル式配電盤　　　　・開放形配電盤

・高圧スイッチギヤ、変圧器盤
上
層
階
の
天
井
以
上

避 雷 針 の 基 礎 照 明 器 具 蛍光灯器具

(防爆･防災器具を除く)

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

の｢建築材料･設備機材等品質性能評

価事業設備器材等評価名簿(平成16

年版)｣及び日本配線器具工業会住宅

用分電盤認定制度に基づく認定品と

して、認定証票が貼付されたいるも

のによる。

2.型式 ・屋内型　　・屋外型 特 記 し た 基 礎 ○ ○

盤 類

分電盤

（実験盤を含む）

1.型式 ・直流電源装置　　・ＵＰＳ装置

開
　
　
　
口
　
　
　
部

は り 、 床 、
壁 貫 通 ス リ ー ブ

補 強 を 要 す る も の ○ ○ 制御盤

発電設備

1.型式 ・オープン式　　・簡易式　　・キュービクル式 補 強 を 要 し な い も の ○ ○ キュービクル式配電盤

2.原動部 ・往復動内燃機関　　・ガスタービン
は り 、 床 、
壁 貫 通 部 型 枠

補 強 を 要 す る も の ○

高 圧 機 器

高圧交流遮断機

・ネットワーク管理装置　　　　・ファイヤウォール　　

・リピータ       ・ルータ
補 強 を 要 し な い も の ○ 高低圧変圧器

2.構内交換装置
軽量鉄骨下地天井
壁ボード類の切込

補 強 を 要 す る も の ○ 高圧進相コンデンサ

3.情報表示装置
・マルチサイン装置　　・情報表示装置　　・チャイム　

・時刻表示装置　　　　・出退表示装置
補 強 を 要 し な い も の ○ 高圧限流ヒューズ

4.映像･音響装置
埋 込 形 分 電 盤
端 子 盤 等 の 型 枠

補 強 を 要 す る も の ○ 高圧負荷開閉器

（過電流ロック形高圧交

流ガス開閉器（地中線用
）を除く）

5.拡声装置 ・一般放送用　　・非常放送用 補 強 を 要 し な い も の ○

3.工事種目及び工事科目(工事種目欄の・に○印の付いたものが対象工事) 6.誘導支援装置 ・音声誘導装置　　・インターホン　　・呼出し装置
　重要機器

上 記 の 開 口 部 の 補 強 ○ 交流無停電電源装置（UPS
）

                　　　 施 工 範 囲 別

 工　事　科　目

工　　　　　事　　　　　種　　　　　目 7.ﾃﾚﾋﾞ共同受信装置 ・ＵＨＦ　　・ＢＳ　　・ＣＳ　　・有線（ＣＡＴＶ）
　・交流無停電電源装置　　　　　　　　・交換機
　
　・自動火災報知受信機　　　　　　　　・中央監視装置

　・　　　　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　

3 機器の標準取付高さは、図面に特記がない場合は、下表による。 上 記 の 開 口 部 の 墨 だ し ○ ○ （ 容 量 300ｋ VA以 下 ）

8.ﾃﾚﾋﾞ電波障害防除装置 ・有　　　　　・無 名　　　　　称 測　　　点 取付高（㎜） 名　　　　　称 測　　　点 取付高（㎜） ス リ ー ブ の 穴 埋 （ 型 枠 の 穴 埋 め を 含 む ） ○ ○ 太 陽 光 発 電 装 置 ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ及び系統連
携制御盤

電
力
設
備

9.監視ｶﾒﾗ装置
・カメラ　　・ビデオモニタ　　・タイムラプスＶＴＲ　　

・デジタルレコーダ

電
 
力

1,800～2,000

表
　
　
　
　
　
示

天井高×0.9 Ｏ Ａ フ ロ ア 配 線 器 具 用 ○ 監 視 カ メ ラ 装 置

10.駐車場管制装置
・管制装置　　・検知器　　・信号灯　　・警報灯　　

・発券機

上層階の定義は次による｡
1,800～2,000 1,300 点 検 口 床 、 天 井 、 壁 ○ 直 流 電 源 装 置

（建築基準法及び消防法
に 使 用 す る 別 置 用 ）

蓄電池
蓄電池設備協会認定委員会（（社）

日本蓄電池工業会）の認定票が貼付

されたもの
・制御装置

ャ イ ム
1,500～2300 防 油 提 オ イ ル サ ー ビ ス タ ン ク の 防 油 提

12.自動火災報知装置 ・Ｐ型受信機　　・Ｒ型受信機 2) 設計用鉛直地震力

電
　
　
　
　
　
灯

1,500～2,200 1,300 床 下 水 槽 の マ ン ホ ー ル ふ た 自 家 発 電 装 置

（付属する配電盤及び電
源 装 置 を 含 む ）

自家発電装置 （社）日本内燃力発電設備協会の認
定証票が貼付されたもの

13.自動閉鎖装置 ・防火戸用　　・防火シャッタ用　　・防煙ダンパ用

　設計用水平地震力の1/2とし､水平地震力と同時に働くものと

　する｡ 1,300 ガ ス 漏 れ 検 知 器

14.非常警報装置 ・埋込形　　・露出形 3) 軽量機器等の耐震施工 1,100 消 火 栓 組 込 み 機 器 収 容 箱 内 配 線 整 理 用 端 子 板 ○

非 常 放 送

増幅器

非常放送設備委員会（（社）日本電
子機械工業会）の基準適合ラベルが
貼付されたもの

15.ｶﾞｽ漏れ火災警報装置 ・液化石油ガス用　　・都市ガス用

　100kg以下の一般機器､一般水槽の据付け､取付けについては､

　取付け下地を入念に施工し､機器ﾒｰｶｰの指定する方法で確実

　に取付け､据付けを行えばよいものとし､特に本基準で示した

　方法によらなくともよい｡

300～400

イ
 ン
 
タ
 ー

 
ホ
 
ン

300～400

電
気
配
管
配
線

機械設備機器付属の制御盤以降の配管配線（接地共
） ○ 操作装置

通
信
･
情
報
設
備

1.型式 ・壁掛形　　・自立形　　・デスク形 150～200 150～200 機械設備機器付属の制御盤との電源供給配管配線 ○ 遠隔操作盤

構内配電線路 1.ふ設方式 ・架空線式　　・地中埋込式　　・配管方式 4) 地中配線 1,600～2,100 1,300～1,500 機械設備自動制御盤と電気設備制御盤との電源供給

及び操作回路の渡り配管配線
○ 非常電話親機

構内通信線路 1.ふ設方式 ・架空線式　　・地中埋込式　　・配管方式
　建物への配線引込部の耐震処理(･FEP方式  ･地中箱方式 )

500 1,100～1,500 天井つり型ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換機と
操作スイッチとの渡り配管

○ 非常電話子機

天井下～上　端 200～300 500～900 天井つり型ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換機と
操作スイッチとの渡り配線

○

火 災 報 知 装 置

受信機

消防法に適合した旨の表示があるも
の　

1,500～2,000 1,500 天井つり型ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換機と

操作スイッチ
○ 発信機

1,500～2,000 1,900～2,300 天井つり型ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換機と
操作スイッチ埋込ボックス

○ 感知機

2,000～2,200 1,100～1,500 煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパー及び排

煙口に至る配管配線
○

自 動 閉 鎖 装 置

連動制御器（P形）
（財）日本建築センターの性能評定
マークが貼付されているもの

動
　
　
力

1,500

テ
レ
ビ
共
同
受
信

300 小便器用節水装置制御盤以降の配管配線 自動閉鎖装置

1,300 150 自動ドア及び電動シャッタなどの制御部への電源供

給
○

非 常 警 報 装 置

非常ベル

非常警報設備認定業務委員会（（社
）日本火災報知機工業会）の認定証
票が貼付されたもの

Ⅱ工事仕様書
1,800 200 自動ドア及び電動シャッタなどの制御部と操作スイ

ッチ間の配管配線及び操作スイッチ
○ 表示灯

1 共通仕様
150～400 防火扉レリーズ ○ 起動装置

(1) 図面及び特記仕様書に記載されてない事項は､国土交通省官房官庁営繕部

　　監修の「公共建築工事標準仕様書（電気工事編）（平成16年版)｣（以下､

　　｢標準仕様書｣という｡)、による「公共建築改修工事標準仕様書（電気工

　　事編）（平成16年版)｣（以下､｢改修標準仕様書｣という｡)及び「公共建築
　　設備工事標準図（電気工事編）（平成16年版)｣（以下､｢標準図｣という｡)

　　による。

(2) 機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合､機械設備工事及び建築工

    事はそれぞれの工事仕様書を適用する｡機械設備工事の工事仕様書は(  /

      )図､建築工事の工事仕様書は(　/  )図による｡

(3) 本工事において以下に示す建設機械を使用する場合､排出ｶﾞｽ対策型建設

    機械を使用するものとする｡なお､排出ｶﾞｽ対策型建設機械に代えて､認定

    された排出ｶﾞｽ浄化装置を装着した建設機械についても､同等の建設機械

    とみなすものとする｡

※ 排出ｶﾞｽ対策型建設機械とは､指定要項に基づき指定された排出ｶﾞｽ対策型

   建設機械をいう｡

構
内
交
換

300 電極棒 操作装置

天井下～上　端 200 配管ピット及びふた ○ ○ 一体形及び複合装置

300
受信機

副受信機
800～1,500 機器などへの接続（一時側配管配線） ○

ガ ス 漏 れ 警 報 装 置

受信機

高圧ガス保安協会の検定合格証票又
は（財）日本ガス機器検査協会の合
格証票が貼付されたもの

150 機器収容箱 床　上～中　心800～1,500

シ
ス
テ
ム
天
井

ボード・Ｔバー 中継器

150～400 発　信　機 800～1,500 照明ライン設備プレート 検知器

ベ　　　ル 2,300 空調ライン設備プレート

電 話 交 換 装 置

交換機

（財）電気通信端末機器審査員会の
認定を受けている旨の表示をしたも
の

電
気
時
計
・
拡
声

1,500～1,900 2,100
電
気
錠

電気錠及び通電金具 局線中継台

機　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　種 備　考 天井高×0.9 ＴＥＮキー及び制御盤 電源装置

・バックホウ　　・トラクタショベル（車輪式）　　・ブルドーザ

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞ
ﾝ(ｴﾝｼﾞﾝ出力
7.5kw以上26
0kw以下)を
搭載した建
設機器を対
象とする｡

天井高×0.9 ボタン電話装置

・発動発電機（可般式）　　・空気圧縮機（可般式） 1,300 電話機

・油圧ユニット類 2,300

中 央 監 視 制 御 装 置 監視制御装置

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修
の｢建築材料･設備機材等品質性能評
価事業設備器材等評価名簿(平成16
年版)｣による。

 以下に示す基礎工事用機械のうち、ベースマシンとは別に、独立し

たディーゼル駆動の油圧ユニットを搭載するもの

・油圧ハンマ　　・バイブロハンマ　　・アースオーガ　　

・油圧式鋼管圧入引抜機

4.指定部分　　　　　・有　　（　工　　期　：平成　　　年　　　月　　　日　）

　　　　　　　　　          （　対象部分　：　　　　　　　　　　　　　　　）
・アースドリル　　・オールケーシング掘削機

・リバースサーキュレーションドリル・地下連続壁施工機

・ローラ類：ロードローラ、タイヤローラ、振動ローラ

・ホイールクレーン

１
階
床
以
下

１
階
天
井～

上
層
階
の
床

・映像装置　　・音響装置

設計用標準水平震度(Ks)

1.5 

設
置
場
所

機器

防振支持の機器

機器

機器

防振支持の機器

防振支持の機器

水槽類（※１）

水槽類（※１）

水槽類（※１）

1.5 2.0 

2.0 2.0 2.0

1.0 

1.5

2.0 1.5 1.5 1.0

1.0 1.0 0.6 

1.01.51.5

1.5 

1.5

1.5

1.0 1.0 0.6

0.4 0.6 0.6 1.0 

1.0 1.0 1.0 0.6

0.61.01.01.5

【備考】　（※１）：水槽類には、オイルタンク等を含む。

　・配電盤　　　・発電装置（防災用）　　・直流電源装置

　2～6階建の場合は最上階､7～9階建の場合は上層2階､10～12

　階建の場合は上層3階､13階建以上の場合は上層4階とする。

1 工事実績情報の作
成及び登録

・要（提出先：日本建設情報総合センター）　・不要

2 ｸﾞﾘｰﾝ購入法 照明制御装置は､社団法人日本照明工業会技術資料130｢照明制御

装置による消費電力削減効果の評価手法｣による総合省ｴﾈﾙｷﾞｰ率

33%以上であることを確認する｡

｢国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律｣(平成12年

法律第100号)に基づく特定調達品目｢公共工事｣の品目

　・照明制御システム　　　・変圧器

3 再生資源利用計画

用促進計画書

書及び再生資源利

建設ﾘｻｲｸﾙｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ(平成10年8月4日付建設省技調発第167号､建

設省経事発第22号)に基づき､工事着手時に再生資源利用計画書
及び再生資源利用促進計画書を､また､工事完了時に同計画書の

実施報告書(書式は同一)を監督員に提出するものとする｡

4 機材等 1)本工事に使用する設備機材等は､設計図書に規定するもの又は､
これらと同等のものとする｡但し､これらと同等のものとする場
合は､監督職員の承諾を受ける｡

2)科学部室を発散する建築材料等
　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書等に規定
　する所要のものとし、次の(1)から(5)を満たすものとする。

　（１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単
　　　　板積層材、MDF、パーティクルボード、その他木質建材
　　　　、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデ

　　　　ヒドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

　（２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレ

　　　　ンを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。
　（３）接着剤はフタル酸ジーnーブチル及びフタル酸ジー2エチ
　　　　ルヘキシルを含有しない難揮発性のか可塑剤を使用し、
　　　　ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼ
　　　　ンを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。
　（４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチル

　　　　ベンゼンを発散しないか、発散が極めて少ないものとす
　　　　る。

　　　　れた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ホルムア

　（５）上記（1）、(3)及び（４）の建築材料等を使用して作ら

　　　　ルデヒドを発散しないか、発散が極めて少ないものとす

　　　　る。なお、ホルムアルデヒドを発散しないものとは発散

　　　　量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のもの
　　　　を使用するものとするが、該当する材料等がない場合は
　　　　、第三種のものを使用するものとする。

　また、「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの
放散量

該当する建築材料

　a.非ホルムアルデヒド系接着剤使用
　b.接着剤等不使用
　c.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルム
　　アルデヒドを放散しない材料使用

　d.ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　e.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルム

　　アルデヒドを放散しない塗料使用
　f.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルム
　　アルデヒドを放散しない塗料等使用

①JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品
②建築基準法施行令第20条の5第4項による国
　土交通大臣認定品
③下記表示のあるJAS規格品

①JIS及びJASのF☆☆☆規格品

②建築基準法施行令第20条の5第3項による国

　土交通大臣認定品

③旧JISのEc規格品

④旧JISのEco規格品

第三種

規制対象外

5 機材の品質・性能

証明

設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証

明資料又は、外部機関（（社））公共建築協会他）が発行する

資料等の写しを監督員に提出して承諾を受ける。

6 電気工作物の種類 ・事務用電気工作物　　　・一般用電気工作物

7 電気保安技術者

る。
技術者の職務を補佐し、電気工作物の保安の業務を行うものとす
工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任

・要　　　　　　・不要

8 電気工事士 契約電力500kW以上の電気工作物においても、第一種電気工事士
により施工を行うものとする。

本受電後の基本料金を下記のとおり負担する。基本料金等9
契約電力　－－　　　契約種別　－－　　　期　間　－－
工事目的物にかかる引渡しまでの電気料金は、請負者の負担と
する。

電気事業者（電力10

会社）との契約

引渡し時の各住戸の契約電力は、次のとおりとする。

契約種別　　　　－－
電気方法　　　　・単相　２線式　　・単相３線式

11 工事用電力･水その

他

本工事に必要な工事用電力､水､及び官公署その他への諸手続な

どの費用は､すべて請負業者の負担とする｡

12 工事用仮設物 すべて請負者の負担とする。
構内につくることが   ･できない   ･できる

13 監督員事務所 ・設ける　（　　　　号）　　　・設けない

14 仮設備 仮設備項目( ･受変電    ･ 発電      ･      )
仮設備期間( ･図示　    ･ 　　      ･      )

15 施工調査 下記によるほか､改修標準仕様書による｡

事前調査
　調査項目（・　　　　　　　・　　　　　　）

　調査範囲（・図示　　　　　・　　　　　　）

　調査方法（・図示　　　　　・　　　　　　）

　非破壊検査（費用は別途）

16 養生 既存部分の養生は､汚染又は損傷のないよう適切な方法で行う。

　養生範囲（　／　）図による。
　養生方法（　／　）図による。

17 足場･桟橋類 ・別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。

・本工事で設置する。

・改修工事の場合は改修標準仕様書第1篇.2.1.2によるほか下記

　による。

・内部仮設足場等（・　　種・　　種）

・外部仮設足場等（・　　種・　　種）

18  施工図等の

取扱い

工事が完成(指定部分に係わる完成を除く)したときは､本工事で

作成する施工図等を監督員に提出する｡

但し､製作図等で原図として提出ができないものは､原図に代わ

るものとしてよい｡なお､施工図等の著作権に係わる当該建築物

に限る使用権は､発注者に移譲するもとする｡

19  形状･寸法等 姿図の形状寸法等は､図面表示と多少相違してもよい｡

但し、その場合は、監督員の承諾を受ける。

20 工事写真 ・
完成図等

営繕工事電子納品要領（案）（平成14年11月改訂版）によるほか

監督職員の指示による。

・既存完成図（CADデータ）の修正を行う。

21 電線類
EM電線等で規格等の記載のないものは、ハロゲン及び鉛を含まな

い材料により構成されているものとし、次の記号、仕様による。

記号 仕　　　　様

EM-UTP

EM-CEES

EM-MEES

JCS 4258「制御用ケーブル（遮へい付）」によるもの

JIS X 5150「構内情報配線システム」に準じ、絶縁

材料及びシースにJCS規格によるEMケーブルの耐燃性

ポリエチレンを用いたもの

JCS 4271「マイクロホン用ビニルコード」に準じ、絶

縁材料及びシースにJCS規格によるEMケーブルの耐燃

性ポリエチレンを用いたもの

22 電線本数､管路など 分電盤､制御盤､端子盤などの2次側以降の配線経路､電線太さ､電

線本数､管径などは､図面と相違しても差しつかえない｡但し､監

督員の承諾を受けるものとする｡

23 金属製電線管の塗装 下記の露出配管は塗装を行う。

・屋外　　　　・屋内（　　　　　　　　　　　　　）

24 屋外の支持金物及

びﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ ｽﾃﾝﾚｽ製とする｡

屋外の支持金物､ﾎﾞﾙﾄ及びﾅｯﾄなどは､溶融亜鉛めっき仕上げ又は

る｡

屋外に使用するﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽは､図面に特記なき場合は､ｽﾃﾝﾚｽ製とす

耐震施工25 設備機器の固定は、「建築設備耐震設計・施工指針　2005版」

（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所

提出し、承諾を受けるものとする。

監修）による。なお、施工に際し、耐震強度計算書を監督職員に

・既存のｺﾝｸﾘｰﾄ床､壁などの貫通部の穴開けは､図面に特記なき場合､はつり26

　原則としてﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる｡

・非破壊検査による埋設物の調査

　　　　　　　　　　　　　　　（・　要　　・　不要　）

　但し、範囲は監督員の指示により、検査費は別途とする。

27 撤去後の補修 壁付け器具､床置き器具､天井付け器具の撤去跡の取付けﾎﾞﾙﾄ孔､壁面

､天井面の変色等は補修を行う｡

28

電線管

合成樹脂製可とう電線管はＰＦ管とし、
          （　・　１重管　　・　２重管　）を使用する。

合成樹脂製可とう

29 電 路 の 保 護
図面に特記なき引き下げ又は立ち上げ部分及び露出部分の配線はMM1

（A型）にて保護する。
貫通部分の配線は、金属管などにて保護する。

30 蛍光灯器具 蛍光灯器具の安定器の回路方式、電圧は図面に記載のない場合は次に
よる。

電　圧回路方式蛍光灯の種類

図面に記載のない場合

防雨形器具、防湿形器具

電池内蔵型非常用照明器具

及び誘導灯

コ
ン
パ
ク
ト
形

上記以外のもの

D18形 D27形

P32形 P45形 H16形 H24形 H32形 H42形

防雨形器具、防湿形器具

直
管
形

Hf形

一般形
（20形）

PH

GL

GH

EL

PN

GL

100Ｖ

100Ｖ

100Ｖ

100Ｖ

Ｖ

Ｖ

32

31 非常用の照明装置
の照度測定箇所数

電磁開閉器用
押しボタン

遠方操作用押ボタンは、連用形とする。

33 フラッシプレートは、図面に特記なき場合
   （・樹脂製　・金属製（ステンレス、新金属も含む））とする。

34 フロアプレート ・アルミ合金製　　　　　・砲金製　　　　　
・水平高低調節付（空転防止リング付）ベース

プレートの材質

35 表示 スイッチ・コンセント・ブランクプレート及びプルボックスなどで用

途の判別し難いものは、表示する。ハンドホール・マンホールのふた
は、用途別に「電力」「通信」と表示する。

36 メタルハライドラ

ンプ
ランプには、ふっ素樹脂を塗布したものを用いる。

37 二重床用アウトレ
ット

・電力用　　　　　・通信用　　　　　　・電力、通信用

38 ハイテン ション
アウトレット

・上下動形　　　　・内部固定形　　　　・外部固定形

39 ローテンション
アウトレット

・上下動形　　　　・内部固定形　　　　・外部固定形

40 照明器具の接地 コードペンダント以外の放電灯器具及び水気のある場所の白熱灯器具
は、接地する。

41

42

接地極の材料は、下表による。なお、設置棒EB（14φ）の長さは
1500mm以上とし、10φはW=30、14φはW=40としても差し支えない。
（雷保護用を除く）

・　接地の種類 接地抵抗値

ＥA.D Ω以下 EB（14φ）×3連－　組

EB（14φ）×3連－　組

EB（14φ）×3連－　組

EB（14φ）×3連－　組

EB（14φ）×3連－　組

EB（14φ）×3連－ 2組

EB（14φ）×3連－ 2組

EB（14φ）×3連－ 2組

EB（14φ）×3連－ 2組

EB（14φ）×3連－ 2組

Ω以下

Ω以下

Ω以下

Ω以下

Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

100Ω以下

100Ω以下

　・共同接地

　・共同接地

　・Ａ種接地

　・Ｂ種接地

　・Ｃ種接地

　・Ｄ種接地

　・高圧避雷器

　・低圧避雷器

　・雷保護用

　・交換機用

　・通信用

　・通信用

　・測定用

ＥA.C.D

ＥA

ＥB

ＥC

ＥD

ＥLH
ＥLL

ＥLA

Ｅt

ＥAt

ＥO

ＥCt

43

44 インバータ装置の 三相可変速電動機用インバータ装置の規約効率は、次の数値以上
とする。規約効率

電動機出力（kW）

電動機出力（kW）

ｲﾝﾊﾞｰﾀ効率(％）

ｲﾝﾊﾞｰﾀ効率(％）

0.4 0.75 1.5 2.2 3.7 5.5 7.5

11 15 18.5 22 30 37 45

85.0 87.0 88.5 89.5 90.0 90.5 91.0

91.5 92.0 92.5 93.0 93.5 94.0 94.5

　　備考)（１）電動機の供給電圧は200V又は400Vとする。

　　　 　（２）インバータ効率は、100％負担時の値とする。

45 天井仕上げ表示 図面において、室名に(　)を付したものは直天井の室、それ以外は

二重天井の室を示す。

 呼び線 長さ１ｍ以上の入線しない電線管には１.２ｍｍ以上のビニル被

覆鉄線を挿入し、行先表示を行う。

埋込形分電盤からの立上がり予備配管は､予備の配管用遮断器4個以
下の場合(PF22)を1本､5個以上の場合(PF22)を2本､天井まで立上げる

｡尚､ｽﾗﾌﾞ天井の場合は､天井又は梁下200mmまで立上げ､ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ

を取付ける｡二重天井の場合は天井まで立上げ､ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽを取付け
る｡

48

予備配管47

46

 盤類の塗装 ・盤類は、指定色仕上げとする。

・屋外における盤類は、（亜鉛溶射：JIS　H　9300　1994）
　とし内外面に塗装を行ったあと、指定色仕上げ
　　　　　・沿岸地区（Zｎ80）　　・沿岸地区（Zｎ40）

49 電話機への配線 ・電話機１台につき次のものを見込む。　　・図示による。

・ＥＭ－ＴＩＥＦ　０.６５－２Ｃ（・２０ｍ　　・　　ｍ）

・ＥＭ－ＥＢＴ　　０.４ー２Ｐ　（・２０ｍ　　・　　ｍ）

・２号ワイヤープロテクタ　　１.５ｍ

50 地中埋設標 電力用

 ・鉄製　　　個ふ設する。　

 ・コンクリート製　　個ふ設する。

 ・樹脂製　　個ふ設する。　　　

通信用

 ・鉄製　　　個ふ設する。　

 ・コンクリート製　　個ふ設する。

 ・樹脂製　　個ふ設する。　　　

標識シート51

残土処理

低圧地中幹線路及び通信地中幹線路にも設ける。

・現場説明書による。

・埋戻し後の建設残土は、監督職員が指示する構内の場所に敷き

　ならしとする。

52

53 発生材の処理 発生材一時保管、集積場所構内に（　・有　　・　無　）

・引渡しを要するもの

（　・金属類（変圧器、高圧気中開閉器）・　　　　　　）

・特別管理産業廃棄物

（　・ＰＣＢ　　使用機器　・　　　　　　　　　　　　）

・PCB使用機器の有無については、調査を行い結果を監督員

　に報告する。

・PCB使用機器の取り扱いについては、監督員の指示を受け

　る。

・発生資源利用物

（　・ランプ類　）       （　・電線、ケーブル類　）

・引渡しを要するもの以外は、構外適切搬出処理とする。

54 外灯ポール

線名札55 幹線に取付る線名札には、施工年月及び施工業者名を記入する。

外灯ポールは、亜鉛付着量３５０ｇ／ｍ（ＪＩＳ Ｈ８６４１「溶融

亜鉛めっき」に規定する以上ＤＨ３５の溶融亜鉛めっきを施したもの

とする。（エッチングプライマー、指定色仕上。）

端
　
子
　
箱

地上、

300

500

800

（備考）（天井高）×0.9及び（天井高）×0.8は、天井高が2500～3000mmの場合に

柱：天井高さ３，０００ｍｍ以上の場合は、監督員と協議する。

適用する。

56 ハンドホール内の

ケーブル余長

建物直近のハンドホールでは、内部でケーブル１巻分の余長を取ること
。

【共通】

1 電線・ケーブルは、ハロゲン及び鉛を含まない材料により構成され
ているものとする。

2 難燃は電線またはケーブルについて行い、JIS　C　3005 の 28（難

燃）による。

3 発煙濃度及び燃焼時発生ガスの酸性度は、JCS第397号Aの5（発煙濃

度）、同号Aの7（燃焼時発生ガスの酸性度）による。

4 上記 2. 3．の特性は、電力用エコ電線類の規格を準用する。

含むものとする。

ビニル電線等を使用する旨の記載があるものは、ＥＭケーブルの規格を

ＥＭケーブルの電線の色別は、原則として国土交通省大臣官房官庁営繕

部の電気設備工事標準仕様書（平成16年版）による。

記　　号 接　地　極

機器種別

・特定の施設 ・一般の施設

重要機器 重要機器一般機器 一般機器

1,000

・電子交換機　　・ボタン電話装置　　・空配管

契約電流　　　　　３０Ａ

測定数　　４箇所以上

１階

新設一式

　特記事項 一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一 工
事
名

図
　
名

日
　
付

担
　
当

縮
　
尺

図
　
番　Ｐ．Ｃ．ＮＯ

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3467

〒849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎 4512番地

観光交流ｾﾝﾀ- S

一期工事

電 灯 設 備

動 力 設 備

雷 保 護 設 備

受 変 電 設 備

直 流 電 源 装 置

U P S 装 置

発 電 設 備

静
止
形

電
源
設
備

構 内 交 換 装 置

情 報 表 示 装 置

映 像 ･ 音 響 装 置

拡 声 装 置

誘 導 支 援 装 置

ﾃ ﾚ ﾋ ﾞ 共 同 受 信 装 置

ﾃ ﾚ ﾋ ﾞ 電 波 障 害

防 除 装 置

監 視 ｶ ﾒ ﾗ 装 置

駐 車 場 管 制 装 置

防 犯 ･ 入 退 室

管 理 装 置

自 動 火 災 報 知 装 置

自 動 閉 鎖 装 置

非 常 警 報 装 置

ｶ ﾞ ｽ 漏 れ 火 災

警 報 装 置

警 報 装 置

監 視 制 御 装 置

構 内 配 電 線 路

構 内 通 信 線 路

撤 去 工 事

中
央
監
視

制
御
設
備

構 内 情 報 網 通 信 設 備

新設一式

新設一式

新設一式

静止形

電源設備

1.構内情報

通信網装置

通信

情報設備

11.防犯･入退室

管理装置

中央監視

制御設備

EB（10φ）×1（Ｌ＝1000mm）

EB（10φ）×1（Ｌ＝1000mm）

EB（10φ）×1（Ｌ＝1000mm）

取付用計器 地上～窓中心 表 　 示 　 器 床上～中心

引込開閉器 床上～中心 据 付 発 信 器 床上～中心

ベル・ブザー・チ 床上～中心

壁付押ボタン 床上～中心分　電　盤 床上～中心

ス イ ッ チ 床上～中心

多機能トイレ

ス イ ッ チ
床上～中心

取付ｺﾝｾﾝﾄ
（一般）

床上～中心

取付ｺﾝｾﾝﾄ

（和室）
床上～中心

取付ｺﾝｾﾝﾄ

（便所）

台上～中心取付ｺﾝｾﾝﾄ

（換気扇）

床上～中心

取付ｺﾝｾﾝﾄ
（エアコン）

ブラケット

（出入口）
床上～中心

ブラケット

（浴室）
床上～中心

ブラケット
(最上階廊下)

鏡上端～中心

手元開閉器 床上～中心

操作スイッチ 床上～中心

警　報　盤 床上～中心

端　子　盤

（室内）
床上～下端

集合保安器箱

据付位置ﾎﾞｯｸｽ

（一般）

据付位置ﾎﾞｯｸｽ

（和室）
床上～中心

床上～中心

電話用 床上～中心
アウトレット

壁掛形親時計

子　時　計

壁掛形

スピーカ

壁付アッテネー
タ

時報子時計 床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

雷保護用接地 床上～下端

床上～中心設置用

床上～上端液化石油ガス用

表　示　灯 床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

テレビ端子 床上～中心

機器収容箱 天井下～上端

直列ユニット

（和室）
床上～中心

直列ユニット

（一般）
床上～中心

インターホン

（親・子）
床上～中心

多機能トイレ

表示灯
床上～中心

多機能トイレ

復帰ボタン
床上～中心

多機能トイレ

呼出ボタン
床上～中心

多機能トイレ

子機
床上～中心

多目的トイレ

親機
床上～中心

床上～中心壁付位置ﾎﾞｯｸｽ

（和室）

（一般）

壁付位置ﾎﾞｯｸｽ 床上～中心

外部受付用 床上～中心

耐火・耐熱電線認定業務委員会（

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所
エィ　シー　エヌ

電　気　設　備　特　記　仕　様　書 Ｅ－１

（仮称）観光交流センター1期電気設備工事

(仮称)観光交流ｾﾝﾀ-1期電気設備工事　工事仕様書

1.工事場所　　武雄市武雄町大字富岡字西浦249番地の一部



ＬＥＤ（赤）

呼出押ボタン

押ボタン

抗菌ＡＢＳ樹脂

適合ボックス

呼出確認灯

プレート

防滴型形　式

呼出

Ｎ

ノンロック式大型ボタン

１φ３Ｗ１００／２００Ｖ

ＷＨＭ

ＷＳ　－　１

ＷＨＭ

ＭＣＢ３Ｐ

３φ３Ｗ２００Ｖ

Ｓ－１へＬ－１へ

２２５ＡＦ１５０ＡＴ

ＣＯＳ

（手､切､自）

１０１ １０３ １０２ ３０１ ３０２ ３０３１０４

ＭＣＢ３Ｐ

CET60゜ CET60゜

CET60゜

ＥＬＢ３Ｐ

５０ＡＦ

２０ＡＴ

ｼｬｯﾀ-

Ｍ１

トイレ呼出表示器（１窓）

ノンロック押ボタン（全復帰）

　 ＤＣ２４Ｖ

新金属プレート　３ヶ用

     ＬＥＤ（赤）

     電子音

復帰スイッチ

プレート

ブザー

表示灯

電　源

ＮＣ

トイレ呼出表示器用電源アダプター

アルミケース

ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

ケース

出　力

電　源

ＤＣ２４Ｖ

FUSE－＋DC24V OUT

ブザー付廊下灯

アクリル樹脂（乳白色）

高級軽合金（１．２）

ＪＩＳ規格１コ用スイッチボックス

１２Ｖ、０．１５Ａ表示灯

適合ボックス

カバー

ノンロック式、ブレイク接点

埋込型

回路方式

取付方法

プレート

適合ボックス

ＡＢＳ樹脂

復帰ボタン

　特記事項 一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一
工
事
名

図
　
名

日
　
付

担
　
当

縮
　
尺

図
　
番　Ｐ．Ｃ．ＮＯ

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所

プレート

ＪＩＳ１個用スイッチボックス(カバー付)

ＪＩＳ１個用スイッチボックス（カバー付）

一期単線結線図・弱電参考姿図 Ｅ－２

ｲﾝﾀ-ﾎﾝ

電源部

MCB2P50AF

ＭＣＢ３Ｐ

３φ３Ｗ２００Ｖ

ＡＣＰ－１へ ＡＣＰ－２へ

Ｓ　－　１ 屋外壁掛型　鋼板製

ＥＬＢ３Ｐ

125A

２２５ＡＦ１７５ＡＴ

ＥＬＢ３Ｐ

２２５ＡＦ１２５ＡＴ １００ＡＦ６０ＡＴ

（註）ＡＴは空調ﾒ-ｶ-仕様に合わせる事（数値は参考とする）

CET22゜ CET14゜

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3467

エｲ　シ－　エヌ

非 ２０３ ３１１ ３１２ ３１３ ３１４ ３１５

ＥＬＢ３Ｐ

１０５

誘

ヨビ

Ｒ Ｒ Ｒ Ｒ ＲＲ

３１６ RTr

１７５ＡＴ

２２５ＡＦ

ヨビ ヨビ

Th

ｽﾍﾟ-ｽﾋ-ﾀ-

屋外半埋込型（自立型）　鋼板製

20AT*23
１００ＡＦ

１００ＡＴ

CET38゜

Ｒ

ﾘﾓｺﾝﾘﾚ-

（注）リモコンリレ－は２線式としＴ／Ｕﾕﾆｯﾄ、電送装置を見込む事。

*7

CET60゜

〒849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎 4512番地

2P20A*13

（仮称）観光交流センター１期電気設備工事



乳白つや消しガラス

ＡＤＣ

照明器具参考姿図

　特記事項 一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一
工
事
名

図
　
名

日
　
付

担
　
当

縮
　
尺

図
　
番　Ｐ．Ｃ．ＮＯ

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所

ＦＨＴ３２Ｗ－１　

Ａ２２ Ｂ２２ Ｃ２１ＦＬ２０Ｗ－２　ＦＲＳ２－２０２ ＦＬ２０Ｗ－１　ミラ－ライト

Ｄ１５型ボ－ル蛍光灯　ＷＰ

ＦＤＬ　９Ｗ－１　

ＦＤＬ１３Ｗ－１　

一期照明器具参考姿図 Ｅ－３

ＩＬ１３Ｗ　Ｋ１－ＩＲＳ４－Ｊ１３

ＩＬ３０Ｗ　Ｋ１－ＩＲＳ４－Ｊ３０

Ｄ３３

Ｅ３２

Ｅ１３

Ｅ　９

Ｆ１３ Ｇ

Ｈ１３

Ｈ３０

エｲ　シ－　エヌ

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3467

ＦＬ２０Ｗ－２　ＷＰ ＦＰＬ３６Ｗ－３　ＦＲＬ１２－Ｐ３２３

ＳＨ１－ＦＳＦ２０－Ｂ Ｈ９ ＩＬ９Ｗ　Ｋ１－ＩＲＳ４－Ｊ９

〒849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地 （仮称）観光交流センター１期電気設備工事



受
付

カ
ウ

ン
タ

ー
（

別
途

工
事

）

立面図 東

南

西

北

10,000.1
9,589.2

湯沸室

女子便所

（別途）

（別途）

自
動

ド
ア

北

Ｃ１Ａ

Ｂ１Ａ

（

別
途）

Ａ -１

1/100

棚

3-Ａ1-Ａ 2-Ａ

機械置場

電動シャッター

冷

Ａ1Ａ

Ａ-3

Ａ-2

Ｂ-1

男子便所

庇用竪樋

ベ
ン
チ

棚 掃除具庫

ＳＳ-11ＳＳ-11

棚

Ｚ0

ハートフルトイレ

　特記事項 一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一 工
事
名

図
　
名

日
　
付

担
　
当

縮
　
尺

図
　
番　Ｐ．Ｃ．ＮＯ

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所

収
納

用
備

品

収納用備品
展

示
用

備
品

展示用備品

展示用備品展示用備品

隣
地

境
界

線
隣

地
境

界
線

隣地境界線

隣地境界線

隣
地

境
界

線

Ｃ -1

自
動

ド
ア

通路（温泉参道）

自動ドア

自動ドア

開口枠

屋外開放通路
屋外開放通路

汚
水

埋
設

管
（

将
来

切
り

替
え

用
）

ベビーベット具備

オストメイト対応

扉
Ｗ

8
00

付
　

フ
ェ

ン
ス

Ｈ
1
5
0
0

観光案内所・物産展示室

（物置・会議室コーナー）

（観光案内所コーナー）

（2期工事）

観光案内所・物産展示室

温泉ぎゃらりー

浄
化
槽

電
気
架

線
引
き
込

み

汚
水

放
流

埋
設

管

給
水

引
き
込

み

電動シャッター

屋
外
開
放
通
路

引き込み電柱

101

102

103

（註）特記なき配線は下記による

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－２Ｃ＊２，３Ｃ　１Ｃｱ-ｽ　天井内ｺﾛｶﾞｼ

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－２Ｃ，３Ｃ　　　１Ｃｱ-ｽ　天井内ｺﾛｶﾞｼ

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－２Ｃ＊２　　　　１Ｃｱ-ｽ　天井内ｺﾛｶﾞｼ

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ　　　　　　１Ｃｱ-ｽ　天井内ｺﾛｶﾞｼ

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ　　　　　　（ＰＦＤ１６）

尚立下りはＰＦＤ配管にて保護の事

仕　　　　　　　　様記　　号 備　　考

凡　　例

　　　　〃

姿 図 に よ る

　　　　　〃

　　　　　〃

照 　 明 　 器 　 具

埋 込 ス イ ッ チ

名　　　　　　　　称

　　　　〃

　　　　〃

　　　　　〃

位 置 ボ ッ ク ス アウトレット仕様

天 井 イ ン ペ イ 配 線

人 感 セ ン サ － 親器は８Ａ型

WP

Ａ２２

Ｂ２２

Ｃ２１＊２

Ｃ２１＊２

104

１Ｐ１５Ａｘ１

自 動 点 滅 器 プラグイン式３Ａ 防水型

ＷＳ－１

単線結線図による引 込 開 閉 盤

埋 込 ス イ ッ チ

WP 防水Ｐ付

金属Ｐ付

一 期 電 灯 設 備 図 Ｅ－４

電　灯　分　電　盤

　　　　　〃

　　　　　〃　　　　〃

　　　　〃

誘導灯

非常灯

R10 R12

R13

R14

R15

既設

Ｌ－１

Ｈ１３
Ｈ１３

Ｅ３２＊１０

Ｄ３３＊１５

Ｈ１３

Ｈ３０

Ｆ１３
Ｆ１３

Ｆ１３

Ｅ１３ Ｅ１３
Ｅ１３ Ｅ１３

Ｅ３２
Ｅ３２

Ｅ３２

Ｅ３２

Ｅ９

Ｅ９

Ｅ９

Ｅ９

Ｅ９

Ｅ３２

Ｅ１３Ｅ１３

Ｆ１３

屋外通路（温泉参道）

Ｇ

誘

エｲ　シ－　エヌ

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3467

105

R13

R14

R12

R11

R11

R10

R9

R9

203

203

203

ＡＥ１．２－２Ｃ

リモコンセレクタ－スイッチ 金属Ｐ付２線式

１Ｐ１５Ａｘ１　ＰＬ付ワイド型

非

Ｈ９

R25 R25 R25

１Ｌ(R15)

ＡＥ１．２－２Ｃ

１２Ｌ(R9-R14,R19-R21,R24,R25)

１Ｌ(R18)

〒849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎 4512番地 （仮称）観光交流センター１期電気設備工事



受
付

カ
ウ

ン
タ

ー
（

別
途

工
事

）

立面図 東

南

西

北

10,000.1
9,589.2

湯沸室

女子便所

（別途）

（別途）

自
動

ド
ア

北

Ｃ１Ａ

Ｂ１Ａ

（

別
途）

Ａ-１

1/100

棚

3-Ａ1-Ａ 2-Ａ

機械置場

電動シャッター

冷

Ａ1Ａ

Ａ-3

Ａ-2

Ｂ-1

男子便所

庇用竪樋

ベ
ン

チ

棚

掃除具庫

棚

Ｚ0

ハートフルトイレ

　特記事項 一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一
工
事
名

図
　
名

日
　
付

担
　
当

縮
　
尺

図
　
番　Ｐ．Ｃ．ＮＯ

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所

収
納

用
備

品

収納用備品

展
示

用
備

品

展示用備品

展示用備品展示用備品

隣
地

境
界

線
隣

地
境

界
線

隣地境界線

隣地境界線

隣
地

境
界

線

Ｃ -1

自
動

ド
ア

通路（温泉参道）

自動ドア

屋外通路（温泉参道）

自動ドア

開口枠

屋外開放通路
屋外開放通路

扉
Ｗ

8
0
0
付

　
フ

ェ
ン

ス
Ｈ

1
50

0

観光案内所・物産展示室

（物置・会議室コーナー）

（観光案内所コーナー）

（2期工事）

観光案内所・物産展示室

温泉ぎゃらりー

浄
化
槽

給
水

引
き
込

み

電動シャッター

屋
外
開
放
通
路

引き込み電柱

301

302

303

2E(WP)

E

E

E

E

埋 込 コ ン セ ン ト
Ｅ

２Ｐ１５Ａｘ１＋ＥＴ 金属Ｐ付

鋼管ﾎﾟ-ﾙ７ｍ

（ｺﾝｸﾘ-ﾄ根巻き）
ｱ-ﾑ900L*1

ＥD

Ｅ１４゜（ＶＥ１６）

ＤＥ６０゜－３Ｃ

ＤＥ６０゜－３Ｃ

電灯

動力

電灯

動力

ＥＭ－ＣＥＴ６０゜

ＥＭ－ＣＥＴ６０゜

ｺﾛｶﾞｼ配線

単線結線図による

鋼 管 ポ － ル 仕様は傍記による

ＷＳ－１

一 期 幹 線 ・ コ ン セ ン ト 設 備 図

E

E

Ｅ－５

311

313

314

315

316

M1

2

2

2

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－２Ｃ，３Ｃ　　　１Ｃｱ-ｽ　天井内ｺﾛｶﾞｼ

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ　　　　　　１Ｃｱ-ｽ　天井内ｺﾛｶﾞｼ

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ　　　　　　（ＰＦＤ１６）

ＥＭ－ＩＥ２．０＊２　Ｅ１．６　　　（ＰＦＤ１６）

尚ケ－ブル配線で立下りはＰＦＤ配管にて保護の事

仕　　　　　　　　様記　　号 備　　考

凡　　例

２
埋 込 コ ン セ ン ト

名　　　　　　　　称

位 置 ボ ッ ク ス アウトレット仕様

接 地 極 種別は傍記による

金属Ｐ付

天 井 イ ン ペ イ 配 線

床 イ ン ペ イ 配 線

１５Ａ配線ダクト ２Ｐ１５Ａ 露出型

位 置 ボ ッ ク ス アウトレット仕様

換 気 扇 機械設備工事

R18

R19 R20 R21

ＥＭ－ＣＥＴ１４゜Ｅ５．５゜（Ｇ４２）

開 閉 器 盤

Ｓ－１

ＣＥ３．５゜－４Ｃ　天井内ｺﾛｶﾞｼ

引 込 開 閉 器 盤

既 設 電 灯 分 電 盤

２Ｐ１５Ａｘ２
Ｌ－１

WS-1ﾍ

312

単線結線図による

ＥＭ－ＣＥＴ６０゜Ｅ８゜

（Ｇ７０）

エｲ　シ－　エヌ

〒849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎字陣内4512番地

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3467

311 R24

仮設ｼｬｯﾀ-ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ(埋込型ｷ-付）

（註）特記事項

１．配線

２．配線ダクト用照明器具

ＮＬ０２８７０Ｗ＋ＮＫ０１９０３　　７台

ＮＬ０２８７０Ｗ＋ＮＫ０１９０５　　８台

上記１５台を納入する事

松下電工相当品

松下電工相当品

（仮称）観光交流センター1期電気設備工事



受
付

カ
ウ

ン
タ

ー
（

別
途

工
事

）

立面図 東

南

西

北

10,000.1
9,589.2

湯沸室

女子便所

（別途）

（別途）

自
動

ド
ア

北

Ｃ１Ａ

Ｂ１Ａ

（

別
途）

Ａ -１

1/100

棚

3-Ａ1-Ａ 2-Ａ

機械置場

冷

Ａ1Ａ

Ａ-3

Ａ-2

Ｂ-1

男子便所

ベ
ン
チ

棚
棚

Ｚ0

ハートフルトイレ

　特記事項 一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一
工
事
名

図
　
名

日
　
付

担
　
当

縮
　
尺

図
　
番　Ｐ．Ｃ．ＮＯ

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所

収
納

用
備

品

収納用備品
展

示
用

備
品

展示用備品

展示用備品展示用備品

隣
地

境
界

線
隣

地
境

界
線

隣地境界線

隣地境界線

隣
地

境
界

線

Ｃ -1

自
動

ド
ア

通路（温泉参道）

自動ドア

屋外通路（温泉参道）

自動ドア

開口枠

屋外開放通路

観光案内所・物産展示室

（物置・会議室コーナー）

（観光案内所コーナー）

（2期工事）

観光案内所・物産展示室

温泉ぎゃらりー

浄
化
槽

給
水
引

き
込
み

屋
外
開
放
通
路

電話,CATV引込口

Ｃ（ＶＥ２８）＊２

Ｃ（ＶＥ２８）＊１

ＴＥＬ

ＣＡＴＶ

ﾀ-ﾐﾅﾙｷｬﾂﾌﾟ

一 期 弱 電 設 備 図

仕　　　　　　　　様記　　号 備　　考

凡　　例

名　　　　　　　　称

位 置 ボ ッ ク ス アウトレット仕様

天 井 イ ン ペ イ 配 線

ト イ レ 呼 出 表 示 器 １Ｌ

ト イ レ 呼 出 釦

ブ ザ － 付 廊 下 表 示 灯

復 帰 釦 姿図による

姿図による

姿図による

（註）特記なき配線は下記による

尚立下りはＰＦＤ配管にて保護の事

１．トイレ呼び出し

ＥＭ－ＡＥ１．２－２Ｃ　　　

Ｅ－６

屋外開放通路

掃除具庫

エｲ　シ－　エヌ

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3467

〒849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地 （仮称）観光交流センター1期電気設備工事



凡　　　例

備　　　考記　　号 名　　　称

注　　記

２．地区音響は一斉鳴動（逐次鳴動方式）とする。

１．特記なき配線は下記とする。（二重天井内は配管不要）

受 信 機 Ｐ型１級　１０回線　壁掛型

ＤＣ２４Ｖ　１５０φ　

Ｐ型１級

機 器収 容 箱

電 鈴

表 示 灯

発 信 機

発光ダイオード

屋内消火栓 組込

差動式スポット型感知器

定温式スポット型感知器

２ 種

特種　６０℃

１種　防水　７０℃　

２ 種

終 端 器

定温式スポット型感知器

光電式スポット型感知器

ＮＯ 警戒区域番号

消火栓始動装置

ＣＲＥ

２Ａ

粉末消火器

ＨＰ１．２－１０Ｐ

ＥD

Ｈ

ＥＬＶ制御盤

（別途工事）

ＡＣ１００Ｖ専用電源

コンコース階

ホーム階

１ ３ ４２５

ＥＶ

６

ＥＶ
７

ＨＰ１．２－１５Ｐ

・ 火報　１０Ｌ　　　実窓　７Ｌ　　予備　４Ｌ

１．受信機は壁掛型とし、表示内訳は下記とする。

　特記事項 一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一 工
事
名
図
　
名

日
　
付
担
　
当

縮
　
尺
図
　
番　Ｐ．Ｃ．ＮＯ

駅舎側 自動 火災 報 知設備系統 図観光交流ｾﾝﾀ-側自動火災報知設備系統図

８９

光電式スポット型感知器 ２種・　埋込型

ＥＭ－ＡＥ　１．２　－４Ｃ　保護管（ＰＦ１６）

自 動 火 災 報 知 系 統 図 Ｅ－７

〒849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地
TEL　0954-36-3466
FAX　0954-36-3467

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所

エィシーエヌ

ＨＰ１．２－１０Ｐ

（註）点線は別途工事を示す。

ＡＢＣ１０型　埋込ボックス付

自火報　１～９

（仮称）観光交流センター１期電気設備工事
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ー
（

別
途

工
事

）

立面図 東

南

西

北

10,000.1
9,589.2

湯沸室

女子便所

（別途）

（別途）

自
動

ド
ア

北

Ｃ１Ａ

Ｂ１Ａ

（

別
途）

Ａ-１

1/100

棚

3-Ａ1-Ａ 2-Ａ

機械置場

冷

Ａ1Ａ

Ａ-3

Ａ-2

Ｂ-1

男子便所

ベ
ン

チ

棚
棚

Ｚ0

ハートフルトイレ

　特記事項 一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一
工
事
名

図
　
名

日
　
付

担
　
当

縮
　
尺

図
　
番　Ｐ．Ｃ．ＮＯ

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所

収
納

用
備

品

収納用備品

展
示

用
備

品

展示用備品

展示用備品展示用備品

隣
地

境
界

線
隣

地
境

界
線

隣地境界線

隣地境界線

隣
地

境
界

線

Ｃ -1

自
動

ド
ア

通路（温泉参道）

自動ドア

屋外通路（温泉参道）

自動ドア

開口枠

屋外開放通路

観光案内所・物産展示室

（物置・会議室コーナー）

（観光案内所コーナー）

（2期工事）

観光案内所・物産展示室

温泉ぎゃらりー

浄
化
槽

給
水
引

き
込

み

屋
外
開
放
通
路

仕　　　　　　　　様記　　号 備　　考

凡　　例

名　　　　　　　　称

位 置 ボ ッ ク ス アウトレット仕様

天 井 イ ン ペ イ 配 線

（註）特記なき配線は下記による

尚立下りはＰＦＤ配管にて保護の事

屋外開放通路

掃除具庫

エｲ　シ－　エヌ

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3467
一 期 自 動 火 災 報 知 設 備 図

総 合 盤 （ Ｐ － １ 級 ）

ス ポ ッ ト 感 知 器

煙 感 知 器

消火栓組込型

差動２種　露出型

光電式２種　埋込型

１．火災報知

ＥＭ－ＡＥ１．２－４Ｃ　　　

８

９

ＮＯ 警 戒 区 域 番 号 自火報８．９

ＨＰ１．２－１０Ｐ

至る駅舎総合盤へ

Ｅ－８

〒849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地

消火器ﾎﾞｯｸｽ（埋込ﾄﾋﾞﾗ付）
１０型ＡＢＣ消化器共

（仮称）観光交流センター1期電気設備工事



敷地境界線

　特記事項 一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一 工
事
名

図
　
名

日
　
付

担
　
当

縮
　
尺

図
　
番　Ｐ．Ｃ．ＮＯ

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所
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849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎字陣内4512番地

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3467
自動火災報知駅舎側平面図

１／１５０

（註）点線は全て別途工事とする。

ＨＰ１．２－１０Ｐ

本工事

観光交流ｾﾝﾀ-に接続

Ｅ－９

S=1/150

エイシ－エヌ

武雄温泉駅観光交流センター

（仮称）観光交流センター1期電気設備工事



図　　面　　リ　　ス　　ト 縮　　尺図面番号

配　　　置　　　図

機　械　設　備　現　場　説　明　書

機　械　設　備　特　記　仕　様　書

Ｍ－１

Ｍ－２

Ｍ－３

Ｍ－４

Ｍ－５

Ｓ＝１／　５０衛　生　設　備　詳　細　図・器　具　表

　特記事項 工
事
名

図
　
名

日
　
付

担
　
当　Ｐ．Ｃ．ＮＯ

図面リスト表

一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一

849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3467

Ｅ-mail　　fuichi@silk.plala.or.jp

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所
エｲシ－エヌ

Ｓ＝１／３００

空　調　換　気　設　備　図 Ｓ＝１／１００

M-0

縮
　
尺

図
　
番

Ｍ－６ Ｓ＝１／１５０武雄温泉駅側屋内消火栓設備図

(仮称)観光交流センタ－1期機械設備工事

（仮称）観光交流センター１期機械設備工事



現　場　説　明　書

工　事　名

契　約　条　件

業者により,按分負担する。

１，建設業者は，組合に加入するとともに,その建設業退職共済制度の対象となる労務者について，証紙を購入し，

当該労務者の共済手帳に証紙を貼付摺ること。

２，工事を受注した建設業者は，組合の発注者用掛金収納書（以下「収納書」という。）を工事請負契約締結後，

なお，期限内に収納書を提出できない特別の事情がある場合は，あらかじめその事由及び証書購入予定を

あわせて申し出ること。

３，証紙購入状況を把握する必要があるときは，関係資料の提出を求めることがある。

４，建設業者が，下請負契約を締結する際は，下請負業者にたいして，この制度の趣旨を説明し，掛金相当額を下請代

金中に算入することにより，下請業者の組合加入並びに証紙のこ購入及び貼付を促進すること。

５，下請業者の規模が小さく，管理事務処理の面で万全でない場合は，元請業者に組合加入手続機及び組合関係

事務の処理を委託する方法もあるので，元請業者は積極的に受託すること。

災害，公害の防止については，「建築・電気設備・機械設備工事共通仕様書」，「公共住宅建設工事共通仕様書」

たものを使用すること。

日曜日及び国民の祝日には作業は行わない。なお,作業時間については,周辺居住者と十分な協議を行う

等の措置を講じ，かつ関係法規等に抵触することのないよううに十分配慮し作業を行うこと。

（ホ）　建設現場内，外を問わず，道路，構築物等を破損あるいは，汚染させた場合は，本工事請負業者の責任に

おいて,すみやかに原型に復し，管渠等への土砂の流入があった場合は直ちに除去すること。

（ヘ）　キャタピラ付特殊車等の場内道路の通行については監督員の指示をうけること。

２，労働時間についたは，労働基準法を遵守し，労働時間の短縮や休日の確保には十分配慮すること。

工事期間の危険防止については下記のよること。

間は必要に応じ注意灯を設ける等の措置を講じること。

（ロ）　工事期間中，通行者の安全確保のための交通整理員を配置する等，必要に応じ措置すること。

も地元及び関係官公署に対し，連絡を保ち適切に行うこと。

１，官公署等への手続きについては「共通仕様書」による他，地元に対しても打合わせ等を十分に行い，工事中

３，工事を受注した業者は，適切な賃金の確保，及び労働災害の防止等，建設労働者の保護につとめるとともに，

建設産業における生産ｼｽﾃﾑ

合理化指針

適正な施工の確保

建　設　業　退　職　金

共　済　組　合

工　事　費　内　訳　書

安　全　対　策

危　険　防　止

注　意　事　項

建設資材納入業者の利益を不当に害することなく，公正な取り引きを行うこと。さらに，工事の実施にあたっ

たは，下請け代金の決定（前払い金を含む）及び下請け代金の支払等についての不適正な条件による下請けをし

４，工事施工にあたっては，土砂等の運搬が運送契約によって行われるときは，正規の運送免許を受けた者の車

輌の使用に努めること。

工事の案内板は，書入内容，製作寸法，使用材料，設置位置について監督員と協議して設けること。

仮囲い及び板塀については，設計図により実施すること。なお，現場の状況により仮囲い等の変更が必要な場

合は，監督員との協議により実施すること。

工事中及び竣工写真については，建設大臣官房官庁営繕部「工事写真の撮り方（建築設備編）」による他，

建設地周辺に建築物，構築物等がある場合は適切な区画を定め,必要に応じ，着工前にそれらを撮影すること。

（期間は竣工後30日間）

(ｲ)　雨天の日以外は週に２回以上建物を開放し，室内の換気を行う事。

(ﾛ)　暴風雨等，当該建物に被害の生じる恐れのある場合には，必要な措置をとると共に，その結果を監督員に

報告すること。

(ﾊ)　建物内部及び周囲は適時巡回し，建物等に損傷，故障その他異常があったとき，又は緊急事故が発生し

たときは，所要の措置を講ずると共にその結果を監督員に報告すること。

(ﾆ)　建物を使用開始する直前に建物の内外の清掃を行う事。

(ﾎ)　居室の外部開口部には必要に応じ監督員と協議して，遮光シートを取付け維持管理をすること。

２，建物使用開始後，原則として，90日間は及び設備の取付い等の処理のため，即時対応できるよう態勢を

工　事　の　案　内　板
(広報等を含む)

工事に使用する進入路

仮　囲　い　等

工　事　中　の　写　真

竣工後の維持管理

取っておくこと。

建設副産物の処理について

１，「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」，「再生資源の利用の促進に関する法律」及び建設副産物適

正処理推進」その他関係法令等に従い適切に処理すること。

２，産業廃棄物の収集・運搬は許可を受けた収集運搬業者の車輌とする。又，処分についても許可を

受けた処分業者の処分場（中間処理場を含む）とする。

３，伝票管理制度（マニュフェスト）及び写真等による，産業廃棄物処理報告書を作成すること。

４，再利用が可能な建設副産物については，リサイクルを前提とした処理に努めること。

工事が完成したときは，完成図書作成要領により提出すること。

（以下「共通仕様書」という。）による他,下記による。

（ロ）　工事請負者は附近住民への防災その他の対策については，特に留意し，関係下請負作業者にその趣旨を

（ハ）　危険物，土砂及び塵埃が現場から飛散しないよう防止策を日常怠らぬようすること。

１．工事現場ごとに設置しなければならない専任の主任技術者又は，専任の監理技術者については適切な資格，

(ｲ)　請負者は，工期変更の被保証者（発注者）から保証事業会社への通知を発注者に代わって行うものとする。

(ﾛ)　通知方法は，工期変更にかかる工事請負変更契約書の写しを送付して行うのとする。

ないこと。また，不必要な重層下請が生じないよう配慮すること。

工事関係請負者は，工事の質の向上及び工事全体の円滑な進捗を図るため，協議，協調すると共に，契約

１，竣工後の維持管理は監督員と十分協議のうえ，請負者の責任において，下記の仕様により善良に行うこと。

土砂，工事用資材等のダンプ，トラック等の大型貨物自動車による搬送計画，通行計画の選定，その他車輌

の通行に係る安全対策について，請負業者は関係機関と十分協議して，必要な具体的内容を定め，監督員の承認

を得たうえでこれを誠実に履行すること。また，官公署等に対する許可届け等の手続きも行うこと。

関連工事との協調

２，「前払金保証約款第７条の２」の保証事業会社への通知

１ｹ月以内に契約相手方の担当課長に提出すること。

本工事の施工にあたっては，「建設産業における生産システ合理化指針」を遵守すること。

入札に際し,工事費内訳書の原稿を持参すること。

（イ）　本工事における建設機械の使用については，環境汚染,鉛公害等防止のため，ｶﾞｿﾘﾝ無鉛化対策を講じ

徹底し,紛争が生じた場合は，直ちに監督員に報告し，責任をもって処理すること。

（ニ）　震動，騒音を伴う工事については，その防止対策を講ずると共に作業日時は次のとうりとする。

（イ）　工事期間中危険と思われる箇所については危険防止の稼動柵，立入禁止の表示，立札を設置し，夜

５，建設資材の価格変動に対応し下請金額の変更については，適切に措置すること。

書並びに「共通仕様書」による他，監督員の調整に従い，工事の円滑な施工に協力すること。

技術力等を有する者を設置すること。

監督員事務所の電気,ガス,水道使用料,公用電話料金は,建築,電気,衛生,空調等の各請負

機械設備現場説明書

　特記事項 工
事
名

図
　
名

日
　
付

担
　
当

縮
　
尺

図
　
番　Ｐ．Ｃ．ＮＯ

M-1

一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一

849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3467

Ｅ-mail　　fuichi@silk.plala.or.jp

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所
エｲシ－エヌ

契約後直ちにＡ３二つ折り製本4部、Ａ2二つ折り製本1部提出すること。

（仮称）観光交流センター１期機械設備工事

（仮称）観光交流センター1期機械設備工事

設計図，共通仕様書。

工事の一部を下請に付する場合は，下請契約の形式を明確にして，直ちに一部下請申請書を提出し，承諾

を得ること。

不慮の事故に備えて火災保険等に加入すること。また，労働災害事故にも備え，建設労働災害補償制度へ

もできる限り加入すること。

設計図書優先順位は次のとうりとする。現場説明書（現場説明に対する質疑応答書も含む），特記仕様書，

工事中，場内では危険防止に特に注意を払い，工事車輌等は徐行運転をし，駐車は指定の場所に行う事。

その他特記事項

下請や資材調達にあたっての契約は本来工事業者間の自由な意思が尊重されますが、下請契約の相手は。

できる限り市内業者としてください。また、建設資材はできる限り市内業者から購入してください。

当該工事において防災等の無線を妨害する,不法無線局(電波法に基ずく免許を受けないで開設される無線局)を設置しているﾀﾞﾝﾌﾟｶ-については，使用しないこと。
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工 事 内 容 本工事

機器の基礎 屋内設置（架台、アンカーボルトを除く）

屋上設置（架台、アンカーボルトを除く）（く体接続のもの）

屋外設置（架台、アンカーボルトを除く）

架台、アンカーボルト

特記した基礎

はり、床、壁の貫通スリーブ 補強を要するもの

補強を要しないもの

補強を要するもの

補強を要するもの

補強を要しないもの

補強を要しないもの

はり、床、壁の貫通部型枠
（盤類、ダクト、消火栓箱、吸込口、吹出口、換気扇、大便器等の型枠）

軽量鉄骨下地天井、壁のボード類の切込

上記の開口部の補強

上記の開口部の墨出し

スリーブ型枠の穴埋

点検口 床、天井、壁

外部取付ガラリ ダクト、チャンバーの接続用フランジを含む

湯沸室の排気フード

換気扇の取付枠

流し（公団型） 排水トラップ共

浴槽

床下水槽のマンホール

ボンベ転倒防止用の鎖 プロパンボンベ用

機器附属の制御盤への電源供給配管配線

自動制御盤と動力盤との電源供給の渡り配管配線

自動制御盤と動力盤との操作回路の渡り配管配線

機器と付属操作スイッチとの渡り配管（接地共）

機器と付属操作スイッチとの渡り配管

機器付属の制御盤以降の二次側の配管配線（接地共）

機器と付属操作スイッチ

機器と付属操作スイッチの埋込ボックス

煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパーに至る配管配線

電極棒

個別パッケージの室内機、室外機間の渡り配線（接地共）

別途機器などへの接続

杭工事

土工事

基礎工事

電気工事

水道リモートメーターの配線

水道リモートメーターの配線の結線と調査

ガス漏れ検知機

機材名 製造業者名　（五十音順）

上記メーカーリストによる他同等品以上とする。

竣工後引渡しを行う当月迄は請負業者にて維持管理を行う事。

都市ガス事業における専門技術者とは、ガス事業法（昭和 ２９ 年　法律第 ５１ 号、第３１ 条）

に規定するガス主任技術者をいう。

メーカーリスト表

他工事との工事区分表

転 倒 防 止 等４ 標 準 図 の （ ・ （ ａ ） ・ （ ｂ ） ） に よ る 。 ま た 、 容 器

標 準 図 に よ る 本 立集 合 装 置３ て

別 途 （ ・ ５０ｋｇ ・ ）ｋｇ充 て ん 容 器２

都 市 ガ ス ガ ス 業 者 の 供 給 規 定 に よ る 。事・

液 化 石 油 ガ ス・ （１） 屋 内 ・

（２） 地 中 ・

材配 管 料１

ユ ニ ッ ト 形 ・ 現 場 施 工 形

一 定 期 間 経 過 後 、 放 流 水 質 性 能 等 を 記 入 し た 測 定 表 を

親 メ ー タ ー （ ・ 貸 与 品 ・ ）

メ ー タ ー （ ・ ・子 買 取 り ）

測 定 表２

メ ー タ ー５

保温材は配管、ダクト等より分離する。

用固定具は、鋼製･溶融亜鉛メッキ仕上げとし、鎖は、ステンレス製とする。

（ ・ ５０ｋｇ ・ ）ｋｇ ×　　本

提 出 す る。

図示の箇所に取付ける。

台所流し等の床上露出部分の配管は、硬質塩化ビニール管でもよい。

洗 面 器 及 結 す る 排 水 管 は 、 器 具 ト ラ ッ プ よ り １ サ イ

ズ ア ッ プ

び 手 洗 器 に 直

ると す 。

号・通信線を除く制御線

３　各種検出器（温度・湿度等）､操作器（バルブ・ダンパー等）における弱電信

２　電気式の調節器（サーモ・ヒューミ等）用制御線

用途： １　電源線、接地線

格による。（機器、盤類を除く）

次の用途に使用する電線類はＥＭケーブルとし、規格は一般共通事項３３電線類の規４

屋外・屋内露出配線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。電 気 計 配 線装 工 事 の３

中 央 監 装 置視 制 御２

の 能機・成構

別 図 （ ／ ） に よ る 。

・ 有 ・ 無（ 本 工 事 別 途 工 事 ）・・ ・中 央 御監 視 制１

２ 排 煙 口 の 形 式 ・

・

天 井 取 付 （ ・ ス リ ッ ト 形 ・ ス イ ン グ 形 ）

壁 取 付 （ ・ ス リ ッ ト 形 ・ ）

建 築 設 備 定 期 検 査 業 務 指 導 書 （ 日 本 建 築 設 備 安 全 セ ン タ ー ） の

排 量 の 検風煙 方 法査 に 準 ず る 。

４ 排 煙 風 量 測 定

・ 手 動 及 び 遠 隔 操 作 の 可 能 な も の 。 動手・３ 排 煙 口 開 放 装 置

１ ダ ク ・ 亜 鉛 鉄 板 ・ 普 通 鋼 板 （ 厚 １.６ｍｍ ）以 上

グ リ ス 除 去 装８ 置 グ リ ス エ ク ス ト ラ ク タ ー・・ グ リ ス フ ィ ル タ ー

フート゛の内側周囲のといには、黄銅製コック又は、プラグを取付ける。

排気フードの補強、支持金物、接合材等は、亜鉛鉄板製ダクトの 当該事項によるものとし、

材質は下記による。

ス テ ン レ ス 鋼 板 （ 補 強 共 ） ・・

フート゛の囲いは、上記フードと同材質とする。

７ 排 気 フ ー ド

・ 多湿箇所のダクト （保温の厚さ２５ｍｍ ）

下 記 の ダ ク の 保 温 を 行 う 。６ 保 温

るよに目項該当の備設和調気空５ チ ャ ン バ ー

・

４ シールする排気

ダクトの系統

・ 厨 房 浴 室 （ シ ャ ワ ー 室 、 脱 衣 室 を 含 む ） 系 統　　　　・ 、

３ ダ ン パ ー 空 気 調 和 設 備 の 当 該 項 目 に よ る 。

定２ 風 量 測 口 取付位置は図示した位置とする。

フランジ 工法

低圧ダクト・コーナーボルト （・共板フランジ　・スライドオンフランジ)工法　・アングル１ ダ ク ト

共通仕様書によるほか下記による。制 御 盤 及 び 操 作 盤２０

・　運転時間計　　　　　　　　　　（　適用する機器：　　　　　　　　　　　）

・　運転時間表示用端子　　　　　　（　適用する機器：　　　　　　　　　　　）

・　インバ－タ－用制御及び操作盤　（　適用する機器：　　　　　　　　　　　）

・　進相コンデンサ－　　　　　　　（　適用する機器：　　　　　　　　　　　）

冷 暖 房 の 能 力２１ 空気熱源ヒートポンプユニット及びパッケージ形空気調和機の温湿度条件は、ＪＩＳによる。

以上・　ファンコイルユニット及びファンコンベクタ－用フィルタ－　各形番台数の １／２

・　自動巻取形エアフィルタ－用フィルタ－　　　　　　　　　　　各台１巻

・　電気集じん器用フィルタ－　　　　　　　　　　　　　　　　　各台１巻

・　折込み形エアフィルタ－用プレフィルタ－　　　　　　　　　　各台１組

１９ 予 備 品

・　消音内貼りの施工箇所は、図示したダクト及びチャンバ－類とする。

吹 出 口 ・機械設備共通仕様書による　　　・　ユニバーサル形

調 整 弁 ・ 流 量 調 整 弁 ・ 定 流 量 弁

フ ァン コ イ ル ユ ニ１８ ット

・ 保 温 化 粧 ケ ー ス
スーケ粧化温保・屋 外

屋 内 露 出
出露 ・ ス テ ン レ ス 鋼 板

・ 綿 布

　　　　

下記によるほか、共通仕様書第 ２ 編　３、１、４　による。

・　還りダクトの保温要（保温の厚さ　　 ２５ｍｍ 範囲は図示による。）

・　外気ダクトの保温要（保温の厚さ　　 ２５ｍｍ 範囲は図示による。）

・　全熱交換器用のダクト（保温の厚さ　 ２５ｍｍ 範囲は図示による。）

　　

・　膨張管及び膨張タンクよりボイラ－等への補給水管の保温は、共通仕様書第

３、１、４　の温水管の項による。

編２

・　建物内の空気抜き管の保温は共通仕様書第 ２ 編　３、１、４　の温水管の項による。

・　空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、共通仕様書第 ２編　 ３、１、５

　　の排水管の項による。

・　冷媒管の保温の外装は下記による。尚、保温化粧ケ－スは耐候性を有する樹脂製とする。

１７ 保温及び消音内貼り

図示の箇所に取付ける。絶 縁 フ ラ ン ジ１６

（　・　給油ポンプ制御　・　満油警報　・　遠隔警報　・　電磁弁制御制御盤には

）の端子を設ける。なお、フロ－トス　・　返油ポンプ制御　・　減油警報　・　　　　　

　　　イッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様とし、本工事とする。

１５ 油 面 制 御 装 置

）

瞬間流量計はピト－管方式によるもので止水コック付とし、形式及び取付部は下記による。

　　なお、着脱形の指示部は（　・　 ４０Ａ用　　個　・　 １００Ａ　　個　・　 ２５０Ａ　　個）

　　付属とする。

・　空気調和機の冷温水管 （送り又は返り ）に （　・　固定形　・　着脱形測定口 ）を設ける。

・　冷温水ヘッダ－の （　・　各送り管　・　各返り管 ）に（　・　固定形　・　着脱形測定口

を設ける。

・　直だき吸収冷温水機の冷温水管及び冷却水管（送り又は返り）に（　・　固定形

　　・　着脱形測定口）を設ける。

・　冷凍機の冷水管及び冷却水管（送り又は返り）に（　・　固定形　・　着脱形測定

　　口）を設ける。

１４ 瞬 間 流 量 計

取 付 部 は 下 記 に よ る 。

・　冷凍機の冷水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）。

・　空気調和機の冷温水管（送り、返り）。

・　直だき吸収冷温水機の冷温水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）。

・　熱交換器の温水管（送り、返り）。

１３ 圧 力 計

弁類の規格は、 図 面 に 特 記 の ない 場 合 、ＪＩＳ ５Ｋとする。

・　ベローズ形　　　　・　スリーブ形

取付部は下記による。なお温度計は円形指示計（バイメタル式）とする。

・　直だき吸収冷温水機の冷温水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）。

・　冷凍機の冷水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）。

・　ボイラ－の温水管（返り）。

・　空気調和機の冷温水管（送り、返り）及び三方弁装置後の冷温水管（返り）。

・　熱交換器の温水管（送り、返り）。

・　冷温水ヘッダ－ （往）及び冷温水ヘッダ－の各返り管。

・　空気調和機（パッケ－ジ形を含む）のサプライチャンバ－ 、レタンダクト 、外気取入

　　れダクト及びレタンチャンバ－。

　

　 　

（４）膨張管、空気抜き管及び膨張タンクよりボイラ－等への補給水管

　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　・ 

（３）油管　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　・ 

（２）冷却水管　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　・ 

（１）冷温水管　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　・ 

（５）空調用排水管　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　・ 

（６）給水管　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　・ 

（７）蒸気管（給気管）　　　　　　・　　　　　　　　　　　　・ 

　　　　　　（還　管）　　　　　　・　　　　　　　　　　　　・　

（８）冷媒管　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　・ 

１０ 弁 類

１１ 伸 縮 管 継 手

温 度 計１２

９ 配 管 材 料

１ 設 計 温 湿 度

外 気

一 般 系 統
度 （ＤＢ） 湿 度 （ＲＨ） 度湿度温 温 度 湿 度

％
Ｃ
Ｃ

％ ％
Ｃ
Ｃ

％ ％
Ｃ
Ｃ

％

屋 内 （ 調 整 目 標 値 ）

２６ ５０
２２ ４０

％
Ｃ
Ｃ

％

温 度 （ＤＢ） 湿 度 （ＲＨ）
統系般一

（ＲＨ）（ＤＢ）（ＲＨ）（ＤＢ）
季
季

夏
冬

取付位置は図示した位置とする。

低圧ダクト　・　コ－ナ－ボルト（　・　共板フランジ　・　スライドオンフランジ）工法

・　アングルフランジ工法

鋼板厚（　・　 ３.２ｍｍ　　・　 ４.５ｍｍ　）

設ける（測定口は ８０φとし、取付け箇所は煙道の直線部とする）・

設ける（電源は、付属制御盤の二次側より取出すものとし、配管配線とも本工事・２ ば い 煙 濃 度 計

６ 風 量 測 定 口

５ ダ トク

４ 煙 道

３ ば い じ ん 量 測 定 口

（１）内貼りを施すチャンバ－の表示寸法は外法を示す。７ チ ャ ン バ ー

（２）空気調和機に取付けるサプライチャンバ－及びレタンチャンバ－で消音内貼りした

　　　チャンバ－には、点検口を設け、点検口の大きさは図示による。

　

（３）外壁に面するガラリに直接取付けるチャンバ－はホッパ－を取付けるなどして、雨

　　　水の滞留のないように施工する。

以下とする

（１）防煙ダンパ－　操作方式　瞬時通電式又は電動式、定格入力は

　　　　　　　　　　復帰方式（　・　遠隔　　　・　　　　） ＤＣ２４Ｖ ０.７Ａ

ダ ン パ８ ー

（２） ピストンダンパ－

　）

復帰方式（　・　遠隔　　・　　

本工事において以下に示す建設機械を使用する場合、排出ガス対策型建設機械を使用する

ものとする。なお、排出ガス対策型建設機械に代えて、建設省で認定された排出ガス

浄化装置を装着した建設機械についても、排出ガス対策型と同等とみなすものとする。

※排出ガス対策型建設機械とは、排出ガス対策型建設機械指定要領に基づき国土交通省

　　で指定された排出ガス対策型建設機械をいう。

　　　　
地中埋設から地上あるいはピット等に至る管には、出た直近に絶縁フランジを設ける。

地中埋設部は、管を土壌に接触させないよう施工する。

保温のアルミ、ネット、巻き線、菊座等が直接接触しないよう施工する。

プラスチックテープを１／２重ね１回巻きを施す。

コンクリート壁・床への埋め込み、スリーブ貫通部及びその他躯体との絶縁箇所には、

ステンレス管に使用する６０Ａ以上の弁はステンレス弁とする。

（４）　

（３）　

（２）　

（１）　

（５）　

３８

３９

ｽﾃﾝﾚｽ鋼管施工上の注意

　　

　　　

アスファルト塊
　建設発生土

　受け入れ施設名 　　搬出距離　　　受け入れ場所分　　　類

セメントコンクリート塊

活動拠点室

活動支援室

活動通路
　　　　　

３７ 再生資源化を図るもの

　 　
３６ 耐震安全性確保に必要

な施設機能の特定

（ 書 き の 数 値 は 防 振 機 器 と す る 。）＊

＊ 上層階の定義は、次のとおりとする。

２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の

の場合は上層３階、１３階建以上の場合は上層４階

重 要機器は 、下 記に示すも の と する 。、重要水 槽＊

）（

（２） 設計用鉛直地震力

１／２ とした値とする。設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の

・ 図示による。　・　標準図（・ （ａ）　・ （ｂ）　・ （ｃ））による。（　・給水　・ガス　）

図示による。　・　標準図（・ （ａ）　・ （ｂ））による。（　・給水　・ガス　）・

地 中 埋 設 配 管 （ 排 水 管 を 除 く ）（１）

１）地中埋設標　　　・要（・　給水管　　・　ガス管　　・　　　　）　・不要

２）埋設標示テ－プ　・要（・　給水管　　・　ガス管　　・　　　　）　・不要

要の場合、地中埋設標は図示の箇所とする。

既存コンクリ－ト床、壁などの配管貫通部の穴あけは、図面に特記なき場合はダイヤモンド

カッタ－による。

配

は つ

他 他工事との工事区分は、図面になき場合は、別表－

保　　　　　　　　　温

（２）露出電線管の塗装は調合ペイント２回塗りとする。

　図面に特記のない場合は下記によるほか共通仕様書第２編による。ただし、各工事種目で

別に指定されたものは除く。

（１）下記範囲内の裸の亜鉛鉄板、配管（亜鉛メッキされたもの）

、吊りボルトは塗装なしとする。

　　　・ 機械室 ・ 電気室

・

　　 　　　　　 　　　

「他工事との工事区分表」による。１

　（１）冷温水配管の保温主材は、特記なき場合

　　　　（　・　ロックウ－ル保温材　　・　グラスウ－ル保温材　）とする。

　（２）給湯管の保温主材は、特記なき場合

　　　　（　・　ロックウ－ル保温材　　・　グラスウ－ル保温材　）とする。

　（３）給排水管の保温主材は、特記なき場合

　　　　（　・　ロックウ－ル保温材　　・　グラスウ－ル保温材　　・　ポリスチレン

　　　　　フォ－ム保温材　）とする。

電線及びケーブルの規格は共通仕様書第４編２.４.１表４.２.１２による。

塗　　　　　　　　　装

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３電 線 類 　 　 　

（ ２.０）

０.６１.０

１.５

・ 特 定 の 施 設 ・ 一 般 の 施 設
重要機器 一般機器重要水槽 一般水槽 要重 機水器機 要重 一槽 般 槽一器 水般

２.０ ２.０

（ １.５）
１.５

（ １.０）
１.５

（ ２.０）

１.０

（ １.０）

１.５

１.０

１.０

１.５

（ １.０）

１.０

０.６

（ ２.０）
１.５

１.０

１.０ ０.６

０.６

１.０ １.０
（ １.５）

０.６

（ ０.６）
０.４

１.５
（ １.５） （ １.５） （ １.０）

耐 全 性震 安 の 分 類

地 階

中

及 び １ 階

階 、
上 及 び 塔 屋

上 層
屋

設 置 場 所

階間

設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計施工指針（建設省

住宅局建築指導課監修１９９７年版）」による。

（１）設計用水平地震力

機器の重量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効重量）［ ｋｇｆ

）ｓ局部震度法による建築設備機器の設計用標準震度（Ｋ

］に、

次に示す設計用標準震度を乗じたものとする。

耐 震 施２５

（１）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

（２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

容２４

換気扇、圧力扇、その他これらに類するものの電動機の保護規格は、製造者規格による

標準品としてよい。

電２３

・　本工事とし下記項目の測定表を提出する。　　　・　別途

総合調整の項目

・　風量調整　　・　水量調整　　・　室内外空気の温湿度の測定　　・　騒音の測定

測定箇所等は監督員の指示による。

２２

検査及び試験を行うべき機材は、機械設備工事共通仕様書によるほか図示による。２１

完成図（製本）及び原図　　　・　提出要　　・　提出不要　　・　既存完成図の修正

佐賀県土木部建築住宅課完成図書作成要領による。

完　成　図　等２０

建設大臣官房官房官庁営善部監修「工事写真の撮り方（改定第２版）－建築設備編－」による。工 事 写 真１９

項

通

事

一

般

共

１８ 施 工 図 等

下記の原図及　びその陽画焼き付け（１部）を監督員に提出する。ただし、製作図等で原図と

して提出できないものは、

当該建物に限る使用権は発注者に移譲するものとする。

原図に代わるものとしてよい。なお、施工図等の著作権に係わる

引渡しを要するもの以外は構外搬出適切処理とする。

ただし、（　・　特別管理産業廃棄物

　　　　　　・　再生資源化を図るもの）の搬出処理費は別途とする。

・　根切り土の良質土（ただしコンクリート管以外の管の周囲は山砂の類）　・　山砂の類

発生材の処理

埋め戻し土・盛土

１７

１６

（２）特別管理産業廃棄物　　　　　　　　　　　・　なし　　　・　あり（　　　　　）
（３）再生資源の利用を図ると指定されたもの　　・　なし　　　・　あり（　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

試験成績書 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
制御システム図 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
機器製作図

機器、配管固定、納まり詳細図等の施工図 　　　　

耐震固定の計算書 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一式

一式

一式

一式

一式

機材等の検査及び試験

総 合 調 整

機動

等 の 表 示量

工

建築導入部配管

建築物ＥＸＰＪ部配管

管

り

分と 工 事 区の事工

建 設 機 械

ト

電 線 類

３

２

１

和風大便器の防

火区画貫通処理

自 動 水 栓

小 器 節用 水 装 置

１

（２） 屋 内 一 般 雑 排 水 管

（４） 屋 外 排 水 管

報告書を提出する。

・ 残留塩素 ・ １５項目 ・ １０項目質 検 査

埋 設 深 さ は 原 則 と し て 一 般 敷 地 は （ ・ ３００ｍｍ ｍｍ・

構 内 道 路 は （ ６００ｍｍ・ ・ ｍｍ 以 上 と す る 。）、

不 要 ・ 要 （ ・ 別 途 工 事・本 工 事 ）・

・ 水 道 直 結 部 分 ＪＩＳ

そ の 他 の 部 分 ・ （ ・ ５Ｋ

１０Ｋ（ ・ ・ ）

・ ）

水 道 事 業 者 指 定 品 （ ・ 貸 与 品 ・ 買 取 り ）・

標 図 Ｍ Ｃ 形準・

引 込 納 付 金 等５

弁 類４

量 水 器３ 桝

７

６

（１） 屋 内 汚 水 管

・

・ ・

（３） 一 般 用 排 水 通 気 管

　標準図（施工６４②）による。

電 源 供 給 方 式 （　・　ＡＣ１００Ｖ　・　　　　　　　　）　

　・　個別感知方式　　・　集合感知方式　　・　タイムスイッチ方式

・ 都 市 ガ ス ・ 液 化 石 油 ガ ス ・ 電 気

略概 寸 法 と す る 。

流 水 検 知 装 置 に は 、 音 響 警 報 装 置 を （ ・ 本 工 事 ・ 別 途 工 事　）

で 設 け る

外 面 被 覆 鋼 管 の 呼 び 径 １００ 以 下 は ね じ 接 合 と す る 。

・ １０Ｋ ・

（１）

（２） 地

般 配一 管

中 配 管 ・

・

下 記 に よ る ほ か 、 共 通 仕 様 書 第 ２ 編 ３.１.５　による。

湯 沸 器 の 給 排 気 筒 の 隠 ぺ い 箇 所 は 断熱 を 行 う 。

弁 類 の 規 格 は 、 図 面 に 特 記 の な い 場 合 ＪＩＳ 　５Ｋとする。

図 示 の 箇 所 に 取 付 け る 。

湯給 管 （ 膨 張 管 及 び 補 給 水 タ ン ク よ り ボ イ ラ ー 等 へ の 補 給 水 管 を

含 む ）

・ ・

・ 不 要 ・ （要 ・ 工途別 事工 ・本 ）事

親 メ ー タ ー （ ・ 貸 与 品 ・ ）

メ ー タ ー （ ・ ・ ）子 り買 取

・

・

量 水２ 器

配 管

・

・

一 般 配 管

屋 内 地 中

配 管屋 外 埋 設 ・

厨 房 、 浴 室 等 ・

・

・

・

・・

・

・

・

の シ ン ダ 内 配 管ー

１ 配 管 材 料

さ深設埋管 の

水

配 料材管

験

３

２

　　　 　　　

５

４

４

３

２

料１

洗面器等の排水管

満水試験継手

試

放流納付金等

配 材管

弁

保 温

類

絶 縁 フ ラ ン ジ

配 料管 材

４

３

２

１

屋

地 接 合中 埋 設 管 の

火 栓 開 閉 弁内 消

ス ラプ リ ン ク ー

２

１

加

機 器 の 寸

式

法

熱 方

・　構内敷きならし　　・　構内指定場所へのたい積　　・　構外搬出　（　約　　　ｋｍ）残　 土 　処 　分１５

工 事 用 仮 設 物１４ 構内につくることが　（　・　できる　　・　できない　）

１１

事前調査

既存部分の養生は、改修共通仕様書第1編3章による。１０

　

・　本工事で設置する。（改修共通仕様書第1編２、２、１によるほか下記による。）

・　別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる　９

養　　　　　　生

施 工 調 査

足場・さん橋類

・　設けない　　・　設ける＜　　　号＞　督　員　事

　

務

　

所監

　・ 　

　

配管（配管工事）　　・　建築板金（ダクト製作及び取付）　・　熱絶縁施工（保温工事）

冷凍空気調和機器施工（チリングユニット、パッケージ形空気調和機の据付及び整備）

技能士の適用　７

　８

Ⅰ　工事概要

　　
１ ． 工事場所

　　 　
延面積（㎡）

造 階 数建物名称 　　　備耐震安全
性の分類

消防法施行令

建築基準法
考構

別表第一区分

２ 建物概要．

３ ． 工事種目及び工事科目（・印の付いたものが対象工事）

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

工 事 種

一 式

一 式

一 式

一 式

一 式

一 式

一 式

一 式

一 式

一 式

一 式

一 式

一 式

一 式

一 式

一 式

一 式

一 式

一 式

一 式

一 式

一 式 式一

式一

式一

式一

式一

式一

式一

式一

式一

式一

式一

式一

式一

式一

式一

式一

式一

式一

式一

式一

式一

式一

式一

式一

一 式

式一

目

式

一 式

一

一

式

式

一 式

式

式

一

一 式

一 式

一

一 式

一

一

式

式一

屋　　外

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　・ 有 （ 工 期
・ 無

（ 対象部分 ：

）
）

４．指定部分
：平成　　年　　月　　日（一部完成）

空 気 調 和 設 備

換 気 設 備

排 煙 設 備

自 動 制 御 設 備

衛 生 器 具 設 備

給 水 設 備

排 水 設 備

給 湯 設 備

消 火 設 備

ガ ス 設 備

厨 房 機 器 設 備

し 尿 浄 化 槽 設 備

５．設備概要

設備概要（本工事における、工事種目ごとの概要を示すもので、仕様を規定するものではない

　　　　　・　印のものが該当する）

設 備 概 要

空 調 方 式
・全空気方式

・

自 動 制 御 方 式 ・ 電 気 式 ・ 電 子 式 ・ デ ジ タ ル 式

給 水 方 式

ポ ン プ 排 水 ・ 有 （ ・ 汚 物 ・ 雑 排 水 ） ・ 無
建 物 外 放 流 先

汚 水

雑 排 水

・ 直 放 流 下 水 管

管水下流放直・

・ 屋 内 消 火 栓 設 備
・

・ ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 ・ 二 酸 化 炭 素 消 火 設 備
・泡 消 火 設 備

排 水 方 式

消 火 設 備 の 種 類

方 式 及 び 種 別

・ フ ァ ン コ イ ル ユ ニ ッ ト ダ ク ト 併 用 方 式

主 要 熱 源 機 器 ・

・ 高 置 タ ン ク 方 式 ・

建 物 内 の 汚 水 と 雑 排 水 （ ・ 分 流 式 ・
・ 湧 水

・連 結 散 水 設 備
・

連 結 送 水 管 設 備
・新ガス系消火設備フ ー ド 等 用 簡 易 自 動 消 火 装 置

・ 都 市 ガ ス （ 種 別 ， 発 熱 量 ， 供 給 事 業 名／ガ ス の 種 類

・ 空 気 式

直 だ き 吸 収 冷 温 水 機 ・

水 道 直 結 方 式 ・

・ し 尿 浄 化 槽 ・

浄し・ 尿 槽化 ・

・ 液 化 石 油 ガ ス

小 型 吸 収 冷 温 水 機 ユ ニ ッ ト・

中 央 監 視 制 御・

ポンプ直送方式

・

（ １）

（ ２）

ｋｃａｌ Ｎｍ

合 流 式（　　　　　系統　））

者 ）３

工事仕様

１ 共 仕 様

１ ）

２ ）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

なお、電気設備工事の工事仕様書は（　　 ／　　）図、建築工事の工事仕様書は（　　 ／　　）図による。

特記仕様及び図面に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の機械設備工事共通仕様書（平成

１ ）章は●印の付いたもの、項目は番号に○印の付いたものを適用する。

２ ） 特 記 事 項 の う ち 選 択 す る 事 項 は 、 ○ 印 の も の を 適 用 す る 。

２ 特 記 仕 様

に

項章 目 特 記 事 項

工事実績情報の

作成及び登録

要（提出先：（財）日本建設情報総合センター）・ 　　 　　　　　　・ 　　不要

本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のものとする。機　　材　　等

ただし、これらと同等のものとする場合は、監督員の承諾を受ける。

使用する機材が、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業設備

機材等評価名簿（平成１３年版）」による場合は、評価書の写しをもって機械設備工事共通仕様書第1編

　

第1章第4節１.４.１（ｂ）の品質及び性能を有することの証明となる資料の提出を省略することができ

る。ただし、機械設備工事共通仕様書に規定される製作図、試験成績表等は除く。

　

　建設リサイクルガイドライン（平成１０年８月４日付け建設省技調発第１６７号、建設省経事発第２２

号）に基づき、工事着手時に再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を、また、工事完了時に

同計画書の実施報告書（書式は同一）を監督員に提出するものとする。

再生資源利用計画書

進計画書の提出

及び再生資源利用促

機材の品質・ 

　　　　性能証明

　１

　２

　３

・ ・ ・
共通仕様書によるほか次の機器に転倒防止措置を施す。防３ 転 止倒

　　・バックホウ

　　・トラクタショベル（車輪式）

　　・ブルド－ザ

　　・発動発電機（可搬式）

　　・空気圧縮機（可搬式）

機　　　　種 備　　　　考

　　ディ－ゼルエンジン

　（エンジン出力7.5kw以上260kw

　　以下）を搭載した建設機械を

　　対象とする。

・ 撤 去 工 事 一 式 一 式 式一 式一 一 式 式一

・

　　・　内部足場等（　・　　　種　　・　　　　種）

　　・　外部足場等（　・　　　種　　・　　　　種）

　　調査項目　　・ 

・下記によるほか、改修共通仕様書第1編１、５、２による。

　　調査範囲　　・　図示　　・ 

　　調査方法　　・　図示　　・ 

　６

主任技

　電 気

　５ 資格の区分Ⅰ　　・　資格の区分Ⅱ

適用する　　　　・　適用しない

　・ 

・

格術者等の資

　 　 　保 安 技 術 者

１２ 官公署への手続 工事の着手、施工、完成に当たり、関係官公署その他関係機関への必要な届出手続等延滞なく行う。

１３ 工事用電力・水 本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続などの費用は、すべて請負者の負担とする。

そ の 他

（２） 異種管の接合は、改修共通仕様書第2編２、３、１６による。なお、接合要領は、

標準図（施工3）による。

　　・油圧ユニット類

　以下に示す基礎工事用機械のうち、ベ－スマシンとは別に、独立したディ－ゼル

　エンジン駆動の油圧ユニットを搭載するもの

　　：油圧ハンマ・バイブロハンマ・リバ－スサ－キュレ－ションドリル

　　　・オ－ルケ－シング掘削機・リバ－スサ－キュレ－ションドリル

　　　・ア－スドリル・地下連続壁施工機・全回転型オ－ルケ－シング掘削機

　・ロ－ラ類

　　　・ロ－ドロ－ラ・タイヤロ－ラ・振動ロ－ラ

　・ホイ－ルクレ－ン

３４ 非破壊検査等　　 非破壊検査等による埋設物の調査（　･　要　　　・　不要　　　）とする。

範囲は監督員の指示による。ただし、検査費は別途とする。

３５ 試 験 　 　 　（１）各種配管の試験は、新設配管に適用する。

（２）新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

支 持 金 物 等２ ダクト及び配管等の支持金物、吊りボルト等は本工事にて撤去する。

工事が完成（指定部分に係わる完成を除く）したときは、本工事で作成する施工図等のうち、

○
　
　
　
　
換
　
　
　
　
　
気
　
　
　
　
　
設
　
　
　
　
　
備

便

○
　
排
　
　
煙
　
　
設
　
　
備

○
　
給
　
湯
　
設
　
備

○
　
消
　
火
　
設
　
備

○
厨
房
機
器
設
備

○
　
　
　
ｶ
ﾞ
　
　
ｽ
　
　
　
設
　
　
備

○
撤
去
工
事

通

ト

型　　　　　　　　　　式１

１ 保 温 材

○
し
尿
　
浄
化
槽
　
設
　
備

○
　
自
　
動
　
制
　
御
　
設
　
備

排水管は、満水試験を行い、衛生器具等の取付け完了後、通水試験を行う。

電
　
気
　
配
　
管
　
配
　
線

×　　本、

温

メ
　
カ
　
リ
ス
ト

範囲は図示による

し
尿
浄
化
槽

空調機 ﾀﾞｲｷﾝ工業 三菱電機

ﾀﾞｲｷﾝ工業 三菱電機

35.3
0.3

塩化ﾋﾞﾆﾙ管

被覆付冷媒用銅管

（１）引渡しを要するもの　　　　　　　　　　　・　なし　　　・　あり（　　　　　）図示による

新設

新設

新設

新設

新設

新設

１６年版）（以下「共通仕様書」という）及び同官庁営繕部設備課監修の機械設備工事標準図（平成１６年版）による。

塩化ﾋﾞﾆﾙ管(VP)

塩化ﾋﾞﾆﾙ管(VP)

塩化ﾋﾞﾆﾙ管(VP)

ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　SGP-VD
耐衝撃性塩化ﾋﾞﾆﾙ管(HIVP)

衛生器具

換気扇

INAXTOTO

浄化槽 ﾆｯｼﾝ ﾀﾞｲｷ

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外面被覆鋼管

東芝ｷｬﾘｱ空調ｼｽﾃﾑｽﾞ

東芝ｷｬﾘｱ空調ｼｽﾃﾑｽﾞ

西原ﾈｵ

　特記事項 工
事
名

図
　
名

日
　
付

担
　
当

縮
　
尺

図
　
番

　Ｐ．Ｃ．ＮＯ

特 記 仕 様 書 M-2

一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一

849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3467

Ｅ-mail　　fuichi@silk.plala.or.jp

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所
エｲシ－エヌ

(仮称)観光交流ｾﾝﾀ-

　４

一
　
　
　
　
般
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
事
　
　
　
項

●
　
　
　
　
空
　
　
　
　
　
気
　
　
　
　
　
調
　
　
　
　
　
和
　
　
　
　
　
設
　
　
　
　
　
備

●
　
　
　
排
　
　
　
　
水
　
　
　
　
設
　
　
　
　
備

●
　
　
　
給
　
　
　
　
水
　
　
　
　
設
　
　
　
　
備

●
　
衛
生
器
具
設
備

塩化ﾋﾞﾆﾙ管(VU)

佐賀県武雄市武雄町大字富岡字西浦8249番地4の一部

Ｓ造 1

（ 仮 称 ） 観 光 交 流 セ ン タ ー 1期 機 械 設 備 工 事

観光交流ｾﾝﾀ-1期機械設備工事　工事仕様書



・14.17

　特記事項 日
　
付

担
　
当

工
事
名

図
　
名

縮
　
尺

図
　
番

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所
　Ｐ．Ｃ．ＮＯ

一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一

武雄温泉駅前交番

自転車置場

バス停

・14.05

・10.63
Ｕ＝40016-2

・9.97
Ｂ.22
9.663

Ｔ18
・10.82

・10.87

11.022

・10.91

Ｕ＝400

・10.93

12.47

武雄温泉駅

甘久武雄線

（仮称）観光交流センター

付近見取り図　Ｓ＝1/1000

配置図　付近見取り図

1/300

1/1000

Ｎ

20
,
0
0 0

自転車置場

武雄温泉駅南口
安井ソーイング

駐車場

交通広場

武雄タクシー

・13.7

・13.8

・13.8

・
1
3
.7

道路境界線

・
1
3.
7

・13.2

・13.2

・13.2

・13.7
・13.7

武雄温泉駅前交番

・11.35

・10.63 ・10.82 Ｂ.21

Ｕ＝400

Ｔ.Ｂ

配置図　Ｓ＝1/300

階段

ＪＲ敷地

ＪＲ敷地
ＪＲ敷地

スロープ

ＤＮ

ＤＮ

・13.2

県道甘久武雄線の舗装高は計測確認のうえ排水先のポイントを計画選定のこと

ラ
チ
外
コ
ン
コー

ス

女子便所

男子便所

機械置場

屋外通路（温泉参道）

通路（温泉参道）

温泉ぎゃらりー

観光案内所・物産展示室

北

ＩＮ

・13.2

引き込み電柱

道
路

幅
員

2
0
, 0

0
0

県道甘久武雄線
至　武雄市役所

至　高橋駅

・13.7

2
,
6
60

2
,1

5
0

自転車置場

6,
00

0

スロープ

既存建物

ＪＲ敷地

隣
地
境

界
線
（

利
用
区
分
）

隣地境界線

市道

隣
地

境
界
線

高圧架線

隣
地
境

界
線

参考：配置図は平面図より傾斜－3.294度にて作図したもの

工事関係進入口

・13.8

市道

既存建物

接道2ｍ

屋外開放通路

屋
外
開
放
通
路

エｲシ－エヌ
849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3467

Ｅ-mail　　fuichi@silk.plala.or.jp

排水桝表

新規土

流用土

1
0
0

H

500

汚水管掘削断面図

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

小口径汚水桝　　１００Ａ＊１５０Φ　　　Ｈ＝５００　Ｌ　　樹脂製蓋

小口径汚水桝　　１００Ａ＊１５０Φ　　　Ｈ＝５４０　Ｙ　　樹脂製蓋

小口径汚水桝　　１００Ａ＊１５０Φ　　　Ｈ＝５６０　Ｙ　　樹脂製蓋

小口径汚水桝　　１００Ａ＊１５０Φ　　　Ｈ＝５９０　Ｙ　　鋳鉄製蓋

小口径汚水桝　　１００Ａ＊１５０Φ　　　Ｈ＝６１０　Ｙ　　樹脂製蓋

Ｆ 小口径汚水桝　　１００Ａ＊１５０Φ　　　Ｈ＝６２０　Ｙ　　樹脂製蓋

Ｇ 汚水桝　　ＳＣ－３　　　Ｈ＝６７０　　　　鋳鉄製蓋

Ｈ 小口径汚水桝　　１００Ａ＊１５０Φ　　　Ｈ＝６９０　ＳＴ　樹脂製蓋

Ｉ

Ｊ 小口径汚水桝　　１００Ａ＊１５０Φ　　　Ｈ＝８００　Ｌ　　樹脂製蓋

小口径汚水桝　　１００Ａ＊１５０Φ　　　Ｈ＝７６０　Ｌ　　樹脂製蓋

Ｋ 小口径汚水桝　　１００Ａ＊１５０Φ　　　Ｈ＝４００　Ｌ　　樹脂製蓋

Ｌ

公共宅内汚水桝Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

小口径汚水桝　　１００Ａ＊１５０Φ　　　Ｈ＝７４０　ＳＴ　樹脂製蓋

小口径汚水桝　　１００Ａ＊１５０Φ　　　Ｈ＝８１０　ＳＴ　樹脂製蓋

小口径汚水桝　　１００Ａ＊１５０Φ　　　Ｈ＝９００　Ｙ　　樹脂製蓋

小口径汚水桝　　１００Ａ＊１５０Φ　　　Ｈ＝９５０　ＳＴ　樹脂製蓋

・11.2

・9.6

小口径汚水桝　　１００Ａ＊１５０Φ　　　Ｈ＝４００　ＳＴ　樹脂製蓋

ＧＬ±０

ＧＬ－４０

ＧＬ－６０

ＧＬ－９０

ＧＬ－１１０

ＧＬ－１２０

ＧＬ－１７０

ＧＬ－１９０

ＧＬ－２６０

ＧＬ－３００

ＧＬ－４００

ＧＬ－４００

ＧＬ－

ＧＬ－２４０

ＧＬ－３１０

ＧＬ－４００

ＧＬ－４５０

基準地盤高　１３．２

基準地盤高　１１．２

基準地盤高　１１．２

基準地盤高　１３．２

基準地盤高　１３．２

基準地盤高　１３．２

基準地盤高　１３．２

基準地盤高　１３．２

基準地盤高　１３．２

基準地盤高　１３．２

基準地盤高　１３．２

基準地盤高　１３．２

基準地盤高　１３．２

基準地盤高　１３．２

基準地盤高　１３．２

基準地盤高　１３．２

本工事

本工事

本工事

本工事

本工事

本工事

本工事

本工事

本工事

本工事

本工事

本工事

２期工事

２期工事

100VU

100VU

100VU

100VU

100VU

100VU

本工事

本工事

2期工事

1期工事

ABCD

EFG

H

I

J

K

L

M

N

O

P

Q

M-3

消火栓箱　HB-1A 50天井内配管

JR消火栓管接続

X

（仮称）観光交流センター１期機械設備工事



Ａ-3

屋外通路（温泉参道）

女子便所

10,005傾き1.809817243度

屋
外
開
放
通
路

機械置場

2,600 4,280.1 1,099.97,5944,715

（1期工事）

棚

Ａ 3Ａ

Ｂ-3

70
0

1
1,

4
5
5.

9

11
,
55

5
.
7

Ａ1Ａ

Ａ-１

Ａ-2

Ａ-3

Ｂ-1

Ｂ１Ａ

3
0
0

4
,6

8
4
.6

3
,3

0
0

2
,
80

1
.
4

2
,7

0
6
.8

1
0
,
78

6

観光案内所・物産展示室

11,595.1 8,693.9

1/50

1-Ａ 2-Ａ 3-Ａ1-1 2-1 3-02-0

Ｚ0

　特記事項 工
事
名

図
　
名

日
　
付

担
　
当

縮
　
尺

図
　
番　Ｐ．Ｃ．ＮＯ

男子便所

Ｚ0

1
0

80
0

1
0

Ｂ 3Ａ

観光案内所・物産展示室

電
灯

分
電

盤

Ｗ
9
,9

4
1

Ｓ
Ｓ

-
21

（1期工事にて完工）

屋外開放通路

直
角
度

屋外開放通路

Ｍ

COA-100

COA-100 COA-100

COA-50

室 名 名 称 仕 様

小便器

化粧鏡

掃除流し

備 考数量

１

１１

１

１

１

横水栓

洗面器

１

１

13-F-6　ｷ-付

洋風便器

COA-65

40V
20

20

40V

50V

50V

50V

50V

50V

20

20

20

25

20

40 40

40

20

65V

75V

40V

50V

50V65V

40

40

20

32
75V

男子便所

L-331RA･TEL-80BX　TS-126AR　Pﾄﾗｯﾌﾟ

360*450　耐蝕盗難防止型

人工大理石ｶｳﾝﾀ-

3

2

2

女子便所

化粧鏡

洗面器

洋風便器 JIS-C-1200R･ﾛ-ﾀﾝｸ・紙巻器　YH-120M

L-331RA･TEL-80BX　TS-126AR　Pﾄﾗｯﾌﾟ

360*450　耐蝕盗難防止型

人工大理石ｶｳﾝﾀ-

和風便器 JIS-C-317R･ﾛ-ﾀﾝｸ・紙巻器　YH-120M

2

2

2

ﾊ-ﾄﾌﾙﾄｲﾚ ﾍﾞﾋﾞ-ﾍﾞｯﾄ

洗面器

汚物流し

ﾁｪﾝｼﾞﾝｸﾞﾎﾞ-ﾄﾞ

跳上式手摺

洋風便器

紙巻器

手洗器

手摺

化粧鏡

YKA-23

UAS-61ADWR

YKA-40

T-112CHK-7

T-112CL-2S

YH-60M

600*900　耐蝕型

LSE-570APF

１

１

１

１

１

１

掃除用具庫 JIS　S-210 １

１GV-40･VC-1

量水器貸与品･MC-1本工事

備考　JIS表示以外の型式は参考とする。

2

50V

50V

40V

20

75V

40V

75V

75V

75V

50V

20

GV-20

一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一

849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3467

Ｅ-mail　　fuichi@silk.plala.or.jp

BBT-65

JIS　C-1200R･ﾛ-ﾀﾝｸ・紙巻器　YH-60M

手摺 T-112CLS 2

手摺

手摺

T-112CLS

T-112CU-2

2

１

L-270･TEL-40BX･Pﾄﾗｯﾌﾟ

CFS-802A･TCF-4121V-81PW･HD-800･EWC-29

ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｯｸ YKH-21W

M－4衛生設備詳細図･器具表

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所
エｲシ－エヌ

100V

40HIVP

既設給水管

点検口　450*450　SUS　目地
排水金物　50-T5-FC-J

50V65V

100V

100V 100V65V

ML-10･ｵﾆｯｸｽ系　L=2400

ML-10･ｵﾆｯｸｽ系　L=2000

UFS-800CE

2

（仮称）観光交流センター１期機械設備工事



10,000

10,000.1
9,589.2

10,003.6 9,592.6

1
1,

4
5
5.

9
9
,6

0
7
.9

9,589

ラ
チ
外
コ
ン
コー

ス

女子便所 北

1-0 1-1 Ｃ3Ａ

Ｂ3Ａ

Ａ3Ａ

Ｃ１Ａ

Ｒ63：50ｍ

1/100

1
1,

0
0
8.

3

3-Ｃ

3-Ａ1-Ａ 2-Ａ

1-Ｃ 2-Ｃ

Ｃ-3

機械置場

7
0
0.

3

1
0,

9
0
8.

4

720 8,560 720 720

1
1
,5

5
5
.7

2
2,

4
6
4.

1

2
1
,0
6
3
.8

2
1
,
79
4
.
3

Ｂ -3

男子便所

2-1

掃除具庫

　特記事項 工
事
名

図
　
名

日
　
付

担
　
当

縮
　
尺

図
　
番　Ｐ．Ｃ．ＮＯ

収
納

用
備

品 展
示

用
備

品

展示用備品

展示用備品展示用備品
工
事
範
囲
外

（1期工事）

（2期工事）

屋外開放通路

屋
外
開
放
通
路

観光案内所・物産展示室

（物置・会議室コーナー）

（観光案内所コーナー）

観光案内所・物産展示室

3-0

総合盤

屋外開放通路

総合盤

湯沸室

1
0
,
78

6

１期工事

隣地境界線（雨垂れ線）

温泉ぎゃらりー

2-0

屋外通路（温泉参道）

3期工事

（2期工事）

（3期工事）

（3期工事）

774

1,100

給
水
本

管
7
5
Φ

（
路

面
-
60
0
㎜
）

19,515

屋内通路（温泉参道）（2期工事）

隣地境界線（字図境界）

7,769.2

引き込み電柱

記 号 備 考名 称

空冷エアコン

数 量仕 様

機 器 表

ﾘﾓｺﾝｽｲｯﾁ付属

基礎本工事

ＡＣＰ－１

冷房能力２２．４KW/h

暖房能力２５．０KW/h

１

天井カセット型　４方向

ＡＣＰ－１

ツインマルチ同時運転型　周波数制御

圧縮機電動機　(0.9+4.5)　KW

送風機電動機　(内)0.12*2　KW　(外)0.75　KW

25.4*9.5

15.9*9.5

15.9*9.5

30V

25V

30V

R
R

R

R

R

R

R

R

D

D

D

D

D

30V

25.4*12.7

100SD

150SD 150SD

天井用換気扇

天井用換気扇

低騒音型

低騒音型

ＦＥ－１

ＦＥ－２

ステンレス深型フ－ド共

ステンレス深型フ－ド共

男子便所

ハ－トフルトイレ

女子便所風量４８０m3/h

消費電力６２W

風量１６２m3/h

１

消費電力１５．５W

ＦＥ－１

空調･換気　設備平面図

備　考　冷媒管の実線表示は今回工事とする。

一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一

849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地

TEL　0954-36-3466

FAX　0954-36-3467

Ｅ-mail　　fuichi@silk.plala.or.jp
M-5

以降将来工事

（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所
エｲシ－エヌ

150SD

３

温泉ｷﾞｬﾗﾘ-

ＦＥ－１ＦＥ－１

ＦＥ－２

150SD

１給気ｸﾞﾘﾙ Ｐ－１８ＧＨＦ4　相当

ステンレスＦＤ付深型フ－ド共

（仮称）観光交流センター１期機械設備工事



Ｘ－

Ｎ

ＢＢ Ｂ

みどりの窓口

ＥＳＣ

Ｕ
Ｐ Ｕ

Ｐ

電気室

券売機室
駅務室

応接室

客溜

休憩室

構内営業スペース

ＥＰＳ

ラチ内コンコース

Ｕ
Ｐ

通路

脱衣室 温水
器室

休養室

多目的
便所

屋外機スペース

ネットフェンス　Ｈ＝１,５００

目隠しフェンス　Ｈ＝１,８００

倉庫－２

倉庫－４
階段－１

階段－２ ＥＶ－１

階段－３ ＥＶ－２

女子休憩室女子
便所

男子
便所

倉庫－３

倉庫－１

男子
旅客便所

男子
更衣室

ＣＣＣ

通路

掃除具入

１,５
００

下部消火水槽（５.２ｔ）

ラチ外コンコース

蝕知板

Ｃ

１１ １０ ９ ８ ７ ６

Ｘ６Ｘ７Ｘ８Ｘ９Ｘ１０Ｘ１１

１２,５００１２,２９０１０,８７０ １０,８７０１２,２９０
６００９,３６０６１０２,０００１,０５０ １,７５０１,６００ １,４００ ７,２９０１,５００１,５００１,５００ １,５００３,２００３,０００６,０５０１,６５０

３１０１０,８７０ １０,８７０
１１,４９０１１,９８０１２,５００１１,９８０１１,４９０

９,３６０ ３,３００

Ｃｔ６０Ｒ６１Ｃｔ６２ Ｒ５９

６７８９１０１１

Ｒ６３

１階（コンコース階）平面図Ｓ＝１／１００

６６５

３１０３１０

６００

３１０

６００７８５ ９,６８０
１０,８７０

５９０
１３,６７０
１２,２９０

７９０ ７,６１０
１０,９２０
１２,５００

４,１００
１３,６７０
１２,２９０

５９０ ９,６９０
１０,２８０

１０,８７０

５９０６６５

ポンプ室

女子
旅客便所

通路

廊下

ＸＸ

１

１１
ＨＢ ＨＢ

Ｘ
１階天井内配管

ＰＦＵ

Ｘ
１階天井内配管

６５

１階天井内配管
６５５０

８０

ＵＢ

ゴミ置場

Ｂ

Ｃ

Ｙ５

Ｙ４

Ｙ３

Ｙ１

Ｙ２

　Ａ’

Ａ

１
１

,５
３

５
１

１
,４

２
０

１
,９

６
６

９
,５

６
９

１
,１

０
０

１
,０

０
０

４
１

９
２

,１
７

０
５

３
３

１
,６

３
７

４
５

０
９

５
０

５
０

６
,１

７
５

４
,４

２
０

１
０
,５

５
０

２
,３

８
５

２
,２

９
４

７
,２

７
５

３
,２

７
５

３
,７

２
５

２
,４

５
０

１
,８

７
５

９
１

４０、２５

（用途未定）

４０、２５

蝕知板

E-mail　fuiｃｈi@ｓｉｌｋ．ｐｌａｌａ.ｏｒ.jp

担
　
当

TEL　0954-36-3466

　特記事項 縮
　
尺

図
　
番

日
　
付

工
事
名

図
　
名

一級建築士大臣登録　135609号　松尾普一

849-2204　佐賀県武雄市北方町大字大崎4512番地

FAX　0954-36-3467
（有）ＡＣＮ松尾建築設計事務所

エィシーエヌ

７８５

1/150

名　　称
消火ポンプユニット

ＧＶ２５（消火水槽給水）
ＧＶ・ＦＪ２０（呼水槽給水）

ＧＶ５０（試験用）
１
１

ＦＪ・ＦＶ８０（サクション用）

名　　称
１
１

ＧＶ・ＣＶ４０
ＦＪ４０Ｘ５００Ｌ（ＳＵＳ）
ＧＶ・ＢＴ２５（補給水）
ＦＪ２５Ｘ３００Ｌ（ＳＵＳ）
ＧＶ３２

（通気）

（ドレン） １
１
１

別途

別途
別途

別途

１

Ｘ －

Ｘ

ＴＦ

テスト弁４０

消火ポンプ室屋上

Ｙ２

Ｙ４

Ｙ３

Ｙ１

Ｙ５

Ａ

　Ａ’

Ｂ　Ｂ’

　Ｃ’Ｃ

１
１

,５
３

５
１

１
,４

２
０

１
,９

４
１

９
,５

９
４

１
,０

０
０

９
,０

６
０

１
０
,８

７
０

７
,３

８
０

１
,２

８
０
２

,４
０

０
３

,７
０

０
３

,０
７
０

６
３

０

５
,３

１
０

１
,１

０
０

４
７

１
１

,４
０
６

５
３

７
９

８
９

５
３

４
５

５
０

４
１
５

温泉ぎゃらりー

温泉参道

観光案内所・物産展示室

３
,７

５
０

３
,４

９
０

１
４

０
１
４

観光交流センター 武雄温泉駅 武雄温泉駅工事数量

武雄温泉駅工事数量

防虫アミ４０
防虫アミ５０（オーバーブロー）

ＰＦＵ－１

50　天井配管　武雄市施工

武雄温泉駅側屋内消火栓設備図

50　天井配管　ＪＲ施工

備考　鎖線は既設とする。

22.4 ｍ
以降配置図参照

Ｍ-6

（仮称）観光交流センター１期機械設備工事

ＴＦ－１ 消火充水タンク


